
        
            
                
            
        

    

































今日から俺はロリのヒモ！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あー。

　おっぱい揉もみてえ。

　高校生活最後の日に、漫画家（志望）の天てん堂どうハルは、しみじみとそう思った。

　いやまあ、俺のことなんだけど。




　五月中旬。

　なにかをはじめるにはぴったりな、穏やかで過ごしやすい平日。

　放課後に悠々と登校してきた俺は、応接室で担任の中なか田たと向き合っていた。

　いわゆる三者面談というやつだ。

　保護者役は、俺の専属メイドである麻ま耶やさんにお願いした。

　パンツスーツがよく似合う黒髪ショートの超絶美人で、年齢は十八歳。

　右隣の椅子に、すました顔で座っている。保護者としては若すぎるが、キャリアウーマン的なオーラが半端ないおかげか、中田は特にツッコんで来なかった。

　テーブルの上には薄っぺらい茶封筒が置いてある。

　俺がついさきほど中なか田たに提出したものだ。

『退学届』と書かれたそれを指で示し、中田はシリアスに切り出した。

「学校を辞めて、どうするつもりだ？」

「漫画家を目指します」

「……考え直したほうがいいんじゃないか？　人生、そんなに甘くないぞ」

　俺の答えに、中田が眉まゆ根ねを寄せる。

　まあ、そうだよな。

　高校を辞めて漫画家を目指すとか言われたら、誰だってそういう反応になる。

　中田は「高校中退だと仕事の選択肢がほとんどなくなる」だとか、「一生は天てん堂どうが思っているより長いんだから焦ることはない」だとか、ありきたりな説教を展開した。

　俺は生返事をしつつテキトーに聞き流す。退屈を紛らわせるために隣をチラ見した。

　あー。

　おっぱい揉もみてえ。

　麻ま耶やさんのブラウスを押し上げる男のロマンを見て、しみじみとそう思う。

　やはりＦカップというものは素晴らしいな。ジャケットの上からでも迫力あるもん。

「……どうしても曲げる気はないんだな？」

「はい」

「……わかった。天堂の人生だ。後悔のないよう生きなさい」

　十分以上も問答を続け、ようやく俺の決意が固いとご理解いただけたらしい。

　それから事務的な細かい話をして、応接室をあとにした。




　教室に寄って荷物を整理したのち、一年以上も通った母校に別れを告げる。

　滞在していたのは三十分くらいだろうか。思ったよりも疲れた。

　そのうち半分くらいはおっぱいのことしか考えてなかったけど。

　逆に言うとおっぱいがなければ死んでたな。俺は命の恩人に頭を下げた。

「麻耶さん、ありがとね」

「いえ、仕事ですので」

「俺におっぱいを見せるのが？」

「なんのことですか!?」

　麻耶さんは顔を赤くして、両腕で胸を隠した。うむ、いい反応だ。

　にやにやしていると、麻耶さんが深いため息をついた。

「……あなたは、本当に最低の人間ですね」

　そう。俺は最低の人間だ。

　まったくそのとおりで、もはやその響きに安心感さえ覚えた。

　……中なか田たには、すこしウソをついていた。

　漫画家を目指すのは本当だが、べつに漫画で食べていこうとは思っていない。

　そんなあやふやなものに人生をかけられるわけがない。

　俺がベットするのは、赤しか出ないルーレットのようなものである。

　あまりに簡単すぎて、無意識に顔がにやけてしまう。

　中田のまえで真顔を維持するのは大変だった。

　人生が甘くない？

　ふはは、残念でした。それは運も才覚もない庶民だけだ。

　俺はちがう。一握りの、選ばれしものなのだ。

　本日をもって、俺はもう高校生ではなくなる。

　仮に報道されたら、肩書きはただの無職となる。あるいは、自称漫画家か。

　まあ、なんにしても。

　これから俺の新しい人生がはじまる。

　勝ち組確定の人生が。

　今日から俺は。




　────ロリのヒモだ！










　新生活にもすっかり慣れてきた、ある日のこと。

　俺は自室で漫画の原稿を描いていた。

　調子は控えめに言って最高だ。ペンが踊るようにすらすら動く。

　わずか数分で、五十ページの読み切りを完成させてしまった。神速度にもほどがある。

「失礼します。先生、進しん捗ちよくはどうでしょうか」

　見直しを終えたちょうどそのとき、大変かわいらしい女の子が部屋に入ってきた。

　二に条じよう藤とう花か。小学五年生にして、億単位の金を平然と動かすスーパーお嬢さまだ。

　なんやかんやあって俺は現在、彼女のヒモをやっている。

「もうできてるよ」

「え、本当ですかっ？」

「ああ、俺にかかればこれくらい楽勝だ」

「さすがです先生！　天才すぎます！」

「まあ、それほどでもあるけどね」

「……あの、読ませていただいてもいいですか？」

　興奮しているのかほのかに頰ほおを染め、もじもじと上うわ目め遣づかいで訊たずねてくる。

　彼女は俺の漫画の熱狂的なファンなのだ。

「もちろん。俺としても、最初の読者は藤とう花かがいいな」

　やわらかな笑みを浮かべ、原稿の束を差し出す。

「えへへ、ありがとうございますっ。光栄です！」

　藤花はとても嬉うれしそうに、両手でしっかりと受け取ってくれた。

　まるで卒業証書をもらうかのような丁寧さだ。

　すこし気恥ずかしくはあったが、悪い気はしない。

「わー、今回は魔法少女ものですか……これは楽しみですっ」

　大きな瞳をきらきらと輝かせ、さっそく読みはじめる藤花。

　こんなにも幸せそうにページをめくる女の子を、俺はほかに知らない。

　その天使のような姿を眺めていると、

「おじゃまするわ」

「にゃー、あそびにきた」

　藤花に匹敵するふたりの美少女が、新たに部屋を訪ねてきた。

　前者が、丹たん沢ざわ千ち鶴づる。ツインテールで、小生意気そうなつり目をしている。

　後者が、小こ森もり紗さ奈な。ショートヘアで、ネコミミカチューシャを装着している。

　ふたりとも藤花のクラスメイトで、同じくスーパーお嬢さまだ。

「あれ、もしかしてハル、原稿をあげたの？」

　漫画を読みふける藤花を見て、千鶴が言った。

「まあね」

「へえ、すごいじゃない。ヒモでもやるときはやるのね」

「にゃー、ぼくも読みたい」

　とてとて俺に歩み寄り、ぎゅっと抱きつきながら、紗奈がおねだりした。

　俺は微笑ほほえんで、頭をなでなでする。

「じゃ、藤花の次な」

「うん。にいさま、ありがとう」

「あっ、あたしも」

「はいはい」

　千鶴もそばに近づいてきたので、空いていたほうの手でなでなでしてあげた。

「ちょっ、そっちじゃないわよバカっ！　漫画のほう！」

　千鶴は顔を真っ赤にして声を荒らげた。……しかし、俺から離れようとはしない。

　口は悪いし素直じゃないけど、本当は俺のことが好きなのだ。

　一分ほどで、なでなでフィーバータイムを終える。

　ふたりの頭から手をあげ、うーんと伸びをした。

「にいさま、おつかれ？」

「ちょっとな」

「ふーん……それじゃ、その……マッサージとか、してあげなくもないわよ」

「にゃ、それは名案」

「あー、じゃあ、お願いしようかな」

　ふたりに引っ張られるように、ベッドへ移動する。

　うつぶせになると千ち鶴づるが肩のあたり、紗さ奈なが腰のあたりをもみもみしてくれた。

　といっても、ＪＳ女子小学生の力なのであまり感じない。でも、その心こころ遣づかいが嬉うれしいよね。

「先生っ、今回の原稿も最高でしたっ」

　しばらくして、藤とう花かが漫画を読み終える。そして、

「──なにしてるんですかふたりとも!?」

　こちらの状態に気づくと、原稿を机の上に置き、慌てて詰め寄ってきた。

「ハルを労ねぎらってあげてるのよ」

「にゃー、回復魔法」

「そんなっ、ずるいです！　わたしも先生にご奉仕したいです！」

　藤花もベッドに乗り、肩けん胛こう骨こつのあたりをちっちゃな手で刺激してくる。












「どうですか先生、気持ちいいですか？」

「あたしのほうが気持ちいいわよね？」

「にゃー、ぼくが一番」

　三人は競うように、俺の身体をいじくりだした。

　……いや、一生懸命なのはけっこうだけど、力を入れればいいってもんでも──

　って、ちょっと待て！

　そこはっ、やばいっ、あうっ、ダメぇぇぇぇ────っ！




　──というところで、目が覚めた。

　しばし呆ぼう然ぜんとして、それから状況を把握する。

　自分の部屋のベッドの上で、俺は仰あお向むけで寝ていた。

　場所こそ同じだけど、俺に乗っかる女子小学生の姿はない。

　……………………えぇ……。

　いまどき夢オチってどうなんだよ……。

　高い天井を見上げ、深々とため息をついた。

　……まあ、でも、そうだよな。

　あんな非現実的なこと、起こるわけないよな……。

　ちなみにどこが一番不自然だったかというと、俺が快調に原稿をあげていたことだ。

　しかも数分で五十ページとか、物理的にもありえねーだろ。千せん手じゆ観かん音のんか。

　と、そこで違和感に気づく。

　あれ、なんだかいつもより、布団のなかがあったかいような……。

　よく見ると、変な形にもりあがっている……。

　上半身を起こし、ゆっくり掛け布団をめくってみると──

「……こんなとこでなにしてんの？」

「あ、起きちゃった」

「もう、千ち鶴づるが動きすぎるからですよ」

「にゃあ。封印が解けて、ついに英雄が目覚めた……」

　案あんの定じよう、ロリっ娘こ三人組が隠れていた。

「すいません先生、おやすみのところ起こしてしまって……」

　恐縮した様子でぺこりと謝ってくれる、素直な正統派ロリ、二に条じよう藤とう花か。

「てか、もう昼過ぎよ？　こんな時間まで寝てるほうが悪いでしょ」

　高たか飛び車しやに、けれど正論を告げる、小生意気なツンデレロリ、丹たん沢ざわ千鶴。

「にいさま、おはよ」

　マイペースで挨拶してくる、残念系ぼくっ娘こロリ、小こ森もり紗さ奈な。

　…………なるほど。あんな夢を見たのはこれが原因か。

　話を聞くと、今日は職員会議の影響で、授業が早く終わったらしい。それで俺の部屋に遊びに来たはいいものの、肝心の俺が寝ていたので、暇を持て余していたのだとか……。

　だからって寝ている男の布団に忍びこむのは、女の子としていかがなものか。

　まあ、そのへんの教育は麻ま耶やさんにまかせるとしよう。

　女の子のヒモをやっている俺が言っても、説得力ないしね。

「それで先生、今日はなにをしますか？」

　藤とう花かが期待に満ちた眼まな差ざしで、こちらを見つめる。

「このまえみたいなコスプレでも、ゲームの課金でも、やりたいことをなんでもおっしゃってください。いつもより時間がありますので、たっぷり協力できますよ」

　協力、というのはつまり、漫画に関する作業のことだ。

　俺が漫画に必要だと言えば、本でもゲームでもブルーレイでもフィギュアでも、藤花は惜しみなく私財を投じてくれる。お金だけでなく、身体を張ってコスプレだってしてくれる。それには紗さ奈なも積極的に協力してくれ、千ち鶴づるもなんだかんだで付き合ってくれる。

「わたしたちをアシスタントだと思って、お好きに使ってください」

「にゃー、いまだけにいさまの使い魔になる」

「……でも、えっちなのはダメだからね」

　三者三様の申し出に、俺はしばし考えて、こう答えた。

「うーん……じゃあ、とりあえず二度寝かな」

　中途半端に起きてしまったので、いまは物欲とかより睡眠欲が勝まさっていた。

「ちょっと、原稿やらないの？」

　真っ先に反応したのは千鶴だ。

「今日はもうたくさんやったよ」

「は？　完全に寝てたじゃない」

「夢のなかでだよ。五十ページも描いたから、さすがにちょっと疲れたわ」

　そう言ってあくびする俺を、藤花と紗奈が称賛してくれる。

「睡眠中もお仕事するなんて、先生はどれだけすごいんですか！」

「にゃあ、漫画家の鑑かがみにゃ」

「……えっ、なんで褒ほめてるの？　寝てただけでしょ？　え……？」

　困惑する千鶴。

　麻耶さんがいたらフォローしてくれるだろうけど、仕事中なのかいなかった。

「んじゃ、そんなわけで、みんな一緒に寝ようぜ」

「はいっ」「にゃあっ」

　俺が大の字になると、すかさず藤花と紗奈も横になった。

「えぇ……まあ、ふたりがいいなら、それでいいけど」

　千ち鶴づるもしぶしぶ従う。

　結果。

　藤とう花かが俺の右腕、千鶴が左腕を枕にして、紗さ奈なが左脚に抱きつく形となった。

　ロリの体温とか甘い香りとかやわらかさが、これでもかと伝わってくる。

　……いや、一緒といっても、そこまでくっつく必要はないんだけど。

　ほとんど身動きできないし、これでは寝るに寝られない……。

「えへへ、ちょっとドキドキしますね」

「ふうん……腕枕ってこんな感じなんだ」

「にゃー、魔力じゅーてん……」

　でも、楽しそうな三人を見ると、どいてくれとも言えなかった。

　……まあ、これはこれでいいか。眠れなくてもじんわり癒いやされるし。

　心から思う。

　彼女たちと出会えて、俺は本当に幸運だった。

　まったく、ロリのヒモは最高だぜ……。







　そのあと。

　部屋にやってきた麻ま耶やさんにたたき起こされて、長々とお説教された。

「麻耶さんも一緒に寝たかった？」

「──ば、バカなこと言わないでくださいっ、そんなことありえませんっ！」

　俺のセクハラに、麻耶さんは頰ほおを染めて怒った。

　うむ。これも含めて最高だよね。










　いかにして俺は、ロリのヒモという地位を勝ち得たのか？

　それを説明するために、時間を高校中退の三日前に巻き戻す。







　都内某所に、メディカワという出版社がある。

　そのオフィスにほど近い喫茶店で、漫画家志望の俺は、担当編集者の夕ゆ莉りちゃんがネームをチェックするのを、宇う治じ抹まつ茶ちやラテ（七百円）を飲みながらぼんやりと待っていた。

　要するに、打ち合わせだ。

　ネームとはざっくり言うと、漫画の設計図みたいなものである。

　描きこみは非常にラフとなるが（個人差あり）、ストーリーやキャラをつかむことはできるため、担当がついた漫画家は作画作業（ペン入れ）に入るまえに、編集者にチェックをしてもらうのが基本である。

　逆に言うと、ここでボツになると作画作業にすら入れない。

　漫画制作においてもっとも重要な工程となる。

　いま見てもらっているのは読み切り用のネームだ。

　ページ数は夕莉ちゃんのリクエストに応えて二十四。

　この制限のなかで、笑いあり涙ありアクションありお色気もありという、エンターテイメントの粋をこれでもかとぶちこんだ作品になった……と俺は思っている。

　ふぅー、と夕莉ちゃんが大きく息をついた。

　コピー用紙の束を綺き麗れいにそろえてテーブルに置き、ゆっくりと口を開く。

　さて、夕莉ちゃんの評価や、いかに。

「ぜんぜんダメだな」

「えぇー」

　第一声がそれか。想像以上にばっさりだった。

　……もうちょっと言葉を選んでくれてもいいじゃないか。

　相手が夕莉ちゃんじゃなかったら、この時点で戦争である。

　まあ、夕莉ちゃんなので許すけど。

　なぜなら彼女、中なか野の夕莉は二十代半ばの美人だからだ。

　胸のサイズが控えめなのはマイナスポイントだが、メガネが似合う理知的に整った顔立ち、長く美しいおみ足という強力な武器を持ち、トータルではかなり俺のタイプだった。

　セミロングの髪型や服装も、出版社勤めとは思えないほどいつも綺麗だし（失礼）。

　なんなら夕ゆ莉りちゃんと喫茶店デートがしたいがために、ネームを持ちこんでいるといっても過言ではない。

　残っていた宇う治じ抹まつ茶ちやラテを飲み干し、俺は気安く訊たずねた。

「それで、どこがダメなんだよ夕莉ちゃん」

「年上の女性を夕莉ちゃんとか呼ぶな殴るぞ」

「……すいません」

　こぶしをぐっと握り、いつでもストレートぶちこめるからな、とばかりに凄すごまれた。

　……わー、まじでこわい。

　夕莉ちゃんの口調は元々けっこう荒っぽいが、怒るとますますその傾向が強くなる。

　十中八九、元ヤンだろう。怖くてたしかめられないけど。

「言い直せ」

「……どこがダメなんでしょうか、姉あね御ご」

「あ？」

「中なか野のさん」

　夕莉ちゃんは気け怠だるげに嘆息して、淡々とダメ出しをする。

　ざっくりまとめるとこんな感じだ。




「全体的に趣味に走りすぎ。主人公以外全員巨乳の姉キャラっておかしいだろ。偏かたよらせるならせめて妹にしろ。まだそっちのほうが売れる可能性がある」

「展開に脈絡がない。ラスボスだと思ってたやつが次のページでいきなり仲間になってるところとか、読んでて本気で混乱したわ。いくらコメディ寄りでもこれはない」

「胸チラやパンチラの見開きが多すぎる。サービスは大事だが、限度ってものがある」




　数々の指摘に、俺はうなるしかなかった。

「……うーん、なるほど。それで総括すると、ぜんぜんダメになるわけですね」

　心情的には納得しかねる部分もある。

　けれど、美人であることを差し引いても、彼女は敏腕編集者だ。

　漫画を見る目はたしかである。

　特に商業面に関しては、確実に俺より正しいだろう。

「そうだな。現状で評価できるのは画力くらいだ」

「まあ、絵だけはむかしからよく描いてましたからね」

「だから次はそれを活かす……というか殺さない企画を考えろ。桃太郎くらいシンプルな話でいいから」

「……でもそうすると、あんまり楽しく描けないんですよ」

「知るか。プロになりたければ、自分じゃなくて読者を楽しませろ」

　ですよねー。

「あと男キャラとか背景とか、興味ないところで露骨に手を抜くのやめろ」

「……善処します」

　じろりと睨にらまれ、俺はわかりやすく目をそらした。

　夕ゆ莉りちゃんはため息をつき、伝票を片手に席を立つ。

「あれ、もう行っちゃうんですか？　せっかくだし、世間話でもしましょうよ」

「アホか。私は忙しいんだ。次の打ち合わせに行かなきゃならん」

「仕事と俺、どっちが大事なんですか」

「仕事だ。というか、おまえと会ってるのも仕事だからな」

「じゃあ、次はプライベートで会いましょう」

「ふざけんな」

「いてっ」

　思いきりデコピンされてしまった。かなり痛かったけど、いまのやりとりは近所のお姉さんとのコミュニケーションっぽくて、うん、悪くないね。

「というか俺、ちょっと企画を考えたいんで、残って作業してもいいですか？」

「お、珍しく殊しゆ勝しようだな」

　俺の申し出に、夕莉ちゃんはにやりと笑った。

「わかった、好きにしろ。会計はしとく」

「あざっす。ついでに追加注文いいすか？」

「……ああ」

「じゃ、チーズケーキセット」

「……図ずう々ずうしいな」

「どうせ出版社持ちでしょ？」

「そうだけど」

「ふふふ、目の前のチャンスは逃さない。俺はそういう男です」

「かっこよく決めてもケーキをたかってるだけだからな」

　夕莉ちゃんは的確にツッコんで、なにを思ったのか、ふっと優しげに微笑ほほえんだ。

「しんどいだろうけど、ここが踏ん張りどころだぞ」

　じっと俺の目を見つめ、やわらかい口調で告げる。

「がんばれよ。まったく期待してないわけじゃ、ないんだからな」

　最後にそんなデレ台詞ぜりふを残して、夕莉ちゃんはクールに立ち去った。

　レジへと向かうモデルのような後ろ姿を見て、思う。

　いやはや、ほんと敏腕編集者だよね。アメとムチの使い分けが絶妙だ。







　出てきたケーキセットを食べながら、いちおう企画を考えてみる。

　ほんとは作業なんてケーキのための建前だったが、夕ゆ莉りちゃんがあんなことを言うもんだから、ちょっとはやっておかないときまりが悪かった。

　……画力を生かす企画、ねえ。

　しかし、面倒な作画はしたくない。

　男や背景はできるだけ省き、美少女だけで成立するのが理想だった。

　たとえば、いわゆる『きらら系』をはじめとした、日常萌もえ漫画。

　美少女たちの何気ない日々を見せることに特化した、ハートフルな生きがい系だ。

　でもあれはあれで、かなりのセンスが要求されるんだよなぁ……。

　かわいい女の子を出して放課後にお茶会させたり、『にゃんぱすー』って言わせとけばそれでいい、ってわけじゃ断じてないのだ。

　それに傾向でいうとその手のキャラは俺が好きな姉系よりも妹系、もっと言うとロリ系が多いだろう。写実的で等身の高いリアル志向のタッチではなく、まるっとしてやわらかいデフォルメが利いた絵柄のほうが好まれる。夕莉ちゃんはそこも考慮して、妹のほうがいいとか言ったのかな。

　うーん……ダメだ。さっぱりアイデアが浮かばん。

　ケーキを完食してさらに十分ほどねばったが、なにか降りてきそうな気配はなかった。







　喫茶店をあとにして、どうしたものかと思案する。

　せっかく交通費を払って外出してきたのだ。これだけで帰るのはもったいない。

　なにかいいネタを思いつくかもしれないし、街をぶらついてみることにした。

　かわいくて綺き麗れいで巨乳のお姉さんと運命的な出会いを果たさないかなー。

　とか益やく体たいもなく思っていると、リニューアルオープンと銘打っているデパートを発見した。ブティックも多く入っており、女子が好みそうな雰囲気だ。ここなら理想のお姉さんと出会える確率も通常の五割増しは固い。せっかくなので寄ってみるか。

　デパート内に入り、おしゃれ好きならテンション上がること間違いなしのファッションフロアを見て回る。個人的にはあまり興味がない。どれも高そうだなぁと思うだけ。冷やかしに値段を見てみると実際高い。げー、Ｔシャツ一枚でゲーム一本買えるじゃん。まあ比べてもしょうがないんだけど。それをほしいと思う人にとっては、どちらも人生を豊かにしてくれる嗜し好こう品ひんだ。豊かな人生、送りたいものだなぁ……。

　巨乳の美女が無理なら、せめて石油王と友達になれないかなと、切に思う。







　一時間ほどかけてひと通り巡った。

　けっきょく美女とも石油王とも出会えなかった。むろんいいネタも浮かばなかった。

　大都会のデパートも所しよ詮せんはこの程度か。がっかりだな。

　気がつくと、外はすっかり夕焼けだった。なにも収穫はなかったけど、これ以上長居しても変わらないだろう。そろそろ帰るか、と思ったところで──

　奇妙なふたり組が目についた。

　片や、企業の重役みたいな白髪まじりの恰かつ幅ぷくのいいおっさんで。

　片や、上品な制服を着たロリである。

　なんとも不思議な組み合わせだった。

　より注目すべきはロリのほうだ。こちらは単体でも目を惹ひいただろう。

　ちょっとびっくりするくらいかわいかった。

　年齢は、十歳前後といったところか。

　艶つややかなロングヘア。幼さと大人っぽさが同居した、端整な顔立ち。

　そんじょそこらのアイドルなんて目じゃない。数年もすれば、天下を取れるような逸材である。なんなら天下のほうから求婚されるまである。彼女の写真をネットにアップしたら一瞬でロリコンホイホイのタグがつくこと間違いなしだ。

　あいにく俺はロリコンじゃないので、ホイホイされることはないけれど。

　しかし、彼女をモデルにしてロリヒロインの日常系をやるのは、もしかしたらありなんじゃないか？　と思った。

　ロリとおっさんは邪魔にならない通路の隅すみのほうで、フロア全体を眺めながらなにやら話しこんでいる。

　親子には、見えない。幸い、犯罪臭もしない。

　なにしろおっさんのほうがロリに対してぺこぺこしていた。

　いったいどんな関係だ。

　興味を持った俺はすこし離れた位置に陣取り、しばらく観察してみることにした。

　それにしてもロリに気を遣つかうおっさんというのは、なかなか画え的てきに面白いな……。

　そう思うと同時に、カバンからノートを取り出していた。無断で悪いけど、スケッチさせてもらう。ついでに吹き出しを入れて会話をテキトーにでっちあげ、そのままネームっぽくしてみる。

　うーん、意外に悪くない？　どうなんだろ？　よくわからん。

　てか、仮にこれがいいとしても長続きしない気がする。おっぱい描きたくなるし。巨乳キャラがいないとなにをモチベーションにして描けばいいかわからん。

　かといって安易にそういうキャラを出すのもよくないよな。そんなことしたら、間違いなくそいつがロリの出番を食っちゃうだろう。コンセプトぶれぶれで、また夕ゆ莉りちゃんにダメ出しされてしまう……。

　ならば、ヒロインをロリ巨乳にすればいけるだろうか？

　……いや、それもなんか違う気がする。

　ロリの魅力はそこじゃない。ロリコンの多くはたぶん、ロリにおっぱいは求めてない。

　俺の願望だけで巨乳にされたロリを、読者は好きになってくれないだろう。

　そもそも俺は年上好きなので、ロリ巨乳ではそこまでモチベは上がらん。

　さて、どうしたものか……。

　悩んでいると、おっさんがまたえらい勢いでぺこぺこしはじめた。ロリのほうは遠慮するように何度か両手を横に振り、丁寧にお辞儀をする。なにかと思ったら別れの挨拶だったらしい。おっさんはその場を去って行った。

　しかし、あれだな。あの娘こは見た目だけでなく、立ち振る舞いにも気品があるな。

　制服も私立の賢そうな雰囲気だし、どこぞのやんごとないお嬢様なのかもしれない。

　おっさんが消えたあともついつい見続けてしまう。

　と、そこで。ふいにロリもこちらを向いた。

　必然的に、目が合う。

　どきりと心臓がはねた。ときめいたのではない。危険信号である。

　無断で相手をスケッチするのは盗撮……まではいかないにしても、あまり歓迎されることではないだろう。ましてや相手はロリである。このご時世だと事案にされかねない。

　すでに手遅れかもしれないが、俺はノートを背後に隠した。

　するとロリはにこりと微笑ほほえみ……まっすぐこちらに近づいてきた。

　え、まじか。なんで来るんだよ。大胆不敵な行動に全力でびびる。

　逃げようかと思う。けど、足が動かなかった。まるでロリの視線に搦からめ捕とられてしまったみたいだ。妙なオーラを感じるし、異能を使われているのかもしれない。あるいは彼女の一挙手一投足を見逃すまいと、もっと近くで彼女を見たいと、俺の漫画家としての本能がしばりつけているのか……。

　正解を考える時間はもうなかった。

　ロリは俺の目の前で足を止めて、朗らかに言った。

「こんにちは、お兄さん」

「…………こ、こんにちは」

　思ったより好意的な雰囲気である。戸惑いつつも挨拶を返せた。

　というか、こんな美少女にお兄さんとか呼ばれてしまった……。

　抜き差しならない状況なのに、ちょっとだけ萌もえる。これが妹萌えという感情か……。

「失礼ですけどお兄さん、もしかして絵画とかイラストとか──漫画とかを描く人じゃないですか？」

「──え……そ、そうだけど……」

　ずばり当てられたことに動揺し、思わず肯定してしまう。

　……なんだこの娘こ、まじで異能力者なの？　それともシャーロック・ホームズか。いや、漫画家的にはコナンくんというべきか。見た目は子ども、頭脳は大人なのだろうか。

「な、なんでわかったの？」

「だって、スケッチみたいなことをしてたじゃないですか」

　……どうやら気づかれていたようだ。

　ロリをのぞくとき、ロリもまたこちらをのぞいているのだ。

　という格言が脳裏をよぎった。そんな格言はない。ニーチェに謝れ。

「その背中に隠しているノート、見せてもらってもいいですか？」

「……それは、ごめん、嫌かな」

　極力やんわりと、それでいてきっぱり断る。物的証拠を渡すわけにはいかない。

　そうでなくとも、テキトーに描いたものを人に見せるのは抵抗がある。ましてやモデル本人には。

「見せてくれないと、おまわりさんに言いつけちゃいますよ？」

「ぅ……わかったよ」

　かわいい顔して、なかなかどうしていい性格してるじゃないか。

　しかし逆に考えると、見せればおまわりさんに言いつけないでくれるということだ。

　……いや、そうとは言ってないけれど。でも、ロリから敵意のようなものは感じない。その可能性は高いだろう。だったら早々に観念したほうが心証もいいはずだ。

　さきほど描いていたページを開いて、ノートを差し出した。

「ありがとうございますっ」

　ロリは無邪気に受け取り、わくわくといった感じで目を落とす。

「わっ、ネームですね！　すごい！　生で見るのははじめてです！」

　へえ、ネームとかわかるのか。どうやらそれなりに漫画好きのお嬢さんみたいだ。

　それでノートが見たいなんて言ったのか。

　漫画好きに悪いやつはいない、とまでは言わないけど、俺はいくらか警戒をゆるめた。

「わー、本当にすごい。お兄さん、とても絵が上手ですね」

「たいしたことないよ。ただのラクガキみたいなもんだし」

　謙けん遜そんと言い訳、半々の気持ちで言う。

　褒ほめられて悪い気はしないけど、これを俺の実力だと思われるのはちょっとあれだ。

「いえ、そんなことないです。これ、さっきのわたしたちですよね？」

「……あー、うん」

「やっぱり。ちゃんとわかりますもん。必要最小限の線で、特徴をうまく捉えています」

　……必要最小限の線。

　いいな、その表現。今度夕ゆ莉りちゃんに手抜きを指摘されたときに使おう。

「あはは、セリフも面白いです」

　……おお、そうかそうか。ロリのわりに見る目があるじゃないか。

　セリフもテキトーだったのだけど、声に出して笑ってくれると嬉うれしいものである。

　夕莉ちゃんなんて基本、眉まゆひとつ動かさないからね。

　しかし、唐突に。

　ロリがぴしりと固まった。

「え……というか、この絵って……」

　──あ、しまった！

　ロリの手が止まったページを見て、俺は最悪の失敗に気づく。

　そこはロリを巨乳化させて、しかもパンチラを描いてしまったページだった。

　ただの思考実験みたいなもので、もちろん変な意味はない。漫画と現実は明確にべつである。ここで俺がどれだけいやらしい絵を描いたって、それを実現したいわけではない。ゆえにきみのパンツを想像で描いてしまったけれど、決してきみのパンツを見たいと思っているわけじゃないんだ！　信じてくれ！　俺は変態じゃない！

　……そう釈明したら、許してくれるだろうか。

　ほとんど神に祈るような気持ちで、ロリの反応をうかがう。

「え……うそ、ですよね……？　……えっ……そんな、まさか……」

　その絵を食い入るように見つめるロリは、顔を真っ赤に染めてぷるぷるとふるえ、じんわりと涙さえ浮かべていた。

　あ、ダメかもしれない。

　これはもしかして、本気でやばいやつじゃないか……。

　通報されて社会的に抹殺されちゃう系？　監獄が日常系？　人生、詰んじゃった系？

「この繊細さと大胆さが入り交じったタッチ……お兄さん、もしかして……」

　ごくりとつばをのむ。

　死を受け入れる覚悟を決めた俺に、ロリが告げる。




「天てん堂どうハル先生ですか!?」




「……え？」

「お兄さんは天堂ハル先生なのかと訊きいているんです！」

「……うん、まあ、そうだけど」

「──やっぱり！　こんな奇跡、あるんですね！」

　こわごわ認めると、ロリはサンタと対面した幼女のようにはしゃいだ。

「えっ、俺のこと知ってるの？」

「はい、大ファンです！」

　……………………大ファン、だと？　俺の？

「まじで!?」

「まじです！」

　──まじかよ！　予想外すぎるだろ、それは！

　先生とかはじめて呼ばれたぞ。夕ゆ莉りちゃんにも呼ばれたことないのに。

「はっ──わたし、天てん堂どう先生とはつゆ知らず、とっ、とんだ失礼をしました！」

　あたふたと頭を下げるロリ。土下座も辞さない勢いである。

　さきほどおっさんに対して優雅に振る舞っていた少女とは思えない狼ろう狽ばいぶりだった。

　全身を脱力感が支配する。

　この様子なら罪を咎とがめられることも、法廷で裁かれることもなさそうだ。

　あー、よかった。こんなにほっとしたのは人生ではじめてかもしれない。

「大変申し訳ありません！　なんてお詫びしたらいいか……」

　と、上うわ目め遣づかいでこちらを見つめる。うるうるした大きな瞳。号ごう泣きゆう寸前といった感じだ。

　……かわいい。

　けど、まじで泣かれたら非常に困る。客観的に見たら男子高校生が女子小学生を泣かしているわけで、それこそ事案待ったなしだ。

「や、ぜんぜん気にしなくていいよ」

　ロリを落ち着かせるよう、優しい笑みを浮かべて言った。

「むしろこっちこそ勝手に描いて悪かったね」

「いえ、とんでもないですっ。光栄ですっ」

　ロリは手を合わせ、神に対するように俺を拝んだ。

　有名人のサイン会とかで、こんな感じになっているファンを見たことがある。

　ってことはこの娘こ、本当に俺のファンなんだな……。

　しかし、疑問点がひとつ。

　デビューもしてない俺のファンってどういうこと？

「ごめん、ちょっと訊きいてもいい？」

「はい、なんでも訊いてください！」

「……どこで俺のことを知ったの？」

　興奮するロリに若干気け圧おされつつも、ストレートに訊たずねた。

「ピクシブです」

　思いのほか単純な答えだった。

　考えてみればたしかに、それくらいしか可能性はないか。

　最近はとんとアップしてないが、ちょっと前まではちょくちょくラクガキとかオリジナルの漫画をあげていた。気まぐれに描いた覇権アニメの絵で、二回くらいランキング上位に入ったこともあったしな。

「でもそのネームの絵で、よく俺が天てん堂どうハルだってわかったね」

「はい、先生の漫画が大好きなので」

　そこで言葉を句切り、すこし恥ずかしそうに続ける。

「……ネームからでも伝わってくる、この並々ならぬおっぱいやパンツへのこだわり具合を見て、ピンときました」

「あぁ、うん、そっか……」

　俺のこだわりをロリに理解されてしまった。

　ありがたいと思うべきなのか、罪深いと思うべきなのか……複雑な心境である。

「いつかわたしも成長して、先生が描く女の子のように、大きくて綺き麗れいなおっぱいを手に入れたいと思っています」

「……それは、素敵な目標だね」

　漫画家とは読者に夢を見せる職業である。

　女の子が何度も『おっぱい』とか口にするのはどうかと思うよ、なんて水を差すようなことは言ってはいけない。むしろここは応援してやるのが大人の対応というものだ。

「じゃあ、もしそうなったら俺に揉もませてくれるかな？」

「はい、喜んで！」

　……いいのか。ファンってすげえな。頼めばおっぱいも揉ませてくれるのか。

　でも、もうちょっと分別をつけたほうがいいと思うな……。

　この娘この将来が心配である。いや、おまえが言うなって感じだけど。

「……あの、その代わりといってはなんですけど、先生に厚かましいお願いをしてもいいでしょうか？」

「なに？」

「……その、先生のあれが、ほしいんです……」

　ロリは恋する乙女のように頰ほおを染めて、もじもじとおねだりしてきた。

「あれって？」

「……ン……です」

「聞こえないな。もっと大きな声で言ってごらん？」

「……さ……サインをいただいてもいいですか？」

「ん、いいよ」

　そんなことならおやすいご用である。

　これまでしたことはないけど、練習なら腐るほどしてきたからな。

「いいんですかっ？　ありがとうございます！」

「何にすればいい？」

　カバンからサインペンを取り出して訊たずねる。

「……あ、えーと、困りました。ちょうどいいものが手元にないです……」

　俺とロリは周囲を見回す。しかしブティックばかりなので、色紙みたいなものは手に入りそうにない。どうしたものか。時間があるなら百均とかに行ってもいいんだけど。

　そう思案していると、ロリは意を決したように制服の上をたくしあげた。

　純白のブラウスの、おなかのあたりがあらわになる。

「すいません。大変失礼だとは思いますが……ここでもいいですか？」

「え、俺は構わないけど、いいの？　すっごい高そうだけど」

「大丈夫です！　先生のサインより価値のある服なんてありませんから」

「でも、あとでお母さんとかに怒られない？」

「それも大丈夫です。わたしが自分で買ったものなので」

「……うーん、それならいいか。わかった」

　ロリのまえに膝をついて、サインペンのキャップを外す。

　はじめてするサインが、まさかロリのおなかとは思わなかったな。

「えーと、きみの名前も入れる？」

　俺のペンネームだけというのも味気ないし、サインといえば『○○さんへ』というのがだいたい入るイメージだったので訊ねてみた。

「あ、できたらお願いします！　今日の日付も」

「はいよ。じゃ、名前を教えて」

「二に条じよう藤とう花かです。漢字は二に条じよう城じようの二条に、藤の花です」

「おー、なんか雅みやびでかわいいね」

「そうですか？　えへへ、ありがとうございますっ」

　嬉うれしそうに笑うロリこと二条藤花。

「藤花って呼んでもいい？」

「もちろんですっ。先生に名前を呼んでもらえるなんて夢みたいです！」

　というかほんとに夢だったらどうしましょう！　と、藤花は自分のほっぺをつねる。

「やった！　ちゃんと痛いです！」

　その微笑ほほえましいにもほどがある光景を見て、「当たり前だろ」と俺は苦笑した。

　あー、なんか癒いやされるわ。純粋に子どもをかわいいと思う気持ち。

　夕ゆ莉りちゃんとの刺激的な会話もいいけれど、こういう素直なお嬢さんとのおしゃべりもまたいいものだな。

　よし、大切なファン第一号のためだ。できる限り丁寧に書いてやるぞ。

　中心はボタンが邪魔なので、おへその横くらいがいいだろうか。あまり痛くしないよう優しくペン先を押し当てる。ペン越しにやわらかな感触が伝わってきた。へえ、女の子のおなかってこんな感じなのか……。

　……てか、いま気づいたんだけど、この絵え面づらかなり犯罪的じゃない？　大丈夫？

　いまの俺、ロリのおなかをペンの先っぽでふにふにしている変態になってない？

　ペンはなにかの暗喩メタフアーとかクレーム入ったりしない？

　心配していると、藤とう花かが声をあげて身をよじった。

「あはは、くすぐったいです」

「ちょ、こら、動くなよ。やりにくいだろ」

「す、すいません、でも、うふふっ、そこ弱いの忘れてました──あははっ」

「だから動くなって。すぐ済むから、ちょっとくらい我慢してくれ」

「は、はい……くくっ、ふふふ……」

　涙目になってぷるぷるする藤花に、俺は強引にペンを走らせた。

　おかげでお互い苦労しつつもなんとか書き終える。












　まっさらなブラウスを汚してしまった罪悪感がちょっとだけあった。

　でもその甲か斐いはあった。藤とう花かはサインの出来を確認すると、とても喜んでくれた。

「わあ、ありがとうございます！　感激です！　一生大事にします！」

「はじめてだったけど、うまくできてよかったよ」

「え、そうなんですか？　先生のはじめてをいただけるなんてますます感激です！」

　ぱあっと満面の笑みを浮かべ、藤花は「幸せすぎて怖いです！」とまで言った。

　うむうむ、実にかわいいリアクションだ。漫画家冥みよう利りに尽きるね。

　デビューもしてないのにこんな熱烈なファンがついてるなんて、やはり俺は天才ということなのだろう。夕ゆ莉りちゃんはもっと俺に目をかけるべきだな、うん。







「ところで先生」

　首が痛くなるんじゃないか？　ってくらいひとしきりサインを眺めたあと。

「今日はこちらでなにをされていたんですか？」と藤花が訊たずねてきた。

「えーと……取材かな」

　ファンをがっかりさせたくない。

　ネタに困ってテキトーにぶらついていたとも言いづらく、微妙に見み栄えを張ってしまった。

「なるほど、取材でしたか！」

　幸い、藤花はあっさり信じてくれた。

「ということはもしかして、連載のあかつきにはさっきのわたしたちをモデルにしたキャラが出てきたりするんですか？」

「うんまあ、するかもね」

「すごいです！　いつになります？」

「……それはちょっとわかんないかな。まだ企画が完璧に固まってなくてね」

「あ、そうですよね。大変な作業ですもんね」

「あと、高校とかもあるし」

「え、先生って高校生なんですか？」

「うん」

「高校生であんな漫画を描けるなんてすごすぎます！　本物の天才ですね！」

「いやー、あれくらいたいしことないって。いまどき高校生のプロも珍しくないしね」

「またまたご謙けん遜そんを」

「ははは、まいったな……」

　……ほんとにね。すこしだけ、まいる。尊敬の眼まな差ざしを裏切られなくて、それ以上はあえて否定しなかったけど、さすがにちょっと自己嫌悪に陥おちいった。

　俺は未いまだプロにすらなれていないので、実際なんもすごくないんだよなぁ……。

「でも先生、なんで高校なんかにわざわざ通ってるんですか？」

　藤とう花かは不思議そうに小首をかしげた。

「なんでって……」

　そう改まって訊きかれると、答えに詰まる。

「あ、もしかして、高校に通うのも取材の一環ですか？」

「いや、いちおう先々のためにね」

　夢を壊すのはよくないと思いつつも、自己嫌悪が尾を引いていた。

「……漫画だけで食べていけるかわからないし」

　ついついそんな弱音が漏れてしまう。

「え、漫画家さんが大変なのは聞いたことがありますが、先生ほどの天才でもそうなんですか？」

　演技や皮肉でなく、藤花は本気で驚いているようだった。

「まあ、うん。商業的な評価は時の運も絡むからね」

「まさしく修しゆ羅らの道です……」

「あと、俺は必ずしも大衆向けに描いてないし」

　精一杯の強がりである。

「お金より大切なことがある、ということですね。素敵です！」

　……お金より大切なことなんてあるのだろうか。俺にはわからない。

「とはいえ、失礼かもしれませんが、ちょっともったいないとは思ってしまいます」

「なにが？」

「だって時間は有限です。先生ほどの漫画家さんがお金なんかのために時間を無駄にするのは、文化的な損失といっても過言ではないです」

「……まあでも、こればかりはしょうがないよ」

　夢を追うためには、まずはきちんと、現実と向き合わなくてはいけないのだ。

　だが、そんな俺の想おもいとは裏腹に。

　藤花はあっさりとこう言った。




「でしたら、わたしが先生のパトロンになります」




「……えーと、ごめん。もっかい言ってもらっていい？」

　突飛な申し出に理解が追いつかず、目を瞬またたかせながら聞き返した。

「先生の創作活動をわたしに援助させてください」

　藤花は親切にも、同じ内容を違う言葉で伝えてくれた。

「それで先生さえよければ、うちで一緒に暮らしませんか？　そうすればわたしをモデルにすることもできますし、最高の仕事場をご用意できます」

「……それってつまり、生活をすべて面倒見てくれるってこと？」

「はい。先生には漫画だけに打ちこんでほしいんです！」

　できることなら一生働きたくない。

　ヒモ生活に淡い憧あこがれを抱いていた俺にとって、それは願ってもない提案だった。

「いや、でも、費用を出すのはお父さんとかだよね？」

　子どもの一存で決められることじゃないだろう。

「いいえ、わたしが自分で出します。こう見えてわたし、収入はけっこうあるんです」

「お小こ遣づかいとか？」

「いえ、主に投資などで稼がせてもらっています」

「……投資って、あの株とかＦＸとかそういうの？」

「そうですね。ほかにも企業コンサルなどを少々」

　投資に企業コンサルて。

「……えっと、藤とう花かは小学生だよね？」

　もしや見た目があれなだけで、本当は成人している合法ロリなのか？

「はい、五年生です」

　見たまんまの違法だった。

「……ちなみにどれくらい稼いでるの？」

「日によってまちまちですが、昨日は二億円ほどでしょうか」

「…………まじで？」

「まじです。ですから、お金の心配はいりません」

　……おいおい、とんでもねーな。

　ただの女の子じゃないとは思っていたけど、まさかそこまでのお嬢様だったとは……。

　もしそれが本当なら、おまえのほうこそ正真正銘、本物の天才じゃねーか。

　そして噓うそをついてるようにも思えない。自分が噓つきだから、なんとなくわかるのだ。

　確認の意味もこめて、俺は気になっていたことを訊たずねる。

「そういえば、さっきおじさんと話してたけど、藤花はここでなにをしてたの？」

「視察です」

「し、しさつ？」

「はい。このデパート、うちがすこし出資してるんですよ。それでどんな感じにリニューアルしたのかなと、社長さんに案内していただきました」

「……社長」

　またすげえ役職出てきたぞ。重役どころじゃねーじゃん。トップじゃん。

「ええ、社長直じき々じきに案内していただかなくてもよかったのですが」

「そ、そうなんだ……ちなみに社長の名前を聞いてもいい？」

「丸まる山やまさんですね」

「ごめん。ちょっと待って」

　俺はスマホを取り出して、『（このデパートの名前）』『社長』『丸山』で検索する。

　──ヒット。タップ。写真も出てくる……さっきのおっさんだった。

　この検索結果まで偽装という可能性もないではないけど、それは考慮しなくてもいいだろう。グーグル先生をあざむくのは至難の業わざである。個人商店のレベルならまだしも、こんな大きなデパートでそんなことができるとは思えない。

　つまり。俺の直感どおり、藤とう花かの言葉に噓うそはない。

「ふふふ、信じていただけました？」

　スマホをしまうと、藤花はいたずらっぽく笑った。

「……うん。いや、ごめん。べつに疑ってたわけじゃないんだけど」

「いえいえ、お気になさらず。慣れてますし。……そんなことよりも先生」

　藤花は俺をじっと見つめて、仕切り直すように訊たずねてくる。

「どうですか？　うちで漫画を描いていただけませんか？」

　断る理由は……なにもなかった。

　だって億万長者が俺を援助したいと言っているのだ。こんなにおいしい話はない。

　……でも、本当にそうなのか？　いくらなんでもおいしすぎるだろ。

　なにかほかにリスクがないか、もう一度検討してみる。

　そんな俺の心境を察してか、藤花はにこやかに言う。

「すぐにお返事するのが難しいようでしたら、いったん持ち帰ってじっくり考えていただいて構いませんよ」

　……そうさせてもらおうか。焦る必要もないわけだし。

　──いや、それは違う。勝負事には流れというものがある。一度大きな波に乗り損ねたら、次のチャンスはいつになるかわからない。

　いまこの瞬間が、俺の人生で最高の波かもしれない。

　ならば、ここは乗るしかないだろう。むしろいったん持ち帰ることで、藤花のほうの気が変わってしまうかもしれない。まわりの大人に説得されて冷めてしまうとか、実にありそうな話である。この機を逃してはならない。後悔するならやって後悔だ。




　目の前のチャンスは逃さない。俺はそういう男である。




　かっこよく決めても、ロリに養ってもらうってだけだけどな！

　気持ちを落ち着かせるよう、大きく深呼吸をして。

　ロリに、二に条じよう藤とう花かに、人生をゆだねる覚悟を──決める。

「……藤花さえよければ、お世話になるよ」

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　藤花は心の底から嬉うれしそうに笑った。

　やったやった！　とその場でぴょんぴょん飛び跳ねる。

　大企業の社長さえ平伏する存在なのに、その様子は無む垢くな子どもそのものだった。

「要望があれば遠慮なくおっしゃってくださいね！」

「うん、よろしく」

　俺が右手を出すと、藤花は両手で包みこむようにぎゅっと握りしめた。

　藤花の手はどきりとするほどちっちゃくて、やわらかかった。

「わたし、先生のためならなんでもしますから！」




　まあ、そんな感じで。

　巨乳の美女でも石油王でもなかったけど、運命的な出会いを果たし。

　俺は、ロリのヒモになったのだ。










　築三十年。木造二階建てアパートの一階。間取りは１Ｋ。最寄り駅から徒歩十五分。

　いいところは大家さんがおおらかで、家賃がかなり安いところ。

　それが、俺がひとり暮らしをしている部屋だった。




　二条藤花と出会い、信じられないような申し出を受けた、二日後。

　平日にもかかわらず正午過ぎに起きた俺は、学校には行かず荷物をまとめていた。

　早くも部屋の準備ができたということで、今日からお世話になることにしたのだ。

　生活必需品はもちろん、たいていのものは向こうにそろっている、あるいは用意してくれるらしいので、持っていく荷物はさほどなかった。ケータイ、財布、印鑑、通帳、使い慣れた漫画道具一式、ネタ帳、これまでに描いた原稿、ハードディスク一台、せいぜいこれくらいである。余裕でカバン一個にまとまった。

　ちなみにここを出ることについて俺の保護者は、『あんたの好きにしたらいいんじゃない？』と言ってくれた。軽いなおい。いや、ありがたいんだけどさ。




　そして、午後二時。

　約束の時間ぴったりに、インターフォンが鳴らされた。

「はーい」と返事をしながらドアを開ける。

　パンツスーツをばっちり着こなした、超絶美人がそこにいた。

「はじめまして。二に条じよう藤とう花かの秘書をしております、園その原はら麻ま耶やです」

　よろしくお願いいたします、と彼女は折り目正しいお辞儀をしてくれた。

　顔を上げるとき、艶つやめく黒髪ショートがさらりと揺れる。ついでにおっぱいも揺れた気がした。いや、アニメじゃないのでその程度の動作で揺れるわけがないんだけど、そう錯覚してしまうくらい大きかったのだ。

　ブラウスやジャケットじゃ隠しきれないほどの──巨乳だった。

「お約束どおり、お迎えにあがりました」

　……いやいや、そんなまさか。なにかの見間違いじゃないのか。

　パンツスーツが似合う黒髪ショートの超絶美人で、なによりおっぱいがとても大きい。

　そんな最高の女、漫画のなかにしか存在しないはずだ。

　一度目を閉じて、ゆっくりと開く。

　──見間違いじゃなかった。

　彼女は、園原麻耶は、夢にまで見た巨乳の美女だった！

　──すげえ！　本当に存在したんだ！　ついに理想の女性と出会っちゃったよ！

　年齢はいくつだろう。大人っぽく見えるけど、かなり若くも見えた。

　意外に俺とそんな変わらないくらいか？

「……あなたが天てん堂どうハル先生でお間違いないでしょうか？」

「…………」

「あの、先生？」

「──あ、はい、そうです。ぼくが天堂ハルです」

　訝いぶかしげに見つめられて、我に返る。

　いかんいかん。完全に見み惚とれてしまっていた。

「ご準備のほうは大丈夫でしょうか」

「大丈夫です」

「お荷物はそれだけですか？」

「はい」

「お持ちいたします」

「いや、いいです。ちょっと重いし、自分で持ちます」

　図ずう々ずうしさには定評のある俺だけど、女性に荷物を持たせるのはさすがに気後れする。

　麻耶さんは「そうですか」とあっさり引いてくれた。

「ではお部屋に残っているもので、あとでお運びしたいものはありますか？」

「えーと、必要なものは向こうにそろえてあるんですよね？」

「そうですね」

「じゃ、本棚に入っているものだけお願いします。それ以外は、ぜんぶ処分しちゃっていいっすよ」

「承知しました。そのように手配いたします。では、こちらへどうぞ」

　玄関を出て、麻ま耶やさんのあとをついていく。空いていた駐車スペースに、すごい車が停とまっていた。車に詳しくない俺でもわかるハイブランド、ベンツだった。

　うわ、すげー。いくらすんだろ。ぜんぜん見当もつかない。

　これからあれに乗せてもらうと思うと、わくわくするな。

　ただ、高級車には不似合いな初心者マークがついているのが、ちょっと気になる。

　かなりシュールだけど、なにかのジョークだろうか……。

「あれ、運転手さんは？」

　見たところ、運転席には誰も乗っていなかった。

「私です」

「え、そうなんですか？」

「……ご不満ですか？」

「いや、免許持ってるのかと驚いて」

「まだ取得したばかりですが、技術的には問題ありませんので、ご安心ください」

　ああ、それで初心者マークか……。

　不安がないでもなかったけど、ベンツの運転をまかされるくらいだから大丈夫だろう。

「ちなみに、麻耶さんっていくつ？」

「──ま、麻耶さん？」

　何気なく訊たずねてみると、麻耶さんは顔を赤らめた。

「どうしたの？」

「……すいません。男性に下の名前で呼ばれたことがないので、すこし動揺しました」

　へえ……そりゃいいね。

　一見隙がなさそうに見えて、ボロが出ると弱いタイプ、めっちゃ好きですよ。

「いやですか？」

　にやけそうになるのをなんとかこらえて訊ねる。

「いえ、構いません。どうぞお好きなようにお呼びください」

　麻耶さんはクールさを取り戻し、そう言ってくれた。

「ほんとに？　じゃあマヤヤンでもいい？」

「それは絶対に嫌です」

　好きなように呼んでいいって言ったのに、即答で断られてしまった。

　……なるほど。本当に嫌なことはきちんと拒否できるタイプか。

「じゃ、やっぱり麻ま耶やさんで」

「……お願いします」

「それで、麻耶さんはいくつなの？」

　名前で呼ぶことを許してもらい、すこし距離が縮まったところで最初の質問に戻る。

　ついでに敬語をやめて、くだけた口調にしてみた。

「先月、十八になったばかりです」

「そっか。じゃあ俺よりひとつ年上だね」

「そうなりますね」

　口調については特に気にした様子はなさそうだ。ならこのままでいかせてもらおう。

　この流れで胸のサイズも訊きいてみようかと思ったけど、さすがにそれは自じ重ちようした。

　出会ってからまだ十分も経たってないし。もっと打ち解けたら訊いてみよう。

　……というか、そうなりますねってことは、麻耶さんは俺の年齢を知ってたのか。

　事前になんらかの調査が入ったんだろうな。当然といえば当然である。

「どうぞ」

　麻耶さんが後部座席のドアを開けてくれた。

　すこし考えて、そこに荷物だけを入れる。

「俺は助手席でもいい？」

「……なぜです？」

「後ろだと酔いやすいんだよね」

「ああ、そういうことですか。承知しました」

　許可をいただけたので、自分で助手席のドアを開けてさっさと乗りこむ。

　広くて座り心地のいい座席にゆったりと身をゆだね、シートベルトをしめたところで、麻耶さんも遅れて運転席に。俺はどきどきしながらその様子を見守った。

　麻耶さんもシートベルトをしめる。

　すなわちシートベルトが麻耶さんの身体──胸の間──を斜めに走る。

　俺はぐっとこぶしを握り、心のなかで『ひゃっほう！』と歓声をあげた。

　──計画通り。見事なパイスラが完成されていた。

　見開きカラーページ余裕の絶景である。

　これを見逃すとかありえない。酔いやすいとか噓うそをついて正解だった。

「……どこを見てるんですか」

　気がつくと、麻耶さんがジト目でこちらを見ていた。

　俺はふっと息を漏らし、目線を窓の外に移した。

「夢かな」

「……目に見えるものなんですか？」

「ものによっては」

「やはり後部座席に行きますか？」

「いえ、ここでお願いします」

　麻ま耶やさんはため息をついて、エンジンをかけた。

「……では、出発します。安全運転、丁寧な走行を心がけますが、場合によっては急ブレーキなどあるかもしれません。あまり変なところばかり見ていると危ないですよ」

「……わ、わかりました」

　持って回った警告に、俺は苦笑いで答える。

　まじで急ブレーキくらいはやりかねない雰囲気だった。







　申告どおり麻耶さんの運転はうまく、とても乗り心地がよかった。

　世間話を振るたびに冷たく流されたのは、地味に切なかったけど……。

　ともあれ三十分ほどで、藤とう花かの家に到着した。

「……これが藤花のものなの？」

　車からおりて、どでかい家を見上げ、俺は呆ぼう然ぜんと訊たずねる。

「はい。この家はもちろん、敷地内にあるものはすべてそうです」

「……はー」

　いやもうすげえとしか言いようがない。

　漫画に出てくるようなお屋敷ほどではないけれど、それでも十分立派な豪邸だった。

　全体的に白を基調としたクールなデザインで、大御所タレントのお宅訪問とかで出てきそうな感じである。都内の一等地であることを考えると、軽く数億円はするだろう。

「ぼうっとしてないで行きますよ」

「あ、うん」

　いつの間にか鍵を開けていた麻耶さんに続いて、玄関にあがる。

　言うまでもなく、なかのほうもすごかった。まず床からして大理石だもん。これはもはや玄関じゃない。エントランスだ。いや意味は同じだけど、それくらいすごいってことだ。なにしろ広すぎてどこで靴を脱いでいいかわからん。

「とりあえずあなたの部屋にご案内します」

「よ、よろしく」

　すっかり圧倒されてしまった俺は、カルガモのごとく麻耶さんのおしりを追うことしかできなかった。

　チリひとつ落ちてない廊下を通り、吹き抜けの階段をあがっていく。

　天井の一部は窓になっており、日光がたっぷりと差しこんでいた。

　俺の部屋は三階に用意されていた。屋上をのぞけば最上階らしい。

　この階には部屋がひとつしかないが、そのぶん広々とした造りになっているのだとか。

　ホテルだったら、スウィートルームにあたるところだ。

「そんないいとこ、俺が使っていいの？」

「もともと空き部屋でしたから」

「まじか。もったいない」

「広ければいいというものでもないですし、三階まであがるのも面倒ですしね」

　……うーん、案外住んでみればそんなものなのかもしれない。

　そして三階にやってくる。階段のすぐそばに大きなドアがあった。

　麻ま耶やさんが押し開き、なかに入る。

「ひろっ」という見たまんまの感想が漏れた。

　もう何度目かわからない「……すげえ」も口をついて出る。

　予想を超えるインパクトだ。

　この部屋だけで、今日まで俺が住んでいた家の五倍はありそうだった。

　というか、広さもそうだけど、それ以上に置いてあるものが半端ない。

　部屋はふたつの用途でわけられていた。

　手前側半分は、漫画用。

　卓球台くらいの大きなデスクがひとつ。おそらくアシスタント用だろう、通常サイズのデスクが三つ。革張りのプレジデントチェアが三つに、売れっ子作家とかがよく愛用しているアーロンチェアがひとつ。文房具一式、パソコン一式はもちろん、ペンタブやトレス台もある。壁際には千冊以上収納できそうな背の高い本棚が三つも並んでいた。

　奥側のもう半分は、純粋な寝室であり私室。

　ふかふかの絨じゆう毯たん。キングサイズのベッド。クローゼット。１００インチはありそうなテレビ。アホみたいにでかいスピーカー。マッサージチェア。冷蔵庫も備えつけてある。

　……総額いったいいくらだ。百万や二百万じゃ到とう底てい足りないだろう。よくこれを一日で準備できたな。藤とう花かちゃん、本気出しすぎでしょ……。

「もうすこししたら、藤花が帰ってくると思います」

　放心状態の俺に、麻耶さんは事務的に言った。

「それまで休まれますか？　それとも家のなかをご案内しますか？」

「麻耶さんといちゃいちゃ」

「そんなものはないです」

「えー。じゃあ案内かな」

　というわけで。荷物だけ置いて部屋を出る。

　階段をおりながら聞いた麻ま耶やさんの説明によると、この家はもともと著名なデザイナーが建てたもので、それを去年藤とう花かが実家を出るにあたって（また税金対策の一環として）買い取ったらしい。

「なんで実家を出る必要があったの？」

「それはまあ……いろいろあってです」

　なにやら複雑な事情がありそうである。

　とはいえ、本人の許可なく聞いていいことかわからん。

　この場ではそれ以上突っこまないでおいた。

　家庭については、俺もいろいろあるしな……。




　案内の話に戻る。

　ざっと説明すると、一階には立食パーティーが開けそうなリビングＡを皮切りに、キッチン、お風呂（ミストサウナつき）、仕事部屋、その他（応接間など）があり。

　二階はリビングＢ、藤花の私室（俺は立ち入り禁止）、麻耶さんの私室（同上）、娯楽部屋（壁一面をスクリーンにしたホームシアターとかあった）、書庫（投資関連の専門書から漫画まで大量にあった）といった感じだった。

　来客があれば一階で応対し、普段は二階で過ごすことが多いとのこと。

「麻耶さんの部屋もあるんだね」

「ええ。私と藤花のふたり暮らしでしたので」

「あ、やっぱりそうなんだ」

　藤花のことを家族のように呼び捨てにしてるし、この家の隅すみ々ずみまで把握しているみたいだったので、なんとなくそうじゃないかと思っていた。

　麻耶さんとひとつ屋根の下での生活とか、想像するだけでわくわくがとまらない。

　一日一回のラッキースケベをノルマにしたいね！

「……いちおう言っておきますが、不ふ埒らちなことをしたら即座に始末しますからね」

　よこしまな考えが顔に出ていたのか、麻耶さんが殺気にあふれた目で言った。

「……りょ、了解です」

　これにはさすがの俺も、素直にうなずくほかなかった。

「ちなみにトイレは各階にひとつずつありますけど、二階のは使わないでください」

「きみは思春期の娘で、俺はそのお父さんか」

　そう言われると逆に使いたくなるじゃないか。

　まあ、俺もそこまでゲスじゃないので自じ重ちようするけど。







　ひと通りの案内が済み、俺の部屋に戻ってくる。かかった時間は三十分ほどだ。

「なにか質問はありますか？」

　アーロンチェアの座り心地を試していると、麻ま耶やさんが言った。

　反射的にスリーサイズを訊ききそうになったが、なんとかこらえる。

　ついさっき釘くぎを刺されたばかりでそれはまずい。セクハラは計画的にね。

「そういえば、家事はどうしてるの？」

　残念ながらというか、メイドさんの姿が見えなかったので訊たずねてみる。

「定期的に家政婦さんに来てもらっています」

「……家政婦、っていうとやっぱりおばちゃんとか？」

「そうですね」

　……いや、現実的に考えるとそうなるのはわかるけどさ。そこは若くて綺き麗れいでエッチなメイドさんでいいじゃないか。漫画を積極的に見習ってこうよ。

「なんでがっかりしてるんですか？」

　小首をかしげる麻耶さん。

　俺はなんでもないとかぶりを振った。説明しても理解してくれないに決まっていた。

「質問は以上ですね？」

　面倒だからさっさと切り上げたい、というのが言外から伝わってくる……。

　だがあいにく、もうひとつだけ聞いておきたいことがあった。

「……この家に関することじゃなくて、わりと根本的なことを訊いてもいい？」

「はい」

「本当にいいのかな？　俺なんかが藤とう花かのお世話になっちゃって」

　今回の件について麻耶さんはどう思っているのか？

　この状況にまだ半信半疑なので、藤花に身近な人の意見は気になるところだった。

「個人的に言わせていただくと、いますぐあなたを葬りたいです」

「…………」

　容赦ないっすね。氷の剣でばっさりいかれた気分である。最初からどことなく刺とげ々とげしかったし、反対してるんだろうなぁとは思ってたけど、そこまでか……。

「……ですが、藤花が望んでいるので、仕方ありません」

　本当に苦く渋じゆうの決断だったのだろう。麻耶さんは重いため息をついた。

「救いがあるとすれば、金銭面ではプラスに働きそう、ということですね」

「……どういうこと？」

　生活の援助はふつうに考えて支出マイナスだろう。

　藤花ほどの金持ちからしたら微々たる額かもしれないが、プラスになるとは思えない。

　もしかして俺の漫画が売れたら回収しようとか考えているのか？

　いや、それはないか。

　もっと効率のいい投資がほかにいくらでもあるはずだ。

「あなたのファンになってから藤とう花かのモチベーションがあがり、資産運用の成績があきらかによくなったんです。ネットにある作品を見てるだけでもそうだったので、一緒に暮らすとなれば、もっと高い効果も期待できるでしょう。それを考慮すれば、あなたひとりにかかる費用なんて税金対策にもなりません」

　……なるほど。そういうことか。

　だとしたらこっちも遠慮しないで済む。気楽でいいや。







　藤花が帰ってきたのはそれからわりとすぐだった。十分も経たってないだろう。

　麻ま耶やさんのケータイに連絡が入り、車が駐車場に入る音が聞こえてきたので、ふたりして玄関まで出迎えた。

「おかえりなさい」

「おかえりー」

　藤花は「わっ」と驚いて、まんまるの瞳でまじまじと俺を見つめた。

　十秒くらいそのままぽーっとする。

　……あれ、なにか問題でもあったか？

　心配になったが幸いそんなことはなく、徐々に満面の笑みとなった。

「──ただいまです！　先生、わざわざお出迎えありがとうございます！」

　俺はほっとして口を開く。

「よかった。動かないから俺のことを忘れてるのかと思った」

「あはは、すいません。だってうちに帰ったら先生がいるんですもん。一瞬、夢だと思っちゃいました」

「おおげさだな。だいたい藤花が誘ってくれたんだろ？」

「そうなんですけど、なんだかまだ現実感がなくて」

「あー、わかる。俺も今日からここに住むって実感がない」

「おふたりとも、お話なら座ってでもできますよ」

　麻耶さんが口を挟む。

　もっともである。藤花も「そうですね」とうなずいた。

「……それと藤花。私も出迎えしたんですけど」

「あ、すいません」

　すねたように抗議する麻耶さんに、藤花はにこやかにフォローする。

「麻ま耶やもありがとうございます。先生のお迎えも、ありがとうございました」

　それで満足したのか、麻耶さんは「いえ」と短く言って、やわらかく微笑ほほえんだ。

　……おお、あの素っ気ない麻耶さんがごく自然に笑っている。

　まるで妹を慈しむ姉のようじゃないか。

　実際、麻耶さんにとって藤とう花かは主あるじであると同時に、妹みたいな存在なのだろう。

　見ていて癒いやされるツーショットだった。

　……できれば俺にもその笑顔を向けてほしいけれど。

　ともあれ、二階に移動する。

　リビングには小こ洒落じやれたテーブルを挟むように、ふたりがけのソファがふたつ配置されていた。俺と麻耶さんがそれぞれに腰かける。藤花はおずおずと訊たずねてきた。

「先生、お隣よろしいでしょうか？」

「いいよ」

「ありがとうございますっ」

　元気よくお礼を言って、俺の隣に小さなおしりをすとんと落とした。

　そしてこちらをちらりとうかがう。

「どうした？」

「うふふ、なんでもありません」

「……ならいいけど」

「先生の隣にいられて、嬉うれしいだけです」

　そう言って、藤花は無邪気に微笑んだ。

　…………まいった。これは、返答に、困る。

　純粋な好意をまっすぐ向けられ、柄にもなく照れてしまった。

　変な意味じゃなく、ぎゅっとしたくなるな……。

　年上ばかり意識してきたため、ロリがこんなにもかわいいものだとは知らなかった。

　我慢できなくて、藤花の頭をよしよしとなでる。

「──ふぁっ!?」

　藤花はびくりと身をすくめた。

　……あ、しまった。

　小学生とはいえ女子である。無許可でさわるのはよくなかったか……？

「ごめん。いやだった？」

「──い、いえっ」

　藤花は慌てて否定した。

「ぜんぜんちっともいやじゃないですっ。むしろもっとしてほしいというか……」

「あ、そう？」

「はい……できれば、お願い、します」

　照れくさそうに頰ほおを染め、なでやすいよう頭をこちらに向けてくれた。

　せっかくなので、思う存分なでなでさせてもらう。

「あ……ありがとうございましゅ……」

　てゆーか、想像以上に髪さらっさらだな。めっちゃ気持ちいい。藤とう花かは子猫のように目を細めてされるがまま。これはかわいい。癒いやされる……。

　ついでに創作意欲もかき立てられた。

　気が向いたときに、このシチュエーションを絵にしてみよう。

　二十秒ほど堪たん能のうして手を離す。ふと正面を向くと、

「──っっっ…………」

　麻ま耶やさんがショックに打ちひしがれていた。

　あー、そうか。

　麻耶さんからしたら、最愛の妹を奪われた感じになるのだろうか……。

　ちょっとだけ申し訳なく思い、『なんかごめん』とアイコンタクトで謝ってみる。

「……ちっ」

　小さく舌打ちをされ、恨うらみがましい視線を返された。

　……いや、そんな目をされても困る。

　だからって藤花にそっちに行けとは言えんだろ。

「先生、この家はどうです？　住み心地はよさそうですか？」

　はずんだ調子で藤花が話しかけてきた。

　これ幸いと藤花のほうに向き直る。

「ああ、そうだね。よすぎてびっくりしてるくらい。まだちょっとふわふわして落ち着かないけど、それもすぐに慣れると思う」

「漫画のほうはどうです？　集中して作業できそうですか？」

「ん、そっちも問題ない。理想的な環境だよ」

　……ただし、いい漫画が描けるとは言ってない。

　環境は整ってるに越したことはないが、それで傑けつ作さくが描ければ苦労はない。

　それはまたべつの話である。

　道具だけ一人前にそろえても、原稿を描かない、描けない人もごまんといるしね……。

　むろんここでは、そんな夢のないこと言わないけど。

「それはよかったです」

　藤花はほっと息をついた。

「なにかあれば遠慮なく仰おつしやってくださいね。ほしいものがあれば、すぐに手配しますから」

「わかった。ありがとう」

　そこでふと思う。

　すでに必要なものはすべてそろっているわけだけど。

　ほかにほしいものがないわけじゃ、ない。

「……たとえば、アニメのブルーレイとかでもいい？」

　もしかしたら許可してくれるんじゃないか？　と淡い希望を抱いて訊たずねてみる。

「もちろんです」

　なんとあっさりＯＫだった。

「え、ほんとにいいの？」

「漫画制作に必要な、大切な資料ですよね？」

「そう！　資料！　さすがわかってるね！」

　手放しで称賛すると、藤とう花かは「えへへ」とはにかんだ。

「あと、ゲームとかフィギュアとかも必要になってくると思うんだけど……大丈夫？」

「はい、おまかせください」

　藤花は胸を張って答えてくれた。

「さすがにピカソの絵画やミケランジェロの彫刻といった芸術品は難しいですが、一般に流通しているものなら、なんでも買っていただいて構いません」

「ごめん、藤花。最後のほうだけもっかい言って」

「なんでも買っていただいて構いません」

　──それを聞きたかった！

　これぞまさしく、最高に『ハイ！』ってやつだな！

　麻ま耶やさんのパイスラを拝んだときに匹敵する『ひゃっほう！』さだった。

「ありがとう！　藤花と出会えて本当によかった！」

「いえいえ、先生に喜んでいただけてわたしも嬉うれしいです」

　心からの笑顔でお礼を言うと、藤花もにっこりと笑ってくれた。

　よし。俺は固く誓う。

　こんなにも応援してくれるファンがいるのだ。

　これからはより一層がんばって漫画を描いていこう。

　……ただ、今日はいろいろあって気疲れしていた。

　本気を出すのは明日以降になるかな。

　まあ、遅くとも来週くらいには出しているだろう。うん。

「そういえば先生」

　藤花が話を変えた。

「ひとり先生専属のお世話係をつけようと思うのですが、いかがでしょう？」

「え、それっていわゆるメイドさんってこと？」

　前のめりで訊ねると、藤とう花かは「はい」とうなずいた。

　なんだそれ。朗報すぎるぞ。

　メイドさんとの生活はあきらめていたので、ここにきてまたテンションが上がった。

　至れり尽くせりとはこのことである。

「この家には基本わたしたち三人しかいないことは、麻ま耶やから聞きましたか？」

「ああ、聞いた聞いた」

「それで申し訳ないんですけど、わたしと麻耶は仕事で家にいないことも多いんです。つまり、この家に先生おひとりになってしまうことがたびたびあるということです。それはなにかと不便ですよね？」

「あー、そうだね。たしかにそうかも。うん。まったくそのとおりだ」

　もともとひとり暮らしをしていたのだ。

　べつにそれくらいどうってことないと思ったけど、全力で肯定しておいた。

「漫画に集中するためにも、その件に関してはぜひお願いしたい」

「わかりました。では、どういったかたがいいでしょう？」

「うーんそうだなー」

　美人で巨乳がいいなぁ……とは、さすがに正面切って言えないなぁ……。

　冗談っぽく言ってみるのも手だけど、スルーされたら困るしなぁ……。

　なにしろこれは、俺のメイドになるにあたって必須の条件である。

　譲るわけにはいかない。

　どうしたものか。なんと言い訳すればいいだろう。

「どうせなら、漫画のアシスタントができたほうがいいですかね？」

「あー、そうだなー」

　いや、アシスタントとかどうでもいい。美人で巨乳。求めるのはこれだけ。

　……しかし、この家で働くことを考慮すると、やはり人柄も重要である。

　藤花と接することも多々あるだろうし。

　気が合わなくてギスギスしたら、せっかくの豪邸も台無しだ。

　かといって、美人で巨乳で人柄がよく、きちんと俺のお世話までこなせる人材なんて、そうそう見つかるとも思えない。できるだけ早くメイドさんには来てほしい。金さえ積めばなんとでもなるだろうか。いや、それはあまりに品がない。

　俺がクズになるのは構わんけど（もうなってるし）、藤花をクズにはしたくない。

　たとえば、藤花のお金でＡＶやエロ漫画を買うのは、ぎりぎりありだと思う。

　でも、人を買うような真ま似ねはダメだ。そんなお金の使い方、させるわけにはいかない。

　麻耶さんも許してくれないだろう…………ん？　麻耶さん？

　天てん啓けいを得る。

　そうだよ。目の前にいるじゃないか。

　とびきり美人で、素晴らしいおっぱいを持つ、実に有能な人材が。

「もしできたらでいいんだけど」

　慎重に前置きして、俺は言った。

「麻ま耶やさんでもいい？」

「え、麻耶ですか？」

　藤とう花かが目をぱちくりさせる。

「……は？」

　突然のご指名に、麻耶さんもぽかんとしていた。

「うん。麻耶さんよりよさそうな人は、ちょっと思いつきそうにないかな」

「……うふふ、そうですか。麻耶に目をつけるとは、さすが先生ですね」

　藤花は楽しげに笑みをこぼし、「わかりました」と言った。

　黙って俺と藤花のやりとりを見守っていた麻耶さんも、これには慌てた。

「ちょっと藤花！　わかりましたってなんですか！　私はあなたの秘書ですよ!?」

「これからは先生の専属になってください」

「いやです！」

「なんでですか？　こんな光栄な仕事はないですよ？　なんでしたらわたしが直接お世話したいくらいなんですから」

「そんなの絶対ダメです！」

「じゃあ、素直に引き受けてください。麻耶ならわたしも安心してまかせられます」

「でも、私がいなくなったら藤花は……」

「大丈夫です。たしかに麻耶がいなくなるのは痛手ですけど、ほかの人に手伝ってもらえばなんとかなります。でも、先生のお世話は麻耶にしかできません。お願いします」

「…………はい」

　麻耶さんはほとんど涙目だった。そんなに嫌なのか……。

　おかげで空気がちょっと重くなってしまった。

　仕方ない。べつの話題を出して、すこしでも場を明るくしよう。

「あ、藤花。それにあたって、ひとつ大事なことを確認してもいい？」

「なんでしょう？」

「麻耶さんの胸、なにカップか教えて」

「え？」「は？」

　きょとんとするふたり。

「……えーと、先生。それは仕事に関係があるんですか？」

「ある。漫画の参考にする」

「漫画の参考ですか」

「そう、漫画の参考」

「あはは、なるほど。たしかに先生の作品におっぱいは欠かせませんものね」

　藤とう花かは愉快でたまらない、といった様子で麻ま耶やさんに指示する。

「では麻耶、先生に教えてあげてください」

「ええっ!?　藤花、それはいくらなんでもひどいです！」

「先生のご要望ですから」

「…………はい」

　麻耶さんは殺気だった涙目をこちらに向け、何度もためらいながら、

「…………え、Ｆです」

　その魅惑のアルファベットを口にした。

「ありがとう」

　俺は深く頭を下げた。本当に、感謝の気持ちでいっぱいだった。

「先生、これでいい漫画が描けそうですか？」

「ああ、もちろんだ」

「それはなによりです。麻耶、ありがとうございます」

「……どういたしまして」

　嬉うれしそうに笑う藤花に、麻耶さんは力なく笑った。







「……藤花のためですからね」

　藤花がトイレに立ったときに、麻耶さんはむすぅーっとした顔で言った。

「あの娘こが笑っている限りは、言われたとおり、私はあなたのメイドになりましょう。ですが、あまり調子に乗るなら」

　そこで言葉を切り、麻耶さんは淡々と言った。

「刺します」

「…………」

「あなたを殺して、私も死にます」

　……あ、これ本気のやつだ。

　剣けん吞のんな空気を察し、俺はこくこくとうなずいた。

　あとで藤花から聞いた話によると、麻耶さんは護身術やら謎の格闘術やらを習得していて、そこらの成人男性くらいなら余裕で粉砕できるらしい。

　やりすぎないよう注意しつつ……ぎりぎりのラインを攻めよう。

　快適なヒモ生活を送るため、そう心に誓った。










　俺の歓迎会ということで、夕食はこれまでの人生でもっとも豪華なものになった。

　車で十分ほどの場所にある、高級料亭の予約をとってくれていたのだ。

　これがもう、すごいのなんの。

　俺が食べてきた牛やマグロはなんだったの？　って混乱するレベルでおいしかった。

「ふふ、ご満足いただけましたか？」

　デザートを完食し、もうなにも入らんという状態の俺を見て、藤とう花かはくすくすと笑った。

「やー、ほんと大満足だよ」

「それはよかったです。これからもちょくちょく来ましょう」

　そのへんの定食屋みたいな気軽さで言ってくれる。実際それくらいの感覚なんだろう。

　とはいえ、さすがに毎日この調子ってこともないよなと思い、訊たずねてみる。

「普段の食事はどうしてるの？」

「やはり外食が多いですね。ほとんど仕事のお付き合いですが」

「なるほど」

「家ではだいたい、家政婦さんが作り置きしてくれているものをいただいてます」

　作り置きか。できたてに比べると味気ないような気もするけど、たぶんそれもうまいんだろうな。しかし藤花も麻ま耶やさんも、ファーストフードやコンビニ弁当でも構わない、ということはないにせよ、さほど食にこだわりはないようだった。

　藤花が話題を変える。

「ところで先生。明日はなにか、ご予定がありますでしょうか？」

「いや、特にないよ」

「そうですか。実はわたしも、明日の予定は学校だけなんですよ。……それでですね」

　上うわ目め遣づかいで、もじもじと言葉を継ぐ。

「もしよかったら、一緒に買い物に行きませんか？」

「うん、いいよ」

「ありがとうございますっ」

　快くうなずくと、藤花はぱあっと表情を輝かせた。

　嬉うれしくてたまらないというのがありありと伝わってくる。俺の顔も自然とほころんだ。

「ちなみに、どこに行くの？」

「えーと、そうですね。秋あき葉は原ばらはいかがでしょう？」

「あー、いいね。なにかほしいものでもあるの？」

「先生の資料です」

「え、俺の？」

「はい。機材などはひと通りそろえられたのですが、本棚はまだ空っぽじゃないですか。せっかくなので先生ご自身に、必要なものを選んでいただきたいと思いまして」

「まじで？　いいの？」

「もちろんです。先生に最高の環境を提供するのがわたしの使命であり、喜びですから」

「そっか、ありがとう。すごく嬉うれしいよ」

　おおげさな物言いに少々照れつつ、頭をなでなでしながら礼を言う。

「えへへ、こちらこそありがとうございます」

　藤とう花かは頰ほおを染めて、幸せそうにはにかんだ。かわいい……。

「では学校が終わりしだい合流して、秋あき葉は原ばらに向かうってことでよろしいですか？」

「おーけー」

「麻ま耶やもそれでいいですか？」

「……わかりました」

　藤花の問いに、麻耶さんは微妙な間まをおいてうなずいた。

　そして藤花にバレないよう数秒だけ俺をにらみ、不本意そうにそっぽを向く。

　察するに、俺と藤花が仲良しなのが悔しいのだろう。

　麻耶さんも俺と仲良しになれば、そんな想おもいはしなくて済むのに。

　……まあ、セクハラで好感度を下げた俺が悪いんだけど。今後の課題だな。

「学校といえば先生、高校のほうはどうされますか？　単に将来の保険のためでしたら、もう行く必要はないと思いますが」

「あー、そうか」

　すっかり忘れていたけど、そのとおりである。そもそも高校に通っている時間がもったいないから、というのが藤花のもとへ来たきっかけだった。

「もしほかに得るものがあって、先生が通い続けたいなら、学費もこちらで出させていただきますよ？」

「うーん……」

　しばし黙考する。

　やっぱり、高校くらいは出といたほうがいいだろうか。

　でも、学歴あってもしょうがねえしなー。授業とかつまんねーし、朝早く起きるのもしんどいし。辞めたあとにこの状況をひっくり返されたら困るけど、さすがにもうそんな心配はしていない。

　すでに俺は、藤花に全ぜん幅ぷくの信頼を寄せていた。

　ならばためらう理由はなにもない。

　その気持ちを示すためにも、ここはすっぱり男らしくケジメをつけようじゃないか。

「じゃあ、ついでに明日、辞めてくるわ」

「そうですね。わたしもそれがいいと思います！」

　藤とう花かのはじけるような笑顔を見て、やはり間違ってないなと確信できた。







　そんなこんなで、翌日。

　たっぷり午後まで惰だ眠みんをむさぼったあと。

　麻ま耶やさんの運転する車で高校に向かい、退学手続きを済ませた。

　ちなみに車はごくありふれた大衆車だ。

　昨日ベンツだったのは俺を歓迎するためで、基本は目立たないようにしたいらしい。

　変に金持ちアピールすると犯罪に巻きこまれるリスクが増えるのだとか。

　なるほど。真の金持ちとはそういうものなのかもしれない。特に藤花は子どもだし。

　個人的にはよほど乗り心地が悪くなければ、車種はなんでもよかった。

　ともあれ。

　藤花と合流していよいよメインイベント、秋あき葉は原ばらでのショッピングである。

　適当なコインパーキングに車を停とめて、俺たちは大通りを歩いていた。

　アニメショップ、同人ショップ、ＰＣショップ、その他いろいろが軒を連ねている。

「ふわぁー」

　きょろきょろとあたりを見回し、藤花は博物館に来た子どものように歓声をあげた。

　その無邪気なリアクションに、俺は頰ほおをゆるめながら訊たずねる。

「あれ、もしかして秋葉原はじめて？」

「はい、かねてより来たいと思ってましたが、なかなか機会がなくて」

「そうなんだ。どう？　アキバデビューの感想は？」

「想像以上にすごいですねっ」

　藤花は興奮気味に言う。

「本当にメイドさんがチラシを配ってますし、アニメの看板がいっぱいあって、いろんなところでアニメの歌が流れてますっ。さすがオタクの聖地ですねっ。こんなのいやでもテンションあがっちゃいます！」

「そんなにか」

「はい！　なにより先生と一緒っていうのが最高ですっ！」

　またえらくかわいいことを言ってくれる。

　藤花の好意ビームにもだんだん慣れてきたので、俺は自然にツッコんだ。

「それアキバ関係ないじゃん」

「あ、そうですね」

　藤とう花かは照れたようにてへへと笑い、

「ちなみに、先生は何度も来られてるんですか？」

「ああ。出版社がわりと近くにあるから、何回か打ち合わせのついでに来てるよ。アキバのお店を見て回ると、いろいろ勉強になるし」

「おー、さすがです。市場の研究も抜かりがないってことですね」

「ま、そんな感じかな」

「……でもそうすると、ほしいものはすでにあらかたお持ちなんでしょうか？」

「いや、ぜんぜんそんなことないよ」

　不安げに訊たずねてくる藤花に、俺は苦笑して首を振った。

「お金の問題であきらめたもののほうが多いから」

「あ、ならよかったです」

　藤花はにっこりと微笑ほほえみ、

「今日はわたしがついているので、ほしいものはなんでも買っちゃってください」

「ほんとに？　予算の上限とかある？」

「ありません。先生がほしいと思うものにかかるお金は、すべて必要経費です」

「おぉ……っ！」

　必要経費。

　なんて素敵な言葉なんだ！

「むしろ遠慮せずにたくさん買っていただいたほうが、わたしもお役に立てたような気になれて嬉うれしいです」

　俺が物欲を満たす──もとい、資料を買いこむことで、藤花も喜んでくれる。

　完璧にウィンウィンの関係である。

　だがこの際、俺の利益はどうでもいい。

　ファンの期待に応えてこそ、一流の漫画家というものである。

　だから俺は自分のためではなく、藤花のために。

　漫画、ラノベ、ゲーム、ＣＤ、ブルーレイ、フィギュア、その他もろもろを。

　買って、買って、買いまくってやる！







　まあ、とはいえ。

　時刻はすでに四時を過ぎている。

　一日ですべてをそろえる必要はないし、ある程度的をしぼるべきだろう。

　優先順位の最上位は、もちろん漫画だ。

　今回はそのなかでも、ふつうの本屋には置いていないものを買い求めることにした。

　すなわち、同人誌である。

　というわけで、同人ショップ『とらのあな』へとやってきた。

「藤とう花かは同人誌というものを知っているか？」

　店内に入るなり、俺は藤花に話を振った。

「はい。好きな作品の二次創作をはじめとした、趣味で作った本ですよね」

「うん、その認識でだいたい合ってる」

　通称、『薄い本』。個人制作がほとんどなので、一部の例外や総集編などをのぞけば、基本的にページ数はすくなめである。

　しかし、だからといって内容まで薄いわけではない。むしろ趣味を前面に出して描けるぶん、濃いものが多い。玉ぎよく石せき混こん淆こうではあるが、商業ではできないことを発表できる懐ふところが深い媒体なのだ。もちろん漫画だけじゃなくて、小説や評論、ゲームや音楽などもある。

　こういったものを委託販売するのが、いわゆる同人ショップである。

　とりあえず一般向け同人誌の売り場に足を向けつつ、俺は話を続ける。

「んじゃ、コミケは知っているか？」

「もちろんです。世界最大の同人誌即売会ですよね？」

「そうだ。いまやここで実力をつけて、プロとして羽ばたいていく人も珍しくない。また一線で活躍しているプロもよくサークル参加している。つまり、同人誌は漫画文化の最先端であり、重要な資料そのものなんだ」

「なるほど。勉強になります」

「そして俺は、藤花にもいろんな作品にふれてほしいと思っている。だから、ここではあえて別行動をして、それぞれ自分好みの漫画を探してみる、というのはどうだろう？」

「わかりました。先生がそうおっしゃるなら」

　よし。素直に了承してくれた。

　一般向けのフロアに到着する。

「じゃあ藤花は、この階でいろいろ見てみるように」

「了解です」

「麻ま耶やさんも、藤花のそばにいてあげて」

　この街にいるのは紳士淑女ばかりなので大丈夫だとは思うけど、もしかしたらガチなロリコンもいるかもしれない。念のため麻耶さんに頼んでおく。

　麻耶さんは「はい」と即答した。元よりそのつもりだったようだ。

「んじゃ、俺は上のほうに行ってくるから」

　さわやかに片手をあげて、くるりと背を向ける。

「あっ、先生待ってくださいっ」

　藤花に慌てて呼び止められた。

「……なに？」

「そこに書いてあるんですけど、これより上はその……」

　藤とう花かは恥ずかしそうに顔を赤らめ、

「じゅ、十八歳未満はダメみたいです」

　くっ、気づかれたか……。

　内心で歯がみする。ミスったな。バカ正直に上とか言わなきゃよかった……。

「先生はまだ十七歳ですよね？　だからそっちへは──」

「藤花」

　俺は真顔で、ぽんと藤花の肩に手を置いた。

「漫画のためだ」

「で、でも、ルールは守らないと……」

「……ああ、そうだな。俺だって心が痛む。でも、虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ずというだろう？　漫画道を進んでいたら、時にはこういうこともある。俺たちが本当に守らなきゃいけないのは、ルールよりも己の魂なんだ」

「……そういうものですか？」

「そういうものだ」

「藤花。だまされちゃダメですよ」

　もう一押しで言いくるめられそう、というところで麻ま耶やさんが余計な口を挟んできた。

「そんなこと言って、本当はただエッチなのがほしいだけに決まっています」

　うぐ、黙れおっぱい！

　そこはわかっててもスルーするのが、メイドのたしなみだろうが！

「……えぇ……先生、そうなんですか？」

　藤花は『がっかりしました』と言わんばかりの表情で訊たずねてきた。

「そ、そんなことない。誤解だ」

「噓うそですね」と麻耶さん。「うそなんですか？」と藤花。

　美女と美少女、ふたりにジト目を向けられて、さしもの俺もたじたじとなる。

　だが、ここで引くわけにはいかない。

　同人誌は制作コストの問題で、ページ数のわりに値段がお安くない。ゆえに俺は金銭的にどうしても商業作品を優先することになってしまい、これまではよほど気に入った作家のものしか手を出すことができなかった。つらく苦しい日々だった。

　でも今日は、我慢しなくてもいいのだ。

　予算の上限がなく、思う存分、欲望の限りを尽くすことができるのだ！

　ロリのヒモとなった俺は！

　ロリのお金で！

　エロ同人を好きなだけ買うことができるのだ！

　…………まあ、我ながら最低だなと思う。わかってる。罵ば倒とうは甘んじて受けよう。

　だがしかし。

　俺はそれほどまでに、エロ同人がほしいのだ。

　とはいえ、『あーそうだよ１００パーエロが目的だよ』と開き直るわけにもいかない。

　麻ま耶やさんに蔑さげすまれるのは、この際いいとしよう。むしろそれはそれでごほうびだ。

　でも藤とう花かのまえでは、俺は常に最高の漫画家であらねばならん。

　藤花にだけは幻滅されるわけにはいかんのだ。

　深々とため息をつき、穏やかな口調で弁明する。

「だから、誤解だって。一流の漫画家の線を追うため、純粋にただそれだけだよ。芸術と同じで、よこしまな気持ちは一切ない」

　ここで切なげに目を伏せる。

「そりゃね、同人誌の性質上そういうのが多くなってしまうけど、それは不可抗力で、どうしようもないことなんだ」

「……先生、疑ってすいませんでした」

　藤花は神妙に頭を下げてくれた。

「…………」

　麻耶さんはなにも言わず、悩んでいる様子。

　俺の言葉が噓うそかどうか見極めようとしているらしい。

　よし。流れはこちらに傾いた。いまのうちに押し切ってしまおう。

「藤花、わかってくれたか」

　厄介な麻耶さんは放置して、まっすぐ藤花のほうを向く。

「はい。先生の強いお気持ち、漫画への情熱、しかと受け止めました」

「ありがとう」

　じゃあ俺はもう行くね。そう告げるまえに、藤花が言った。

「ならばわたしもお供します」

「……え？」

「えっちなエリアに行くのは正直ちょっと怖いですけど……わたし、がんばりますっ」

　ぎゅっと両手を握りしめ、ラスボスとの最終決戦に臨む勇者の仲間さながらに、藤花は勇ましく口にした。そんな勇ましさはいらない。

「……ごめん。さすがにそれは、事案すぎるからダメかな……」

　ロリを伴って十八禁ゾーンに入ったら、通報待ったなしだ。

「ええっ、なんでですか？」

　藤花は不満げにくちびるをとがらせた。

「先生、言ってくれたじゃないですか。いろんな作品にふれてほしいと」

「いや、いろんなといっても健全なものだけで……」

「漫画道のためなら、ルールよりも魂を守るべきなんですよね？」

「……そうだけど」

「わたしの魂は、先生とともにあります」

　うーん、実にかっこいいセリフである。

　でもこちらの魂はエロ同人にあるので、ともにあってもらっては困る。

「麻ま耶やさん、どう思う？」

　助け船を求めて、麻耶さんを見やる。

「ダメに決まってます」

　ですよねー。

「いいえ麻耶、わたしは行きます。先生にどこまでもついていくんです」

　……決意は固い、か。

　ここまで慕ってくれる藤とう花かをむげには扱えないしなぁ……。

　やれやれ、しょうがない。こうなったら作戦を変更するしかないか……。

「あ、てゆーか、もうこんな時間か」

　ケータイをポケットから出して一いち瞥べつし、藤花に手を合わせた。












「ごめん、藤とう花か。せっかくだけど、上を見てくる時間はなさそうだわ」

「え、そうなんですか？」

「うん、残念だけど。だから今日は、このフロアにある一般向けだけにしておこう」

「……わかりました」

「……最初からそうしておけばいいでしょう」

　藤花はほっとしたようにうなずき、麻ま耶やさんはあきれたように嘆息した。

　……このおっぱいメイドめ。いつまでもそう余裕ぶっていられると思うなよ。

　麻耶さんが口出ししなければ、俺はいまごろエロ同人を心おきなく買えていたのだ。

　その罪は重い。責任はとってもらうぞ。

「んじゃ藤花。ここから向こうの壁までで、面白そうだと思う本を十冊選んでみて。俺の漫画以外で、藤花がどんな作品が好きなのか知りたいから」

「了解ですっ」

　指示を出すと、藤花は真剣な面おも持もちで棚に向かった。

　鑑定士がツボを見るようにじっくりと、一冊ずつ表紙や裏表紙をチェックしていく。

　この隙に、麻耶さんにこっそり話しかけた。

「麻耶さん麻耶さん、悪いんだけどちょっとお願いしてもいい？」

「……なんですか？」

　警戒心丸出しで眉まゆをひそめる麻耶さん。俺は心を鬼にして告げる。

「上で成年向けの同人誌、代わりに買ってきてくれない？」

「はあ!?」

「声が大きい」

　藤花のほうを見つつ、しーっと人差し指をくちびるに当てる。

　幸い、藤花はこちらを振り向くことなく、黙々と同人誌のチェックを続けていた。

「……あなた、自分がなにを言っているかわかっていますか？」

　麻耶さんは声をひそめて、思いきりにらみつけてきた。

「わかってるよ。えーと、表紙のキャラのおっぱいが大きいやつとメイド系は絶対で、あと絵柄がよさそうなやつもテキトーにお願い。麻耶さんのセンスにまかせるから」

「まかせないでください」

「え、もしかして嫌なの？」

「当たり前です。断固拒否です」

　考える余地すらなさそうな麻耶さんを、ため息まじりに諭す。

「そういうわがまま、よくないと思うな」

「はあ？　わがままを言っているのはあなたのほうでしょう」

「それは違う。俺は藤花のために言っているんだよ？」

「どこが藤とう花かのためなんですか」

「だって麻ま耶やさんに断られたら、やっぱ俺が買いに行くしかないじゃん。いいの？　そうすると藤花もついて来ちゃうよ？」

「う……」

「それとも麻耶さんは自分の都合で、藤花にいかがわしい裸だらけの売り場を見せてもいいって言うの？」

「……それはもちろん、いいわけないです」

「でしょう？」

「……買うのをあきらめる選択肢はないんですか？」

「ない」

　きっぱり告げると、麻耶さんはこめかみに手をやり、ため息をついた。

　そして数秒思案。藤花のほうをちらりとうかがい、代だい替たい案あんを出してくる。

「……いまのうちにささっと買いに行っちゃうのはどうでしょう？　藤花の集中力は並大抵じゃありません。あの様子ならチェックが終わるまでは大丈夫です」

「それは藤花をだますってこと？」

「……っ」

　痛いところを突かれたという顔をする麻耶さん。

「あそこまで言ってくれた藤花をあざむくような真ま似ね、俺にはできないな」

「で、ですが……」

「それに麻耶さん、十八歳じゃん。藤花が気にしていた年齢の問題もなくなるでしょ」

「……いまさらそれを言うんですか」

「俺、気づいたんだ。いくら己の魂を守っても、そのまえに漫画文化を守らなきゃ意味がないって。いや、漫画だけじゃない。日本が誇るオタクコンテンツすべてを規制から守るためにも、やっぱルールは守らなきゃね」

「ならたとえ私が買っても、あなたは読んじゃダメじゃないですか」

「ああ、そうだね。だから十八になったら読む」

「……ではそのときにご自分で買えばいいじゃないですか」

「わかってないな麻耶さん。同人誌ってのはいましかないものが多いんだよ。あとで買える保証なんてなにもないんだ。同人業界には『買わずに後悔より買って後悔（反省）しろ』という格言もあるくらいだ」

　俺は淡々と語り、最後通つう牒ちようをつきつける。

「というわけで、どうする？」

「うぅ……」

　麻耶さんは葛かつ藤とうするように床とか天井とか藤花を見やり、

「……わ、わかりましたよっ。私が買えばいいんでしょう買えばっ」

　ヤケになってしまわれた。顔を真っ赤にして半泣きである。正直、たまらん。

　メイドさんにメイドもののエロ漫画を買わせるとか、背徳感半端ないな……。

　白状すると、途中からエロ同人を入手するよりも、麻ま耶やさんにエロ同人を買わせることが目的になっていた。

「ありがとう。んじゃさっきも言ったけど、巨乳とメイドと絵柄がよさそうなやつ。合わせてそうだな……五十冊くらいよろしく」

「ごじゅっ……!?」

「復唱してみて」

「……きょ、巨乳と、め、メイドと、絵柄がよさそうなやつですね」

　屈くつ辱じよくに耐えるようにくちびるを嚙み、麻耶さんは健けな気げに従ってくれた。

　いい。実にいい。

　メイドさんはこうでなくっちゃ。

「……では、行ってまいります」

「あ、ちょっと待って」

　追加で頼みたいことを思いつき、階段に向かう麻耶さんを呼び止める。

　麻耶さんは生気を失った、漫画で言うとハイライトが消えたような瞳で振り向いた。

「……なんですか。まだなんかありますか。いいですよ。私はあなたのメイドです。なんでもおっしゃってください……フフ……」

　なんというか、もうどうにでもしてくれという感じだ。

　じゃあ遠慮なく。

「ここが終わったら、メロンのほうもお願いしたい」

「め、めろん？」

「メロンブックス。ここみたいな同人ショップだけど、微妙に売ってるものが違うから」

「…………承知しました」

　麻耶さんはゾンビのような足取りで、階段をゆっくりと上がっていった。

　うーん、さすがにちょっと可哀かわい相そうだったかな……。

　あとでお詫びの品でも渡すことにしよう。










　自分で選んだものを十冊、藤とう花かが選んだものを十冊。

　合わせて二十冊の一般向け同人誌を買って（もらって）店を出た。

　藤花が選んだのは女の子がメインで活躍する、コメディ系の作品が多かった。

　巨乳へのこだわりを差し引けば、ほぼ俺の好みと一致している。

　まあ、俺の漫画のファンなのだから、当然といえば当然か。

「先生、わたしに持たせてください」

　荷物のほうに小さな両手を差し出して、藤花がにこやかに言ってくれた。

　健けな気げにもほどがある。

「いや、大丈夫だよ」

　口元をゆるめてかぶりを振った。

　いくら俺が恥知らずのヒモでも、女子小学生に荷物を持たせるほどクズではない。

「すこしでも先生のお役に立ちたいんです」

　……が、その純粋な厚意をむげにするのも心苦しい。

「じゃあ、半分ずつ持とうか」

「はいっ」

　袋の持ち手を片方だけ空けると、藤花は嬉うれしそうにぎゅっと握った。かわいい。

「えへへ、なんかわたしたちだけ満喫しちゃって、麻ま耶やに申し訳ないですね」

　この場にいない麻耶さんを気にして、藤花が言う。

『駐車場に問題があって、車を動かさなくてはいけなくなった』

　まさかエロ同人のおつかいを頼んでるとは言えないので、藤花にはそう伝えていた。

「そうだねー」

　深く同意する。ほんと麻耶さんには申し訳ない。

「それで思ったんだけどさ、麻耶さんになにかプレゼントしない？」

「あ、いいですねっ」

　俺の提案に、藤花はすぐさま乗ってくれた。

「わたしも麻耶には日頃からお世話になってますし、ぜひそうしてあげたいです」

「決まりだね」

「はいっ」

　藤花は天使のような笑みを浮かべ、俺に尊敬の眼まな差ざしを向けた。

「先生は本当にすごいですね。漫画だけでなく人柄までいいなんて」

「えっ、なんで？」

　意外な言葉に目を瞬またたかせる。

　そのリアクションがおかしかったのか、藤とう花かはくすりとして、

「だって、今日はご自分の買い物で来ているはずなのに、そんな素敵なことを思いつくんですもの。とてもお優しいと思います」

「いやー、あはは……」

　藤花の称賛を受け止めきれず、俺は「まいったなぁ」と目をそらした。

　すまない藤花。俺はそんなできた人間じゃないんだ……。

「それで先生、なにをプレゼントしましょうか？」

「藤花はどんなものがいいと思う？」

「うーん、むずかしいですね。麻ま耶やは遠慮深いので、あまりものをほしがったりしないんですよ。まえに誕生日プレゼントを贈ろうとしたときも、『藤花といられるだけで十分です』と言われてしまいましたし……」

「なるほど」

　たしかにそんな性格っぽい。よくも悪くもシンプルな格好をしているし。

　本当に藤花のそばにいられるだけで満足なのだろう。

　逆に言えば、藤花からのプレゼントならなんでも喜んでくれるということだ。

　あまり難しく考えなくてもよさそうである。

「せっかくだし、秋あき葉は原ばらならではのものがいいな」

「そうですね。麻耶にもこの街の素晴らしさを知ってほしいですし」

　とはいえ、同人誌やアニメグッズというわけにもいくまい。

　パソコンや家電も違うだろう。そのへんはすでに愛用しているものがあるはずだ。

　なにかいいものはないか。通りをテキトーに見回してみる。

　──これだ。いいアイデアが浮かび、俺はにやりと笑った。

「よし、服にしよう」

「ふく……？」

　藤花が小首をかしげる。

「でも先生、麻耶はいつも外ではスーツですよ？　あ、かわいい部屋着とかですか？」

「惜しい。かわいい仕事着だ」

「えっ、そんなものあるんですか？」

「あれだよ」

　道路の反対側を指さす。メイドさんがチラシを配っていた。

「──なるほど！」

　藤花はすぐにピンと来たようだ。

「服は服でも、メイド服ですね！」

「正解」

　間違いなく麻ま耶やさんに似合うもので、秋あき葉は原ばらならではという点もクリアしている。

　本来ならすぐに思いついてしかるべき、完璧なプレゼントだった。

「……でも先生、メイド服をもらって麻耶は喜ぶでしょうか？」

「確実だね」

　うなずいて、理由を解説する。

「だって麻耶さんは昨日から俺のメイドだろ？　だからメイド服は立派な制服でもあるんだ。見てのとおりかわいい上に実用的でもある。それを藤とう花かからもらったら、麻耶さんは絶対喜んでくれるよ」

　そして、藤花からのプレゼントなら必ず使ってくれる。

　制服だと言えば、毎日着用せざるを得ないだろう。

　つまり、すべて俺の思惑どおりにことが運べば──

　藤花は麻耶さんにプレゼントができて嬉うれしい。

　麻耶さんは藤花からプレゼントがもらえて嬉しい。

　俺は麻耶さんのメイド服姿を見られて超嬉しい。

　このように、みんながハッピーになれるのだ。実に美しく尊とうとい輪である。

　藤花も同意してくれた。

「きめ細やかな心配り、さすがです先生っ。さっそく行きましょうっ」

「おう！」







　というわけで、コスプレショップにやってきた。

　俺もはじめて入る店だ。アキバらしく店内はあまり広いとは言えない。

　しかし、予想をはるかに超えた品しな揃ぞろえだ。

　一般的な学校や職業の制服から、アニメのキャラものまでよりどりみどりである。

「はー、すごいです。メイド服だけでも、こんなに種類があるんですね」

　藤花は感嘆の息をもらした。

「だな。俺もちょっとびっくりだ」

　まじでぱっと見ただけじゃ、いくつあるのかわからないほどである。

　……正直、ぜんぶほしいな。

　財力的にはもちろん可能だろう。でも、そうするとプレゼントとしては無ぶ粋すいになる。

　やはり相手のことを思って買うからこそ、もらったほうもより嬉しく感じるのだ。

　あえて制限を設けて、ひとり一着ずつ選ぶことにした。

「これはフリフリがいっぱいでかわいいですね」

「小物もけっこう重要だなぁ」

「これも麻ま耶やに似合いそうです」

「わ、これなんかネコミミつきだぞ」

　本人のあずかり知らぬところで、どれが一番麻耶さんに似合うか吟ぎん味みする。

　他人へのプレゼントを選ぶのが、こんなに楽しいとは知らなかった。

　そしておよそ三十分後。俺たちはそれぞれ、これだという一着を決めた。

「俺はこれだな」と藤とう花かの前にかかげる。

　上品なヘッドドレス。純白のエプロン。肌触りがよい生地を使った、黒いひざ丈のワンピース。装飾はすくないが、だからこそ清せい楚そな印象を与えることができる。

「おー、いいですね。まさにメイドさんって感じです」

　そのとおり。これぞ洗練された究極の機能美である。

「わたしはこれにしました」

「おぉ……それはまた、ずいぶん攻めてるね」

　藤花が選んだのは俺のとは対照的に、露出度抜群だった。

　大胆に開かれた胸元。すこしかがんだだけでパンツが見えちゃいそうなミニスカ。背中のほうなんかほとんどヒモしかない。はっきり言って、くっそエロい……。

　もちろん藤花によこしまな意図はない。

「おっぱいについては言うに及ばずですが、実は麻耶ってスーツで隠してしまうのがもったいないくらい、背中や脚も綺き麗れいなんです。ですからこれなら、麻耶の魅力を最大限引き出すことができると思いました」

「うん、すごくいいね。さすがは俺のファンだ。見る目があるよ」

「えへへ、ありがとうございますっ」

　選んだ二着を購入し、プレゼント用に包装してもらう。

　そのあいだ改めて店内を見回して、思う。

　……やっぱぜんぶほしいな。

　すくなくとも、各ジャンル一着ずつは持っておきたい。

　同人誌では不完全燃焼だったぶん、ここで欲望を解放させてもらうことにした。

「藤花。麻耶さんへのプレゼントとはべつに、俺にも買ってもらっていい？」

「えっ、先生もメイド服を着るんですか？」

「ちがうちがう。漫画の資料用にだよ。服って地味に描くのが難しいからさ。手元にあると便利なんだ」

　半分は建前で、半分は本音だった。実際、作画のためにスクール水着や女性用下着を買う漫画家は珍しくない。さわってみることでわかることも多いしな。

「なるほどっ。そういうことでしたら、どうぞ好きなだけ買ってください！」

　満面の笑みで、快く許可をいただけた。藤とう花かちゃんまじ天使。

「ありがとう。じゃ、藤花に似合いそうなのを中心に選ぶな」

「え、わたしですか？」

「ああ。次回作のメインヒロインは、藤花をモデルにしようと思ってるから」

　具体的な内容はまだぜんぜん決めてないけど、それだけは確定していた。

「──ありがとうございますっ、とても嬉うれしいです！」

　感激する藤花と一緒に、子ども用の衣装をあれこれ手に取ってみる。

　で、最終的に二十着ほど購入した。

　……うん、我ながら調子に乗ってしまったと反省している。

　でも、藤花にも責任の一端はあるので、勘弁していただきたい。

　楽しげな藤花がかわいくて、いろいろ着せたくなってしまったのだ。







　大満足で店を出ると、空は濃い茜あかね色いろに染まっていた。

　夢中になってたから気づかなかったけど、思ったよりも時間が経過している。

　藤花が心配そうに口を開いた。

「そういえば麻ま耶や、遅いですね」

「……あー、そうだね」

　二店舗でエロ同人五十冊ずつは、やっぱりちょっときつすぎたかもしれない……。

　俺もすこし心配になり、藤花に電話をかけてもらった。

　幸いすぐに出てくれた。ちょうどミッションを終えたところみたいで、駐車場にいるらしい。好都合だ。時間も時間なので今日はこのあたりで帰ることにして、車で迎えに来てもらうよう頼んだ。

　電話を切った藤花に訊たずねる。

「大丈夫そうだった？」

「はい。……最初のほうちょっと声がうわずってましたけど、問題ないようです」

「ならよかった」

　うわずってたうんぬんは、エロ同人を車に積んでるところにかかってきたからびっくりしたのだろう。

　ほどなくして麻耶さんの車が到着する。藤花と後部座席に乗りこむと、

「す、すいません、遅くなりました」

　麻耶さんはほのかに赤い顔で言った。

　エロ同人のダメージから立ち直れてないようだ。いじるのはやめておいてあげた。

「……その大量の袋はなんですか？」

　車を発進させ、麻ま耶やさんがうさんくさそうに訊たずねてくる。

「漫画の資料用の衣装です」

　藤とう花かがにこやかに答えた。さらにえへへとはにかんで、自慢げに告げる。

「先生がわたしに似合いそうなものを選んでくれたんですよ」

「へえ、そうなんですか」

「あと資料とはべつに、麻耶へのプレゼントもありますよ」

「えっ、本当ですか？」

「はい。先生とふたりで選びました。うちに帰ったら渡しますね」

「あ、ありがとうございます。とても楽しみです」

　麻耶さんは心から嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　ほらね。藤花からのプレゼントなら、麻耶さんが喜ばないはずがないんだよ。

　……まあ、それがメイド服だとわかったとき、どんな顔をするかはわからんけど。

　楽しみすぎて、笑いをこらえるのに苦労した。







　昨夜よりはだいぶカジュアルな──それでも十分にお高そうな──イタリアンレストランで夕食をとり、藤花邸へと帰ってきた。

　そして、二階のリビングでひと息ついたあと。

　藤花からのプレゼントを開封したときの麻耶さんの反応は、こんな感じだった。

「なっ……」

　まず絶句。それからみるみる頰ほおを紅潮させて、

「な……なんですか、これは……？」

「メイド服です」

　藤花は胸を張って答えた。

「……な、なるほど」

　麻耶さんはこわごわと服を広げ、布のすくなさにおののく。

「ず、ずいぶんと、あれですね……か、過激な感じですね」

「ええ。麻耶に似合うと思って、わたしが選びました」

「──っ……ほ、ほんとうに藤花が選んだんですか？　その人じゃなく？」

　……おい。その人呼ばわりかい。

『先生』と呼べとは言わないけど（実は藤花に呼ばれるのもちょっと照れる）、『天てん堂どうさん』とか『ハルくん』とか『ご主人様』とかあるでしょうに。べつにいいけど。

「はい、わたしです。先生が選んだのはもうひとつのほうです」

　言われて、麻耶さんは俺セレクションのほうも開封する。

「……あ、こちらはわりと、ふつうですね」

　露骨にほっとした様子の麻ま耶やさん。

　失敬な、と思わなくもないけど、無理もない。

　藤とう花かであれだったら俺のはどんだけすごいんだって、びびるよな……。

「こちらも素敵ですね。シンプルイズベスト。先生のこだわりがうかがえます」

「……えーと、すいません。もう一度確認したいのですが、最初のほうを選んだのが藤花で、あとのほうがその人なんですか？　逆じゃなくて」

「はい」

「……そ、そうですか。ありがとうございます。と、とても嬉うれしいです」

　若干ぎこちなくはあったけど、麻耶さんはにっこりと微笑ほほえんだ。

「おー、麻耶さん大喜びじゃん。やったな、藤花」

　俺はにやつきを隠そうともせず言った。

「はいっ、やりましたね先生！　がんばって選んでよかったです」

「……そんなにがんばったんですか」

「ええ。ものを買うのにあんなに悩んだのははじめてでした」

「……そ、そうだったんですね」

　たくさんの種類のなかから、なぜそれがいいと思ったのか、藤花は真面目まじめに語る。

　麻耶さんは引きつった笑みから、徐々に優しげな表情になっていった。

　妹の成長を見守る姉のような面おも持もちである。本当に藤花のことが好きなんだな……。

　では、ふたりの仲をより深めるために。

　ここで鬼畜な──もとい、気の利いた提案をしてあげよう。

「そうだ藤花。せっかくだし、さっそく着てもらえば？」

「いいですねっ」

「えぇっ!?　い、いまからですかっ!?」

　藤花はノリノリで食いついて、麻耶さんは激しく狼ろう狽ばいした。

「そ、それはちょっと……」

「ひとりで着るのがあれでしたら、わたしも一緒にコスプレしますので」

「……まさか、資料用の衣装って」

「はい、すべてコスプレ衣装です」

「…………」

　愕がく然ぜんとする麻耶さんに、藤花が「……ダメですか？」と上うわ目め遣づかいにねだった。

　どれだけ心が冷たければ、これを断ることができるのだろう。

「うぅ……わかりました」

　麻耶さんはあっさりと陥落した。

「では先生、少々お待ちください」

「ああ、楽しみにしてるよ」

「…………」

　藤とう花かと麻ま耶やさんは衣装を持って、いったん各自の部屋に入る。

　その際、麻耶さんにはすげえ目つきでにらまれたけど、気づかなかったふりをした。

　わくわくしながらしばし待つ。

　さきに出てきたのは──チアガール姿の藤花だった。

「えへへ、やっぱりすこし、照れますね」

　赤と白を基調にした、おへそ丸出しのノースリーブにミニスカート。

　小道具の黄色いポンポンも、しっかり両手に持っていた。

「おー、いいじゃん」

　素直な感想が口をついて出た。

　まじで、期待以上に超かわいい。

　チアコスグランプリ小学生部門、みたいな大会があったら、ぶっちぎりで優勝だわ。

「……ほ、本当ですか？」

　藤花が顔を赤らめ、もじもじと訊たずねてくる。

「うん、めっちゃ似合ってるよ」

「ありがとうございますっ」

　藤花はバンザイをして、その場でぴょんとジャンプした。

　スカートがひらりと揺れて、まぶしいふとももがチラリとのぞく。

　──不覚にも、どきりとした。

　年上の巨乳好きなので、欲情することはないけれど……。

　それでも反応してしまうのは、男の性さがってやつだろうか。

　チラリズム、おそるべし。これは漫画にも積極的に取り入れていこう。

「資料としてはどうです？　ちゃんと使えそうですか？」

「ああ、ばっちりだ」

「それはよかったです」

「せっかくだし、ちょっとお願いしてもいい？」

「なんですか？」

「ポンポンを振りながら、俺を応援してみて」

「はい、おまかせくださいっ」

　俺のリクエストに、藤花は喜んで応じてくれた。

　はじける笑顔で両手を大きく振り、声をはりあげる。




「ふれっふれっせんせいっ！　がんばれがんばれせんせいっ！」




　藤とう花かが激しく動くたびに、チラチラときわどい肌色が露出していた。

　……これは、なんというか、やばいな。たまらん。かわいすぎて秒速で癒いやされる。

　どれだけしんどくてもこんな応援をしてもらえたら、いくらでも作業できる気がした。

　これに巨乳メイドも加われば、最強ではないだろうか……？




　そして。

　藤花から遅れること数分。麻ま耶やさんの部屋のドアが、ゆっくりと開かれた。

　麻耶さんはまず、赤らめた顔だけをそこから出した。

「どうしたんですか？」

　なかなか姿を見せてくれない麻耶さんに、藤花が問う。

「す、すいません……これ、私にはあんまり似合ってないかもで、恥ずかしいので……その、やっぱり見せないでもいいですか？」

「大丈夫です。麻耶ならぜったい似合ってますから、安心して出てきてください」

「そうだよ、麻耶さん。早く藤花に見せてあげて」

「くっ……わかりました」












　麻ま耶やさんは観念して、ゆっくりと俺たちの前までやってくる。

「わぁー、すごいですっ。わたしが思ったとおり、すごく綺き麗れいです！」

　藤とう花かはすぐさま称賛した。

「…………」

　対して俺は、言葉を失っていた。ごくりと生唾をのみ、思う。

　──いや。これはいかんだろ。

　藤花チョイスのメイド服は、もちろんとんでもなく麻耶さんに似合っていた。

　しかし、似合いすぎていた。

　いまにもこぼれそうなおっぱい。むき出しの背中。惜しげもなく晒さらされた生足。

　涙目で、恥辱に耐えるような表情もまずい。

　……正直、見ていられないくらいエロかった。

　園その原はら麻耶。まさかここまでのポテンシャルを秘めていたとは……。

　これはあれだ。女子小学生のまえに出ちゃダメなやつだ。そりゃ藤花の言うとおり綺麗だけど、肌とか白くてつやつやだけど、まじでちょっと性的すぎる……。

　家族で団らんしてるときにテレビでベッドシーンが流れてしまった、ってのと似た空気を感じてしまった。見たいけど、凝視したいけど、見たら確実に欲情してしまう。藤花の前でそれは憚はばかられた。

「あぁ……ごめん、藤花」

　麻耶さんのためにも、俺は戦略的撤退を選択した。

「今日はあちこち歩いて疲れたから、早めに休ませてもらうわ」

「え、そうですか？　……おやすみなさい」

　藤花はすこし残念そうだったけど、引き留めたりはしなかった。

「うん、おやすみ。麻耶さんも、おつかれさま」

「……おつかれさまです」

　救われたような顔で言う麻耶さんを見て、俺は心のなかでもう一度言う。

　本当に、おつかれさまでした。







　ちなみに、エロ同人のその後について。

　翌日、麻耶さんに渡してくれと頼んだら、きっぱりと断られてしまった。

「ダメです。あれはあなたが十八歳になるまで、私が責任を持って保管しておきます」

「……それで、ひとりでこっそり読むと？」

「──っ……よ、読みませんっ！」

　麻耶さんは顔を真っ赤にして怒鳴った。

「わ、私があんな淫みだらなものっ、読むはずがないでしょうっ！」

　あ、このリアクションはあれですね、すでにちょっと読んでるっぽいですね……。

　そこを掘り下げるのも楽しそうではあったが、紳士的に自じ重ちようして、

「ならいいじゃん。大丈夫、俺も十八まで読まないから」

「信用できません」

　このあともねばり強く交渉したが、麻ま耶やさんの答えは変わらなかった。

　……まあ、しょうがない。

　ヒモライフを満喫しつつ、十八歳になるその日を楽しみに待つとしよう。










　突然だけど、『締め切り』という言葉をご存じだろうか。

　出版業界においては編集者から作家に言い渡されるもので、『納期』ともいう。

　要するに、この日までに成果物を出してくださいね、という約束された日付のことだ。

　多くの作家が忌いみ嫌うものである。

　嫌いすぎて、思わず破ってしまう輩やからもすくなくない。

　しかしどれだけ嫌われていても、この業界から締め切りという制度が消えることはないだろう。

　クリエイターという人種にはなまけものが──否、勉強熱心なものが多いからだ。

　締め切りがないとついついインプットに専念してしまい、いつまで経たっても作品の制作に取りかからない。締め切りというムチに叩たたかれなければ、大半の作家はいま自分がなにをすべきか認識することができないのだ。

　ゆえに締め切りは重要なものだと、出版業界では思われている。

　しかし。

　本当にそうだろうか？

　……いや、たしかに商業的な意味では、締め切りは非常に有用なものだ。コンスタントに作品を世に出さなければ、利益をあげることは難しい。

　でも、漫画というものは文化的な側面もある。

　時にはお金よりも大切なものがあるのではないか？

　締め切りなんてないほうが、よりよい漫画を描けるのではないか？

　漫画界の風雲児として一部（藤とう花か）で評判の俺は、業界に一石を投じたい。

　締め切りというプレッシャーから解放し、逆にありとあらゆる娯楽を作家に与えてみたらどうだろう。

　漫画家になるようなやつはこう言ってはなんだが、みんな変態である。

　でなければ、あんな地味でしんどい作業を続けることなんてできない。

　変態的に漫画というものを愛しているのだ。

　漫画家の渇かわきは、漫画を描くことでしか潤せない。

　だからどんな環境に身を置いても、最後には自然と漫画を描きたくなるのではないか？

　すべての欲望を満たした先にある、本物の欲求。

　金のためでも名誉のためでもない、純粋な願い。

　そうした想おもいを抱いて描きあげた作品は、きっとこの世界のなによりも尊とうとい。

　そう思った俺は、身をもって実験をすることにした。

　奇跡的に、それが可能な立場を得たのだ。

　未いまだデビューもしてない俺だけど、すこしでも漫画界の役に立てればと思った。

　……結果はどうなったか？

　もったいぶっても仕方がない。端的に述べよう。




　描かない。




　締め切りを設定せず、まわりに娯楽が勢ぞろいして、ついでに言うとこれからの人生が保障されている状態になったとき。

　──漫画家は、漫画を描かなくなる。

　すくなくとも俺はそうみたいだった。

　藤花の家にやってきてすでに十日以上が経過していたが、なんとそのあいだ、一ページも描いていなかった。

　やー、まじで。

　自分でもここまで描かないとは思ってもなかったわ……。

　毎日だらけ放題である。

　一日の大半を自分の部屋か、二階にある娯楽部屋で過ごしていた。

　ほしいものがあったらネットでポチる。藤とう花かが俺のために用意してくれたクレジットカードは限度額がなかった。いわゆるブラックカードである。しかもネットだとお金を使っている感覚が薄く、気がつくと部屋の中が通販のダンボールだらけになっていた。積み重ねすぎて巨大なジェンガみたいになってる……。

　いったいどうしてこんなことになってしまったんだろう。ここに来た当初は、もうちょっとがんばろうって気持ちもあったと思うんだけどなぁ……。

　いやはや、何事も経験である。

　そうかー。こういう環境に身を置いたら人間はダメになるのかー。勉強になったわー。

　なんてことを考えながら俺はベッドに寝転んで、だらだらと携帯ゲームをやっていた。

　時刻が午後三時を過ぎたところで、コンコンとドアがノックされる。

「私です。入ってもよろしいでしょうか？」

「どうぞー」

「失礼します」

　近頃すっかりおなじみとなった、メイドスタイルの麻ま耶やさんである。

　といっても、藤花が贈ったハレンチなやつではない。

　俺がセレクトした清純派なやつだ。

　あれ以来、家のなかに限り、麻耶さんはメイド服を着てくれるようになっていた。

　どういう風の吹き回し……？

　ドキドキしながら訊たずねると、とげとげしい口調でこんな答えが返ってきた。




『勘違いしないでください。藤花のためですから』

『あなたのモチベーションが上がれば、藤花も喜ぶでしょう？』

『なので断じて、男性からはじめて贈り物をされて不覚にも舞い上がってしまった、なんてことはないですから。ええ、これっぽっちも嬉しくなかったです』

『……なに笑ってるんですか？　本当ですからねっ！』




　下手にいじると撤回されそうな雰囲気だったので、そういうことにしてあげた。

　ちなみにローテーション用として、麻耶さんは自分でもメイド服を買い集めていた。

　露出が激しいものはないけれど、それでも十二分に眼がん福ぷくである。

　ついでに言うと、藤花のやつは大事にしまってあるらしい。

　できればもう一度登板させてほしいが、その機会はたぶんない。

「……またそんなだらしない格好をして」

　盛大な寝癖、上はスウェット、下はジャージ。

　そんな俺に冷めた視線を注ぎ、麻耶さんはため息まじりに苦言を呈した。

「べつにいいじゃん、自分の部屋なんだし」

　いや、俺としても美女にこの格好を晒さらすのは、大変遺い憾かんだと思っているけどさ。

　でも、めんどさには勝てなかったよ……。

「リビングに来るときもそのままじゃないですか」

「藤とう花かや麻ま耶やさんの前で、変に自分を飾りたくないんだよ」

「……ああ言えば、こう言う」

「まあまあ、それよりどうしたの？　なんかあった？」

　基本的に麻耶さんはこちらから呼び出すか、なにか用がなければこの部屋には来てくれない。自分の部屋か、一階にある仕事部屋で作業している。代理で取引を進めたりスケジュール管理をしたりと、藤花のそばを離れてもやれることはそれなりにあるらしい。秘書の鑑かがみである。

　俺のメイドなんだから常に俺のそばにいろよ。

　そう指示することもできるけど、個人的にもそのほうが好都合だった。

　女子が近くにいるとやりづらいこともあるし、なにより俺がまったく漫画を描いてないことがバレるしな……。

　露骨に話をそらした俺だけど、麻耶さんは質問に答えてくれた。

「もうすぐ藤花が帰ってくるんですけど、ご友人がふたり遊びに来るそうです」

「へえー」

　超お嬢様とはいえ、小学生だもんな。そりゃ放課後に友達と遊ぶこともあるだろう。

　ああ、そうか。なんとなく察した。

　友達がいるあいだは、俺に部屋から出ないでほしい。そういう類たぐいの用件だろう。

　と思ったのだが、違った。

「それでですね、そのお友達がぜひあなたに会いたいと言っているようなんです」

　むしろ逆だった。

「え、俺に？」

「はい。なんでも漫画家がどういうふうに仕事をしているのか興味があるとか」

　なるほど。そういうことか。

「私はやめといたほうがいいと言ったのですが、藤花もぜひ紹介したいらしくて」

　……なぜやめといたほうがいいと言ったのか、理由は聞かないでおく。

「よろしいでしょうか？」

「いいよ」

　藤花がそれを望むなら、断る理由はない。

　こちらとしても藤花の友達には会ってみたいし。

「……わかりました」

　麻ま耶やさんは小さく息をついた。……もしかしたら断ってほしかったのかもしれない。

「では、身だしなみはきちんとしてください」

「え、このままじゃダメ？」

「ダメに決まってます」

「でも漫画家って基本こういうものだよ？」

「……そうなんですか？」

「うん。だから漫画家としての俺に会いたければ、むしろこれが正装だよ」

「……わかりました。そういうことでしたら、そのままでもいいです」

　と、そこでちょうど麻耶さんのケータイが鳴った。

　藤とう花かの送迎その他を担当している、ほかの秘書さんからみたいだ。

　ちなみに麻耶さんの意向もあって、藤花の秘書は全員女性らしい。人数は知らない。

　麻耶さんはいくつか短いやりとりをして、電話を切った。

「あと五分ほどで着くそうです。私は玄関でお迎えしますので、少々お待ちを」

「はーい」

　麻耶さんが退室したあと、念のため部屋を見回す。

　小学生が目にしちゃいけないものが落ちてたらまずい。まあ、普段から藤花が出入りしてるし、麻耶さんの検閲が厳しいので、大丈夫だとは思うけど。

　本は読み終わったらちゃんとしまっておきたい派なので、隅すみにあるダンボールをのぞけば、この部屋は意外と散らかってない。すぐにチェックは完了する。問題はなさそうだ。

　いや、むしろちょっと綺き麗れいすぎるか？

　特に机の上。

　ここは整理整頓されてるより、雑然としてるほうがそれっぽい。

　そう判断してペン類、定規、消しゴム、前に描いた原稿、ネームのノート、コピー用紙に書いたラクガキ、丸めた紙などをテキトーに机の上にバラした。

　よし。これでだいぶ漫画家っぽくなった。我ながら見事な演出である。

　できばえに満足していると、再びドアをノックされた。

　アーロンチェアに腰かけ、デスクに向かう。

「ご準備はよろしいですか？」

「どうぞー」

　返事をすると、麻耶さんが静かにドアを開けた。

　同じ制服を着た三人のロリが、ろりろり（擬音）と入ってくる。

「先生、ただいまですっ」

「おじゃまするわ」

「……お、おじゃまします」

　一人目は、言うまでもなく藤とう花か。

　本日も屈くつ託たくのない笑顔に、俺は「おかえり」と返した。

　二人目は、いかにも小生意気そうなツインテール。

　類は友を呼ぶというやつか、藤花に勝まさるとも劣らない美少女だった。ツインテールという髪型はこの娘このために発明されたのではないか？　というくらい似合っている。その手の方々にはたまらないつり目で、俺のことを値踏みするように睨にらんでいた。

　三人目は、おとなしそうな雰囲気のショートヘア。

　彼女もふたりと比べて遜そん色しよくない美少女だ。三人のなかで一番小さく、小動物的な守ってあげたさがあった。おそらく引っ込み思案なのだろう。ツインテールの背後に隠れて、ちらちらこっちをうかがっていた。

　おー、すげえ。俺は内心で舌を巻く。

　素直かわいい系と、生意気かわいい系と、気弱かわいい系。

　これだけのロリ美少女が三人も並ぶと、なかなかに壮観だった。こころがぴょんぴょんしてきそうな感じといえば、わかりやすいだろうか。わかんなくてもわかれ。

「先生、今日は貴重なお時間を割いていただき、ありがとうございます」

「ん、構わんよ」

　律りち儀ぎにお礼を言う藤花に、鷹おう揚ようにうなずく。

「ふたりとも、こちらがわたしの尊敬する天才漫画家である、天てん堂どうハル先生です」

　藤花は俺とロリ友達のあいだに立ち、それぞれを紹介してくれた。

「そして先生、彼女たちはわたしの親友である、丹たん沢ざわ千ち鶴づると小こ森もり紗さ奈なです」

　ふむ。ツインテが千鶴で、ショートが紗奈か。三人のうち藤花だけ下の名前というのもバランスが悪い。ふたりとも名前で呼ばせてもらおう。

「天才というほどのもんじゃないけど、よろしくな」

「……よろしく」「……うん」

　謙けん遜そんして挨拶すると、いちおうふたりとも返してくれた。でもちょっと素っ気ない。

　漫画家に興味があるなら、もっと嬉うれしそうにしてくれてもいいのに。

　人見知りしているのだろうか？　あるいは、友達の知り合いとはいえ初対面の相手、それも年上の男だし、緊張しているのかもしれない。

　ふたりは俺のことをじぃーというＳＥが聞こえてきそうなほどまじまじと見つめ、

「──」「──」

　なにやらこそこそとささやき合う。なんだろう。『さすが藤花が尊敬する先生だけあってカッコイイね！』と言っているわけじゃないのはわかるけど……。

「どうしたんですか？」

　藤花が不思議そうに小首をかしげた。

「うん、ちょっとね」

　千ち鶴づるは藤とう花かに微笑ほほえみかけ、麻ま耶やさんをちょいちょいと手招きする。

「はい」

　麻耶さんは千鶴に歩み寄り、手を前に組んだ状態ですこしかがむ。何気におっぱいが強調される姿勢だ。思わず視線が誘導される。その隙に千鶴が耳打ちしていた。

　……また内緒話か。藤花の友達なので不愉快な気持ちにはならないが、すこし失礼ではある。まあ、スウェットで会うほうがよっぽど失礼だと思うけど。

「────」「……承知しました」

　話がまとまったらしい。麻耶さんはうやうやしくうなずき、藤花のほうを向いた。

「すいません、藤花。ちょっと緊急でお返事しなければいけない案件があったのを忘れていました。十分ほどで済むので、来てもらっていいですか？」

「え、いまですか？」

「はい。千鶴さまのお父さまも関わっている案件なので、お願いします」

　と、頭を下げる麻耶さん。

「お願い藤花」

　千鶴も申し訳なさそうに手を合わせた。

「んー、そういうことなら、しょうがないですね。わかりました」

　あきらかに建前だと思ったけど、純真な藤花はあっさり信じたようだ。

「すいません。ではいきなりで恐縮ですが、すこし席を外します。そのあいだ先生と千鶴と紗さ奈なの三人で、親睦を深めていてください」

「戻るついでにお茶とケーキをお持ちします」

　深々とお辞儀をして、藤花と麻耶さんが部屋から出ていく。

　千鶴はそれを見送ると、さきほど以上にぶしつけな態度で言い放った。

「不合格よ」

「……え、なにが？」

　いきなりそんなことを言われても、まったく意味がわからない。

「あんたには、藤花のそばにいる資格がないって言ってるの」

　敵意丸出しである。どうやらこのために藤花をここから遠ざけたようだ。

　さすがつり目のツインテ。期待を裏切らないツンツンぶりである。

　俺は余裕の笑みを浮かべ、「それは、どうして？」と訊たずねた。

「だってあんた……ダメ人間でしょ？」

「…………」

　ぐうの音ねも出なかった。

　俺の正体を一目で見抜くとは……このツインテ、ただのロリじゃないぞ。

　さすが藤とう花かの友達といったところか……。

　俺は動揺を押し殺し、肩をすくめた。

「おいおい、いきなりひどいな。いったい俺のどこがダメ人間なんだよ？」

「平日の昼間にその格好、どこからどう見てもダメ人間じゃない」

「…………」

　ぐうの音ねも出なかった（二十秒ぶり二回目）。

　くっ、よかれと思ったけど、漫画家ルックが裏目に出てしまったか……。

「あと、麻ま耶やさんからだいたいのことは聞いてるし」

　なんだと！　あのたわわおっぱいめ！

　主あるじが不利になる情報を渡すとは、とんだ裏切りメイドである。

　巨乳じゃなければ即刻解雇しているところだ。巨乳なので許すけど。

「藤花ほど才能豊かで、素晴らしい女の子はこの世にいないの。あんたみたいなやつがそばにいていい相手じゃないのよ」

　千ち鶴づるは吐き捨てるように言う。もっともだとは思うけど、

「でも、それを望んでいるのは藤花自身だよ？」

　ついつい反論してしまった。

「……まあ、そうね」

　悔しげにうなずく千鶴。どうやらそこまで頭が固いわけでもないようだ。

「だから直接あんたと会って、それで納得できたら引き下がるつもりだったわよ。でも、こんな見るからにダメ人間だったなんて……友達として認めるわけにはいかないわ」

　そうか。それで最初の『不合格』か。

「ちなみに紗さ奈なも同じ考え？」

　黙ったままの紗奈に話を振ってみる。

「……ぼくは、藤花のしたいようにすればいいと思う」

　紗奈は目を伏せて、小さな声で答えた。まさかのぼくっ娘こだった。

「でも、藤花と遊ぶ時間が減っちゃうのは……さびしい」

「あぁ……」

　たしかに学校も仕事もないとき、藤花は基本的に俺のそばで過ごしていた。

　それは友達と遊ぶより、俺との時間を優先していたということだったのか……。

　思わぬ事情を知って、ちょっと申し訳ない気持ちになる。

「千鶴も藤花と遊べないからって毎日すねてた」

「──ちょ、紗奈！　それは言わない約束でしょ!?」

　悪気なく暴露した紗奈を、千鶴が慌てて注意する。

「……でも、ほんとのことだし」

「だからってこいつの前で言わなくてもいいじゃない！」

　千ち鶴づるは顔を真っ赤にして怒鳴った。

　理路整然と話すことができ、ずいぶんと大人びた思考をすると思ったけど……やはり小学生といったところか。その姿は年相応の女の子に見えた。

　なるほど。

　要するにこのふたりは藤とう花かのことが大好きで、藤花ともっと遊びたいらしい。

　そう思えば、生意気な態度も許容できる。かわいいとさえ感じた。

「とにかく、あんたは身のほどを知って、藤花のそばから離れなさい！」

　紗さ奈なと言い合うのをやめて、千鶴の矛ほこ先さきがこちらに戻ってきた。

　もちろん、答えは決まっている。

「──お金を払うと言ったらどう？」

　俺が断ろうとしているのを察したのか、千鶴が先回りするように言った。

「藤花ほどじゃないけど、あたしも紗奈もそれなりに投資で稼いでるの。一億くらいならすぐにでも用意できるわ」

　まじか。投資家ロリ美少女三人組って。漫画家がこう言うのもなんだけど、漫画みたいなグループだな。類友ここに極まれりって感じである。

　というか、実際このまま漫画のキャラにしちゃうのもありか？












「ほかにも希望を言ってくれたら、できるだけ叶かなえる努力をするわ。家がほしいならここと同じレベルのものを提供する。どう？　悪い話じゃないはずよ」

「……そうだな」

　キャラうんぬんの思案はいったん打ち切り、俺は苦笑して答えた。

「だが断る」

　正直、いまさらこのパロネタを口にするのはどうかと思うけど、こんなあつらえたような場面に出くわせば、漫画家として言わずにはおれなかった。

「……なんでよ」

　千ち鶴づるがふくれ面になる。

「理由はふたつある。ひとつは、藤とう花かが俺のファンだから。ファンの要望にはできるだけ応えたい。そしてもうひとつは、単純に俺も藤花のことが好きだからだ」

　もちろん異性としてではなく、ひとりの人間として。

　ヒモであることを抜きにしても、これからも藤花とは付き合っていきたい。

　言うまでもなく、麻ま耶やさんとも。

　どれだけ金を積まれても、このふたりがいる家を出ていくつもりはなかった。

　というか、現状でも金銭面ではまったく不自由してないし。

　ヒモ生活、全力でエンジョイしてますし。

　だからもし交渉に応じるとしたら、相手が藤花以上に俺を評価してくれる美少女で、そこに麻耶さん以上の巨乳美女がついていることだ。

　まあ、そんなもん、世界中探しても見つかりっこないけど。

「……藤花のことが好きって、ロリコンなの？」

　千鶴が険しい目つきになる。

「ちがう。そういう意味じゃない」

「じゃあどういう意味よ」

「だいたいきみたちと同じだよ。一緒に遊んでいて楽しいってこと」

　ふっと微笑ほほえむ。

「だから俺はきみたちの敵じゃない。むしろ仲良くなれると思う」

「はあ？　誰があんたなんかと」

「そう言うなって。俺と友達になってくれたら、毎日ここに来てもいいぞ？　そしたら、藤花と遊ぶ時間が減ることもないだろ」

「む……」

　一考の価値があると思ったのか、千鶴は押し黙った。

　代わりに紗さ奈なが口を開く。

「ぼくはそれでいいと思う。みんなしあわせで、だれも損しない」

「……でも紗さ奈な、こいつはダメ人間なのよ？」

「うん。だけど、そうだとしても、悪い人ではないと思う。オーラでわかる」

　オーラて。スピリチュアルやね。もしかして投資先もそんな感じで決めてたりして。

「……わかった」

　千ち鶴づるは嘆息してうなずいた。

「紗奈に免じて、とりあえず様子見ってことで手を打ってあげるわ」

　またずいぶん上からな物言いである。

　そんな態度だと千鶴はこの部屋に入れてあげないぞ？　と言うのは意地悪すぎるか。

　基本的に俺が意地悪をする相手は、巨乳のお姉さんだけだからな。好みのタイプにちょっかいをかける小学生か、とツッコまれたら返す言葉はない。

　そこそこ円満に話がまとまったところで──コンコン。

　控えめなノックがして、ドアが開かれる。

「すいません、ただいまです」

　藤とう花かと麻ま耶やさんが戻ってきた。

　麻耶さんの手にはトレーがあり、四人ぶんの紅茶とショートケーキが乗っていた。

　ロリ三人はアシスタント用のデスクを使うことにして、麻耶さんは各自の前に並べてくれた。なんで麻耶さんのぶんはないんだろ？　と思ったら、

「残念ながら私はまだ仕事がありますので、いったん失礼させていただきます」

　ということだった。本当に残念だけど、引き留めるわけにもいかない。

「なにかありましたら、ご遠慮なくお呼びください」

　そう告げて、麻耶さんが退室する。

　おかげで巨乳率がゼロパーセントになり、ロリハーレムが完成してしまった。

「わたしがいないあいだ、なにかお話しはされましたか？」

　みんながケーキに手をつけたところで、藤花が話を振った。

　千鶴が答える。

「あー、うん。ちょっとした世間話をね。それで、このあと仕事の見学をさせてもらうことになったわ」

　金をやるからあたしの友達と縁を切れ、というのが世間話なのか……。

　ある意味とても金持ちらしいのかもしんないけど（偏見）。

　しかも仕事の見学とか勝手に決めてるし……。まあ、べつにいいんだけどさ。

「それはとても貴重な体験ができますね。ありがとうございます、先生」

　藤花は嬉うれしそうに微笑ほほえみ、丁寧にお礼を述べてくれた。

「……藤花、よっぽどこの人が好きなんだね」

　紗奈がしみじみと言う。

「はい、とてもお慕いしております」

　藤とう花かは照れることなくまっすぐ答えた。おかげで俺が照れそうだった。

　そのやりとりを見ていた千ち鶴づるは、ぐぬぬっと悔しそうな顔をしていた。







「じゃ、さっそく仕事をはじめなさい。あたしがしっかりこの目で見てあげるから」

　本当の意味での世間話をしつつケーキを食べ終えると、千鶴が不遜に告げた。

　まるで査察みたいだ。

　ちょっとでも瑕か疵しがあったら指摘してやるから覚悟しなさいよ、といった感じ。

「……たのしみ」

　紗さ奈なは意外にわくわくしているようだった。単純に漫画が好きなのかもしれない。

『ぼく』とか『オーラ』とかをナチュラルに使うあたり、ちょっと中二病っぽいし。

　さて、どうしたものか。

　俺は考える。

　さすがにいまこの場で原稿を描くことはできない。

　ならそれ以外のいかにも漫画家っぽい作業──ネームを切ったり、キャラデザを作ったり──を見せるのがいいだろう。

　しかしそれにはひとつ、重要なものが不足していた。

　俺のやる気である。

　そりゃポーズだけならいくらでもできる。

　紙とペンさえあればとりあえず絵を描いてしまうのが漫画家という生物だし。

　けど、千鶴と紗奈は藤花の友達である。そしてついさっき、俺の友達にもなった。

　友達の前で取り繕うような真ま似ねはするべきじゃないし、したくもない。

　ならば、ありのままの姿を見せるしかあるまい。漫画家の仕事というイメージにはそぐわないかもしれないが、それが誠実な対応というものだろう。うん。

「よし、じゃあ三人ともこっちに来て」

　そう声をかけ、デスクから離れてベッドに向かう。真ん中あたりにダイブ。

　うつぶせに近い姿勢になり、放置していた携帯ゲーム機を手に取る。

　素直についてきた三人も、ベッドの上に乗った。

　キングサイズなので、スペースにはぜんぜん余裕がある。

　俺はゲーム機のスリープモードを解除した。さきほどプレイ中だった画面が表示される。

　三人は身を乗り出すようにして、それぞれ興味深そうにのぞきこんできた。

「それはたしか、先生がおととい買ったばかりのゲームですね」

　藤花は俺の右側から。藤花の肩と俺の腕がぴったりふれあう。

「へえ、それで仕事ができるのね。専用のアプリでも入ってるの？」

　千ち鶴づるは俺の左側から。こちらも発言したとおりしっかり見たいのか、身体をむぎゅっと密着させてくる。

「……あ、これ、ぼくも持ってるよ」

　紗さ奈なは大胆にも俺の背中に乗っかり、すぐ後ろから顔を出した。

　……誰も乗っていいとは言ってないんだよなぁ。

　左右はいいとして、さすがに上は想定外である。

「ちょ、ちょっと紗奈、先生に乗るなんてずる──失礼ですよっ」

　見かねたのか、藤とう花かが注意してくれた。でも『ずるい』って言いかけてなかった？

「……ここが一番見やすいからしょうがない」

「しょうがあります」

「いや、べつにいいよ」

　こんなことで言い争いになってもあれなので、俺は割って入った。

「紗奈、めっちゃ軽いし。問題ない」

「……まあ、先生がそうおっしゃるなら」

　と引き下がった藤花だけど、珍しくむくれた様子だった。無言の抗議なのか、身体をぐいぐいと押しつけてくる。ほとんど横から寄りかかられているようなものだ。

　……こちらも軽いから大丈夫だけど、地味に暑いな。

　ベッドの上で三方をロリの体温に囲まれれば、それも当然である。

　ケーキの余韻なのか、イチゴにも似た甘い香りが鼻孔をくすぐる。

　ぷにっとしたやわらかな感触に、小さくてもやっぱり女子なんだなと思う。

　なんつーか、俺が年上の巨乳好きでよかったよ。これでもしロリコンだったら理性はとうに崩壊し、よからぬことをしでかし、麻ま耶やさんに殺されてしまうところだった。

　まあ、暑さは我慢することにしよう。

　三人は特に気にしている様子はないので、これでちょうどいいみたいだし。

　俺はゲームを再開する。人気のアクションＲＰＧだ。魅力的なキャラたちと冒険をして、強い武器を作り、最強のドラゴンを倒すのが目的である。このゲームのもっとも素晴らしい点は、巨乳キャラがアクションをするときちんとおっぱいが揺れる点だ。これだけでも星５のレビューをつけてもいい。

　現在ゲームの進行は中盤に入ったところだ。いったん本筋から外れて武器の素材を集めていた。レアモンスターを探しては狩るという作業を三十分ほど続ける。プレイしてても微妙に退屈なので、見ているほうはもっとしんどいかなと思ったけど、

「先生っ、また敵が出ましたっ。がんばってください！」

「……すごい、また倒した。にいさま、じょうず」

　藤とう花かと紗さ奈なは楽しそうに観戦してくれた。

　特に紗奈はあきらかに俺を見る目が変わり、いつの間にか俺を『にいさま』と呼ぶようになっていた。『お兄ちゃん』ではなく『にいさま』というところが、また中二っぽい……。まあ、俺も中二的なものは好きなので、おおいに望むところだけど。

　問題は……やはりというか、千ち鶴づるだった。

　八体目のミスリルワイバーンを撃破したところで、突然キレた。

「──これのどこが仕事なのよ!?」

「うわっ」

　耳元で叫ばれて、俺はたいそう驚く。

「……千鶴、いきなりどうしたんですか？」

「……びっくりした」

　藤花と紗奈も戸惑ったように言った。

「どうしたもこうしたもないわよ！　さっきからずっとゲームしてるだけじゃない！」

「それがなにか問題ですか？」

「問題しかないわよ！」

「……なぜです？」

「あのね藤花、この際だからはっきり言わせてもらうけどね」

　千鶴はびしっと俺を指さした。




「こいつはいわゆるヒモってやつよ！」




「──っ」

　身もふたもない肩書きを口にされ、俺は絶句してしまった。

　じ、事実だけどさぁ！　それは言わない約束だろ!?

　自分から開き直るぶんにはいいけど、他人から言われたらおしまいじゃん！

「ひもってなんですか？」

　藤花はきょとんと疑問符を浮かべる。

「女性に貢みつがせてばかりで、自分は一切労働をしないダメな男のことよ」

　千鶴は実にわかりやすく解説してくれやがった。

　鼓動が速まる。

　──もし。

　もし藤花が千鶴の言うことを信じてしまい、俺をヒモ認定してしまったら。

　そして俺みたいなやつは、この家に置いておく価値がないと判断されてしまったら。

　……俺は、この生活を失ってしまう。

　いくらでも惰だ眠みんをむさぼれて、好きなだけアニメやゲームを楽しめて、豪華な食事にありつけて、ほしいものはなんでもポチれて、見たいときに極上のおっぱいを見ることができて、俺の漫画がいかに素晴らしいか褒ほめてくれる美少女がいる、この究極の暮らしを！

　……頼む、藤とう花か。信じてくれ。

　俺はヒモじゃない！　いや、ヒモだけど！　なんていうかその、ただのヒモじゃないんだ！　援助する価値のあるヒモなんだ！　たしかにいまは漫画を描いてないけどそのうちたぶんおそらく描くし！　いつか本気出すし！

　祈るような思いで、ハラハラしながら藤花の次の言葉を待った。

　藤花はくすりと笑って、口を開く。

「だったら先生はちがうじゃないですか。先生は、ダメな人ではありません」

　──やっぱり藤花は天使だった！

　心の中で『勝訴』と書かれた紙を広げる。どでかいだるまの目に墨を入れる。

　はっはっは、聞いたか千ち鶴づる！　俺は決してダメなんかじゃない！

　天使に認められた特別な存在なのだ！　俺はここにいてもいいんだ！

「は？　なんでよ？」

　千鶴は納得できないのか、不服そうに訊たずねた。

「だってこのとおり、きちんとお仕事をしているじゃないですか」

「いや、だからゲームしてるだけじゃん。こんなの仕事じゃないわ」

「それはちがいます」

「……な、なにがちがうのよ」

　藤花にぴしゃりと否定され、千鶴がたじろぐ。

「千鶴は漫画の素人しろうとだからわからないかもしれませんが、漫画家さんのお仕事は絵を描くことだけじゃないんです。いい漫画を描くためにはいい作品にいっぱいふれなければいけませんし、流行を把握するために最新のコンテンツを追う必要もあります。それ以外にも先生には深遠な考えがいろいろあるんです」

「えぇー、ほんとに？」

「本当です。ですよね、先生」

「まったくそのとおりだ」

　藤花に話を振られ、重々しくうなずいた。

　折にふれてはインプットの大切さを説いてきて、本当によかった……。

「さすがは俺のファン一号だな」

　ごほうびとばかりに、よしよしと藤花の頭をなでる。

「えへへ、ありがとうございます」

　藤花は嬉うれしそうに目を細めた。かわいい。

　対照的に、千ち鶴づるのごきげんはななめになる。

「……というかさ、そもそもこの人、本当に漫画家なの？」

「なにを言っているんですか。当たり前じゃないですか」

「でも、そのわりには手とか綺き麗れいすぎない？　インクのあととか一切ついてないじゃん。つまり今日はなにも描いてないってことでしょ？」

　うっ……するどい。そういうスペックの高さを発揮するのは投資のときだけにして、こういうところではもうちょっと子どもらしく抑えてほしい。

「百歩譲ってゲームが必要なことだとしても、ペンすら握ってないのはおかしいでしょ」

「……そういえば、先生の手はだいたいいつも綺麗ですね」

　いかん。流れが千鶴に傾いてしまう。

「いや、おかしくはないぞ」

　主導権を握るために、ここは自ら反論させてもらう。

「手についてはあれだ、べつにいつもインクを使うわけじゃないからな。俺の場合ネームは鉛筆かシャーペンだし、デジタルでの作業もあるし。さらに言うと、多くのクリエイターがそうであるように、俺も夜型の生活だからな。本気を出すのは日が暮れてからなんだよ。だから藤とう花かが起きているときは、ほとんど手が汚れていないんだ」

「あ、そうだったんですね」

　藤花は合点がいったように微笑ほほえんだ。

　しかし千鶴は一筋縄ではいかない。

「ふうん」と鼻を鳴らし、「じゃあ昨日の夜は何枚描いたのよ？」と訊たずねてきた。

　……あぁ、それ訊きいちゃう？

　痛すぎるところを突かれて、俺は思わず目をそらした。

「ねえ、答えなさいよ。何枚描いたわけ？」

　進しん捗ちよくのことで、噓うそをつくのはためらわれた。

　前にそれをやってしまい、夕ゆ莉りちゃんに死ぬほど怒られたことがあるからだ。

　締め切りを破ってもそれだけはやるなと。

　だから俺は正直に答えた。

「…………まい」

「え？　聞こえない。もっと大きな声で言いなさい」

「ゼロだ」

「……ちなみにこの一週間では？」

「……ゼロ」

「ほら！　やっぱダメ人間じゃん！」

　我が意を得たりとばかりに、千鶴が弾だん劾がいする。

　反論の余地がねえ。完全にロンパされてしまった……。

「藤とう花か、目を覚まして。どう考えてもだまされてるよ」

「そんなことないです。先生はダメ人間じゃありません」

　真剣にさとす千ち鶴づるに、藤花はむっとして返す。

「あんまり先生のことを悪く言うなら、いくら千鶴でも怒りますよ？」

「……でも、あたしは藤花のためを思って言ってるんだよ」

「……ふたりとも、けんかはだめだよ」

　不穏な空気が流れて、紗さ奈ながおずおずとなだめた。

　俺としても、この展開は望むところではない。藤花がかばってくれるのは嬉うれしいけど、それで友達とケンカさせてしまってはヒモ失格である。ヒモというやつは、養ってくれる相手を幸せな気持ちにしてあげなければいけないのだ。

　しょうがない。藤花の顔を立てるためにも、俺自身の名誉を挽ばん回かいするためにも、今日遊びに来てくれたふたりを楽しませるためにも──ここは一肌脱ぐとするか。

「わかった。俺が漫画家だって証拠を見せればいいんだろ？」

　俺は不敵に笑って告げた。

「……まあ、そうね」

　千鶴はこちらを向いて、どこかほっとしたようにうなずく。

「んじゃ、いまから新作のキャラデザを作るわ」

「えっ、本当ですかっ？」

　わかりやすく藤花のテンションが上がった。

「ああ。その代わり、ちょっと協力してくれるか？」

「はいっ、もちろんですっ」

　きらきらとした笑顔で答えてくれた。

「千鶴もいいかな？」

「……まあ、あたしにできることなら」

　しぶしぶではあるが、こちらも了承してくれた。そして上からも声がかかる。

「にいさま、ぼくも手伝う」

「ありがとう紗奈。……じゃあ手はじめに、準備するからどいてくれる？」

「……ぼくはこのままでもいいよ？」

「いや、さすがにこの体勢で描くのはしんどい」

「……むぅ、わかった」

　紗奈は最後にぎゅぅーっと抱きつき、名残惜しそうにおりてくれた。

　くっ、かわいいな。いまの甘え方はぐっときた。そんなにそこが気に入ったか。やっぱ乗ったままでもいいよと言ってあげたくなる。

　……いやいや、ダメだ。遊びじゃなくて、真面目まじめに作業するのだ。







「というわけで、まずはこれに着替えてくれ」

「どういうわけよ!?」

　クローゼットから子どもサイズのメイド服を三着出してきて告げると、千ち鶴づるが叫んだ。

「いや、三人をモデルにしてキャラデザを作ろうと思って」

　藤とう花か、千鶴、紗さ奈な。三人はそれぞれいろんな意味で個性豊かで、さきほどちらりと考えたように、そのまま漫画のキャラとして落としこめそうな、とても秀逸な素材である。

　そして俺は、大量のコスプレ衣装を所持している。

　となれば、この機会を逃す手はなかった。

「だったらべつにこの格好のままでもいいじゃない！」

「イメージをふくらませたいんだよ」

　お嬢様学校の制服というのも悪くないけど、いろんなバリエーションが見たかった。

　漫画においてもっとも大切なのはキャラクターである。

　どんなにシナリオが優れていても、キャラを好きになってもらえなければ、基本的にその漫画はヒットしない。逆に言うと魅力的なキャラさえ作れてしまえば、九割方勝ったようなものである。その上で外見、デザインが重要なのは言うまでもない。

　そんな俺の想おもいをくみとってくれたのか、

「わかりました」

「……ぼくはもっとかっこいい服がいいんだけど……でも、にいさまのためなら」

　藤花と紗奈はすぐにメイド服を受け取ってくれた。千鶴が焦る。

「──ちょ、ふたりとも本気で言ってるの!?」

「はい」「うん」

「やめといたほうがいいって！　ぜったいやらしい目で見られるわよ！」

「そんなことありません」

　藤花はきっぱりと告げる。

「先生はクリエイターですから。あくまで作品のためで、よこしまな気持ちは皆無です」

「そんなの建前に決まってるわ！」

「いいえ。その証拠に先日コスプレした際も、とても紳士的に対応してくださいました」

「──すでに経験ずみなの!?」

「はい。ですから千鶴も安心して、先生に身をゆだねてください」

「で、でもこの人『まずは』って言ったわよ!?　一着だけじゃないってことよ!?　なにを着させられるかわかったもんじゃないわ！」

「先生の作品のためならわたし、どんな服だって着てみせます！」

「ぼくもがんばる」

「えぇ……」

　友達ふたりの説得に失敗して、げんなりする千ち鶴づる。

「千鶴はいやだったら見ているだけでもいいぞ？」

　強要するのはよくないのでそう言ってやる。

「うぅ……わかったわよ！　あたしも着るわよ！」

　友達思いで付き合いがいいのだろう。

　千鶴は盛大にため息をつき、ひったくるようにメイド服を受け取った。

「……で、どこで着替えればいいの？　まさか目の前でとは言わないわよね？」

　半眼でにらまれる。

「あー、そっか。どうしよう」

　いくら俺でも、そこまで鬼畜な要求はしない。

　一番簡単なのは俺が部屋の外に出て待つことだけど、何回も着替えてもらうつもりなので、それは少々面倒だ。わざわざべつの部屋に移動してもらうのも同じく面倒。かといって、廊下で着替えさせるのも悪いしな……。

「クローゼットのなかでいいのでは？」

　思案していると藤とう花かが提案してくれた。

「あ、それがいいや」

　採用する。この部屋にあるクローゼットはいわゆるウォークインというやつで、三人が着替えるくらいのスペースはあった。さっそく入ってもらう。

「おー、すごい」「……どんだけあんのよ」

　ずらりと並ぶコスプレ衣装に、紗さ奈なは感心したような声をあげ、千鶴はあきれたように言った。

「ふっ、すごいだろう」

　俺はにやりと笑い、自慢げに言う。実はアキバ以降もネットでちょいちょい買い足していたので、そこらのコスプレショップなんか目じゃないくらいの衣装数を誇っていた。

　ちなみに、いちおう俺の服もしまってある。全体の数パーセントしかないけど。

「んじゃ、着替えるからあんたは出ていきなさい」

「はいよ」

　千鶴に追い出され、俺はクローゼットの扉を閉めた。

　デスクに向かって、鉛筆とスケッチブックを用意する。

　そして待つこと五分ほど。

　メイド服に着替えた三人が、三者三様のアクションで出てきた。

「先生、どうですかっ？」

　正統派のロングワンピースで、満面の笑みを浮かべる藤とう花か。元気いっぱいで従順そうな感じがして、とてもよい。わんこだったらしっぽがぶんぶん振られているだろう。やはり笑顔は高ポイントだな。こんなメイドさんがいたら、そばにいるだけで癒いやされる。

「うぅ……屈くつ辱じよくだわ」

　ふともも全開のミニワンピで、羞恥に頰ほおを染める千ち鶴づる。しきりに裾を気にしてるせいで、むしろそこに視線が誘導されてしまう。ほっそりとしていて綺き麗れいな脚。どＭのロリコン紳士が見たら、さぞ踏まれたいと思うことだろう。主従逆転の可能性を感じる。

「……にゃん。すばやさがあがりそうで、わるくにゃい」

　ヘッドドレスがネコミミカチューシャになっていて、意外に満足げな紗さ奈な。何気に千鶴に負けず劣らずのミニなんだけど、こちらはあまり恥ずかしがってはいなかった。ただもう単純にかわいい。ネコミミと猫語の破壊力がやばい。めっちゃなでくりまわしてえ。

「おー、三人ともすげえ似合ってる！　宇宙一かわいいよ！」

　俺は心の底から絶賛した。いやまじで。純粋に可か憐れんだと思った。

「えへへ、ありがとうございますっ」

「……ふん、そんなの当たり前でしょ」

「にゃあ、にゃにゃん」

　これぞ眼がん福ぷくってやつだな。眺めているだけで心が洗われる。

　……もしかしたら、ロリの魅力はそこにあるのでは？　と思った。

　これが麻ま耶やさんだったら、おそらく色気を放ちすぎてしまうだろう。

　もちろん、それはそれで素晴らしくよいものだ。

　おっぱいさえあればなにもいらない、と俺は真剣に思っていた。

　でも、そうじゃないのかもしれない。なぜならずっとおっぱいだけだと、どきどきしすぎて疲れてしまうからだ。そういや考えてみれば、日常系に過剰なサービスシーンはほぼ存在しない。色気よりも萌もえなのだ。そうすることで安心して観みることができ、疲れた心にじわぁーっと優しさがしみわたるのだ。

　だからもし、このハイブリッドを作ることができれば。

　──おっぱいで刺激を、ロリで癒やしを。

　このふたつを両輪のごとくまわすことができれば。

　あらゆる憎しみから読者を解放し、誰もが幸せになれる世界を築くことができるのではないか？

　俺が求めていた理想が、そこにあるのではないか？

　もちろん口で言うほど簡単なことではないだろう。せっかくのハイブリッドも配分を間違えば、短所をかけ合わせたような惨さん憺たんたる結果になってしまう。

　でも、だからこそやり甲が斐いがあった。実現が難しい？　上等だ。

　そもそも俺が漫画家になりたいと思ったのは、それが楽そうな道だからじゃない。

　ただ、漫画を描きたいと思ったから描きはじめた。それだけである。

　そして俺は、この難題に挑みたいと思っている。

　究極のおっぱいと至高のロリが融合した、完全無欠の作品を。

　この手で描きたいと思っている。

「じゃあ悪いけど、三人とも机の前に並んでくれる？」

　スイッチが入った俺は感想もそこそこに、指示を出させてもらった。

「はい」「ん」「にゃあ」

　真面目まじめな雰囲気を感じ取ったのか、三人は素直に従ってくれた。

　さて、どんなポーズをしてもらおうか。

　数秒考えて、べつにデッサンするわけでもないんだし、動いてもらったほうがいいかと判断する。よし、とりあえず定番をおさえとくか。

「三人同時にお辞儀をしながら、『お帰りなさいませ、ご主人様』って言ってくれる？」

「はい」「えぇ、いやよそんなの」「にゃん」

　センターの千ち鶴づるだけ難色を示した。

「千鶴」「にゃっ」

　藤とう花かと紗さ奈なが咎とがめるような目で見る。

「え、乗り気じゃないのあたしだけ？」

「そうです。空気を読んでください」「にゃん」

「えぇー……というか紗奈はふつうにしゃべりなさいよ」

「にゃりきるには口調はたいせつ」

「それより千鶴、先生がお待ちしてます。せーので、やりますよ」

「……はいはい、やればいいんでしょやれば」

　千鶴はため息まじりにうなずいた。

　藤花が「せーの」と号令して、

「お帰りなさいませ、ご主人様っ」

「……オカエリナサイマセ、ゴシュジンサマ」

「おかえりにゃしゃいましぇ、ごしゅじゅんさま」

　一斉にお辞儀をする。

　声はばらばらだったけど、さすがお嬢様というべきか、実に綺き麗れいな所作であった。

　かわいいのは当然で、同じセリフでも個性が出るのがまたいいね。

　イメージも湧いてくるというものだ。

「いいねー、最高だよ」

　俺は右手で鉛筆をさらさらと走らせ、左手でぐっと親指を立てた。

「ふふ、けっこう気恥ずかしいですね」

「もうほんとそれよ……」

「にゃあ……かみかみだった……」

「でもふたりともかわいかったと思います」

「……あ、ありがと。藤とう花かには負けるけどね」

「にゃはは、千ち鶴づる照れてる」

「て、照れてないわよっ！」

　きゃあきゃあ言い合う三人をこのまま眺めていても飽きないけど、次の指示を出させてもらう。もうひとつ定番のやつをやってもらうか。

「じゃあ次は、両手でハートを作って『おいしくなあれ、もえもえきゅんっ』でお願い」

「えぇー……」

　ハートを左右に動かす振りつきで頼むと、千鶴はまた嫌そうな顔をした。が、

「千鶴」「……わかってるわよ」

　藤花にたしなめられ、今回はすぐに受け入れてくれた。

「いきますよ。せーの」

　一回目で慣れたのか、声もぴったりそろう。




「「「おいしくなにやあれ、もえもえきゅんっ」」」




　くはーっ、たまらんな！

　ふわっふわのロリボイスに、脳天がとろけそうだ。

　遅れてさまざまなイメージが駆け巡り、鉛筆が軽快に動いていく。

　よしよし、いい感じだ。こうなると次は、もうちょっとフェティシズムを強くしたいな。

「今度は藤花がセンターに立って」

「はい」

　藤花がふたりのあいだに入る。左から紗さ奈な、藤花、千鶴の順だ。

「そしたら千鶴と紗奈で、藤花のワンピースをたくしあげて」

「ふぇっ!?」

　藤花は顔を真っ赤にして驚き、もじもじと訴えてくる。

「せ、先生……それはちょっと、恥ずかしいんですけど……」

「ば、バカじゃないの!?」

　千鶴は藤花をかばうよう一歩前に出て、全力で罵ば倒とうしてきた。

　紗奈だけはマイペースを崩さず、「にゃ」と言って藤花のワンピースの裾を持つ。

「ちょっと紗さ奈な！」千ち鶴づるが注意する。

「……でも、にいさまのご命令」

「こんな変態の命令に従う義理はないわよ！」

「それは違うぞ」

　変態は聞き捨てならない。口を挟ませてもらう。

「なにがちがうのよ!?」

「俺は漫画家であって、変態じゃない」

　……まあ、漫画家という生物じたいが、どだい変態なんだけど。

　しかしそれはそれとして、俺にやましい気持ちがないのも本当だ。

　漫画のキャラデザを作るため、純粋に三人のかわいい姿が見たいだけである。

　ゆえに、毅き然ぜんとした態度で告げる。

「べつにやらしい意味で言っているんじゃない。あくまで漫画家として必要だから言っているんだ。それにたくしあげるといっても、パンツが見えるまでとは言ってない。ふたりの丈と同じくらいでいいから」

「そ、そういう問題じゃ──」

「千鶴、いいです」

　激げき昂こうする千鶴を藤とう花かがおしとどめる。

「先生、お手間をおかけしてすいません。わたしのワンピースをたくしあげることが、漫画にどうしても必要なんですよね？」

「ああ、必要だ」

　どうしてもかと言われるとそんなことはなかったけど、勢いでうなずいてしまった。

「わかりました」

　藤花は胸の前でぎゅっとこぶしを握った。

「──わたし、やります！」

「ちょ、藤花!?　なにやる気出してるのよ!?」

「大丈夫です千鶴。先生の漫画のためなら本望です」

「正気!?」

「はい。むしろ恥ずかしがっていたことが恥ずかしいです」

「よく言った藤花！」

「はい先生！　先生がお望みならわたし、パンツだって見せられます！」

「ダメよ藤花！　もっと自分を大切にして！」

「先生の漫画より大切なものなんてありません！」

「にゃあ……主人公を救うために、覚かく醒せいするヒロイン……これはあつい展開にゃ」

　紗奈はしみじみと言って、藤花のワンピースの裾を持ち直した。

　藤とう花かと見つめ合い、もはや言葉はいらないとばかりにうなずきあう。

「ありがとうございます、紗さ奈な。さあ千ち鶴づるも！」

「えぇ……」

「お願いします！　先生の漫画のため、引いては日本の文化のためなんです！」

「……女子のワンピースをまくらなきゃいけない文化なんて、滅びちゃってよくない？」

「よくありません！　日本が世界に誇る文化ですよ!?　協力してください！」

「……わ、わかったわよぉ……」

　藤花の剣けん幕まくに押され（というか流され）、千鶴もワンピースの裾を持った。

「どうぞ、やっちゃってください」

　藤花の声を合図に、千鶴と紗奈がゆっくりとワンピースをたくしあげていく。

　俺は固唾かたずをのんで、その光景を見守った。

　隠されていた神秘を暴くように、ふくらはぎ、膝小僧……そしてついに、光り輝くふとももがあらわになる。目の錯覚だろうか。一瞬、本当にそこが光って見えた。

　パンツが見えるぎりぎりで止められる。露出的には左右のふたりと大差なかったけど、なんとも形容しがたい独特の魅力を放っていた。

「せ、先生……どうぞ、ごらんになってください」

　藤花は耳まで真っ赤にしながら、健けな気げにもそう言ってくれる。

　その気持ちに報いるため、俺は遠慮なくまじまじと観察した。

「あぅ……」「がんばって藤花！」「ふぁいとにゃ」

　うむ。うむうむ。うむ！

　──これぞフェティシズム！　これぞチラリズム！

　ロリで露骨なエロには引いてしまう、けれどすこしはエッチな要素もほしい。

　そういったむっつり層のニーズを満たすには、やはりこれだと確信した。

　……いや、もしかしたらちょっとだけ、エロ成分強めかもしれないけど。

　まあ、いい。下手にセーブして無難な作品になっては意味がない。むしろまずはやりすぎなくらいやっちゃって、そこから作画のときに調整していけばいい。

「よし、もういいぞ」

　素早くスケッチを終えて言ってやる。ワンピースがふわりと元の長さに戻った。

　藤花は大きく息を吐き、「やりましたっ」と達成感に満ちた笑みを浮かべた。

「えらいわ藤花」「にゃかにゃかできることじゃにゃいにゃ」

　千鶴と紗奈はそんな藤花を労ねぎらう。

　しかし藤花は気を抜かない。

「まだまだ、これからです。先生、次はなにをすればいいですか？」

　鬼コーチの特訓に耐えるアスリートにも似た眼まな差ざしだった。

　──熱い。熱いぜ藤とう花か！

　ファンがこんなにもがんばってくれているのだ。これで燃えない漫画家はいない。

　ヒートアップした俺は、鉛筆を走らせながら次々と指示を飛ばしていく。

「今度は紗さ奈ながセンター！　藤花と千ち鶴づるは両側からぎゅっと抱きついて！」

「にゃ！」「はいっ」「こうね！」

　俺たちの情熱にあてられたのか、ここにきて千鶴も乗り気になってきた。

「藤花！　ボタンを外して鎖骨を見せて！」「はい！」

「千鶴！　もっとおしりをこっちに向けて！」「ええ！」

「紗奈！　さりげなくおへそを出してみようか！」「にゃあ！」

「三人ともくるっとまわってジャンプ！」「はいっ！」「えいっ！」「にゃっ！」

「床に膝をついて女め豹ひようのポーズ！」「「「にゃあああっー！」」」

　激しく動くことでちらちらパンツ的なものが見えていたけど、もはや誰も気にしない。

　無我の境地。マンガーズハイになっていた。

　もちろん衣装はメイド服だけにとどまらない。適宜交換してもらった。

　ナース服。チャイナドレス。ブルマ。バニーガール。エトセトラ……。

　上気する頰ほお。熱い吐息。かすかににじむ汗。

　これはもう、スポーツであり格闘技だ。












　漫画家ヒモとお嬢様ロリの真剣勝負コスプレパーテイー。

　アドレナリン全開で、俺たちは死力をつくした。

　いつまでもこの時間が続けばいいと──そう願いながら。




　しかし。

　人の生とはかくも短く、儚はかないものである。

　楽しく萌もえて、激しく燃える夢のような時間は、唐突に幕を下ろされた。




「なにしてるんですか」




　それはドライアイスよりも冷たく乾いた声だった。

　気がつくとドアが開いていて──無表情の麻ま耶やさんが立っていた。

「──っ!?」

　我に返ってロリ三人を見る。はだけた巫み女こ服で寝そべっていた。

　血の気が引いた。

　あんなに大好きだったおっぱいから、このときばかりは目をそらしたかった。

　だが、そういうわけにもいかない。

　どうにかしてこの修しゆ羅ら場ばを乗り切らなければ──俺に明日はない。

「……ま、麻耶さん、もう仕事は片づいたの？」

　心臓に氷柱つららをぶっ刺されたような心地で、俺は訊たずねた。

「ええ、おかげさまで。それで、もう一度うかがいますけど、なにをしているんですか？」

「「「…………」」」

　ロリ三人は麻耶さんの迫力にのまれたのか、言葉を失ったように俺を見つめた。

　俺はふるえながら口を開く。

「……漫画の、キャラデザの作成です」

「なるほど。その作業のためなら、藤とう花かたちが乱れた格好になるのも致し方ないと？」

「……そうです」

「わかりました。それはさておき、大事なお話がありますので、ちょっと来てもらっていいですか？」

「ちょっとって、ど、どこに……？」

「一階の仕事部屋でいいでしょう。藤花と千ち鶴づるさまと紗さ奈なさまは、風邪をひくといけないのでいますぐ着替えてください」

　三人はこくこくとうなずいた。

「では、いきましょうか」

　麻ま耶やさんが俺の腕をがしっとつかんだ。痛い。爪が深々と食いこんでいた。

　俺は麻耶さんに引かれるがまま部屋を出て、地獄への階段を一歩ずつおりていった。







　裁判は、ロープで拘束された状態ではじまった。

　麻耶さんの問いに、俺は誠実に答えた。

　本当に漫画のためだったこと。悪気はなかったこと。やましい気持ちはなかったこと。

　漫画家としての血が騒ぎ、調子に乗りすぎてしまったこと。反省していること。

　だから命だけは助けてくださいと、泣きながら懇願した。

　そこで麻耶さんはいったん席を外した。上にいる三人に事情聴取に行ったらしい。

　十分ほどで帰ってきた。

「……しょうがないので、今回は許してあげます。二度はありませんからね」

　麻耶さんは深々とため息をつき、執行猶予つきで釈放を言い渡した。

　ロープをほどきながら、上での話をしてくれる。

　どうやら三人がとても熱心に弁護してくれたらしい。

「すいません。私もちょっと頭に血が上ってしまって、すこしやりすぎました……」

　ロープのあとをやさしくなでて、麻耶さんはぽつりともらした。

「藤とう花かだけでなく、千ち鶴づるさまや紗さ奈なさまでファンにするなんて、あなたは本当に天才なのかもしれませんね……」







　部屋に戻るとロリ三人が俺のベッドに腹ばいで並び、スケッチブックを楽しそうにめくっていた。

「あ、先生！」

　藤花がいち早く俺に気づく。ベッドをおりて歩み寄ってきた。

「ご無事でしたか」

「なんとかね」

　苦笑して答える。

「……あんなに怒った麻耶は久々に見ました」

「……死ぬほど怖かったよ」

　無表情の麻耶さんを思い出し、ふたりしてぶるりとした。

「それで、その麻耶は？」

「千鶴と紗奈の家に電話してる」

　俺の所行を告発するため、ではなく、迎えの車を呼ぶためだ。

　時刻は午後六時を過ぎていた。

　一緒に夕食を食べてけばいいのにと思ったけど、残念ながら千ち鶴づると紗さ奈なはそれぞれ予定があるらしい。今日のところはここでお開きとなった。

「千鶴さま、紗奈さま。すぐに迎えが来ますので、ご準備をお願いします」

　手配が済んだようで、麻ま耶やさんも部屋にやってきた。

　反射的に身体がびくつき、鼓動が速くなる。もしや恋？　いいえ恐怖です。

「はーい」「……ん」

　と返事をしつつも、ふたりはなかなかベッドからおりようとしない。

　スケッチブックを見つめたままだ。そんなに面白いもの描いたかな……？

　まあでも、自分たちがモデルの絵が（ラフばかりとはいえ）大量にあれば、それだけで見ていて楽しいものかもしれない。

　この二時間ほどで、スケッチブックはほとんどすべてのページを使い切っていた。

　絵柄は頭身が低いデフォルメを効かせたものから、写実的なタッチまでさまざまだ。

　ただし今回は、藤とう花かとはじめて会ったときの教訓を生かし、そこまで過激な絵は描かなかった。記憶が飛んでる可能性もあるから、断言はできないけど……。

　もしそんな絵があって、麻耶さんに見られたら一大事である。

　緊張しながらベッドに乗り、横からのぞきこんでみた。

　幸いふつうの一枚絵だった。メイド服を着た三人が笑顔で手をつないでいる。どちらかといえばリアル寄りのタッチだ。今日の絵のなかではかなり丁寧に描いたやつである。

「……あたし、これが一番好き」

　俺のほうは見ずに、千鶴がつぶやいた。

「……ぼくはこれが好き」

　続いて紗奈がページを開く。魔法少女になった三人が謎の光線を発射していた。こちらは迫力重視の、いかにも漫画っぽいタッチである。キャラは雑だけど、そのぶん魔法やらの効果はそこそこがんばっているので、こちらもけっこう時間をかけた一枚だった。

「なんだ、そんなに気に入ってくれたのか？」

「……そうね。人間としてはともかく、ハルが漫画家として素晴らしいことは認めるわ」

　千鶴は小さく笑った。どこか悔しげではあったが、あきらかに態度が軟化していた。

　呼び捨てだけど、下の名前で呼んでくれたし。

　麻耶さんに思いきり叱しかられてしまったが、絵を描いた甲か斐いはあったというわけだ。

　まあ、画力が高いからって漫画家として素晴らしいかは、またべつの話だけど。

　実際、夕ゆ莉りちゃんからは絵だけはいい（ほかはダメ）って言われているわけだし。

　でも、過大評価してくれるぶんにはおおいに結構なので、あえて否定はしなかった。

　新たにふたりのロリに懐かれて、すっかり気をよくした俺はお礼もかねて言う。

「じゃあ今日の記念に、好きな絵を千ち鶴づると紗さ奈なにあげるよ」

「えっ、ほんとっ？」「いいの？」

　ふたりは即座に反応し、期待に満ちた眼まな差ざしを向けてきた。

「ああ。おかげでイメージはだいぶ固まったからな。なんなら一冊まるまるあげるよ」

「ありがとうっ！」「にいさま、ふとっぱら」

　ふたりは満面の笑みを浮かべて、どの絵をもらうかの相談をはじめた。

　そのやりとりを見ていた藤とう花かが慌てて口を挟む。

「ずるいです！　先生、わたしもほしいです！」

「あー、じゃあ三人で仲良くわけな」

　ジャンケンをはじめる三人を見て、麻ま耶やさんは口元をほころばせて注意した。

「なるべく早くしてくださいね」




　イラストを麻耶さんにファイリングしてもらい、ふたりはごきげんな様子で帰宅した。

　別れ際、玄関まで見送りをした俺に紗奈が言った。

「……またにいさまと遊びたい。また来てもいい？」

「もちろん、いつでもおいで」

　笑顔で頭をなでてやる。紗奈は照れたように顔を赤らめ「にゃ……」と言った。

「……ハル、あたしもいい？」

　千鶴も上うわ目め遣づかいで訊たずねてきた。

　こちらも「もちろん」と返事をして、同じようになでてやる。

　千鶴はいやがるかなと思ったけど、意外にも素直になでられてくれた。

「……えっと、それと……いろいろひどいこと言って、ごめんね」

　手を離すと、千鶴は気まずそうに謝ってくれた。

　自分に非があるときにきちんと謝れるかどうかは、地味にツンデレキャラの人気を左右する。このあたりも忘れずに、漫画にフィードバックしようと思った。

　といってもこの場合、千鶴に非はないんだけど。

　俺はにやりと笑い、藤花や紗奈には聞こえないよう小さな声で言った。

「気にするな。ぜんぶ正論だ」

「……っ」

　千鶴はびっくりしたように俺を見て、笑いながら怒った。

「やっぱりダメ人間じゃない！」




　そしてこれ以降。

　千鶴と紗奈は言葉どおり、たびたび俺の部屋に遊びに来るようになる。










　平日。午後三時過ぎ。

　ベッドに寝転びながらスマホでソーシャルゲームをプレイしていると、藤とう花かが学校から帰ってきた。

「ただいまですっ」

「遊びに来てやったわよ」

「にゃあ」

　藤花に続いて、千ち鶴づると紗さ奈なも入ってくる。室内におけるロリ密度が急上昇した。

　ちなみに、紗奈はネコミミをつけている。コスプレの一件で気に入ったらしく、遊びに来るときはたいてい装備していた。第一印象は気弱な人見知りだったのに、いまじゃすっかり気ままなネコ系キャラである。似合ってるし、かわいいからいいんだけど。

「おかえりー」と返事をしつつ、ぽちぽちゲームを進める。

「……挨拶のときくらい、ベッドからおりたらどうですか」

　麻ま耶やさんがあきれたように言った。ジュースとお菓子を客用のテーブル（千鶴と紗奈が頻繁に遊びに来るようになったので用意した）に並べて、ジト目を向けてくる。

「まあまあ、いいじゃないですか。それでこそ先生というものです」

　藤花が取りなしてくれた。千鶴と紗奈も同意する。

「そうね。いまさらハルが礼儀正しくなっても気持ち悪いし」

「にゃ。これがにいさまの個性」

「やー、照れるなー」

「……褒ほめられてはないですからね」

　麻耶さんはこれ見よがしにため息をつく。それでもお小言はやめてくれた。もともとの立場ゆえか、単に子どもには甘いのか、藤花たちの意見には弱いのである。

「先生、なにをやってるんですか？」

「げーむ？」

　藤花と紗奈がベッドに乗り、横からのぞきこんできた。

「そう。ソシャゲ」

　ふたりが見やすいよう、画面の角度を調整する。

「わー、綺き麗れいなグラフィックですね。なんというゲームですか？」

「『英雄コレクター』」

　三日前にリリースされたばかりで、これがなかなかよくできていた。

　ジャンルはＲＰＧ。基本無料でアイテムは課金制。

　タイトルどおり古今東西さまざまな英雄が美少女化されており、ストーリーやガチャで手に入れたそれらのキャラを駆使して敵を倒していく。戦闘はコマンドカードを選択して行うターン制で、単純だけど意外に奥が深い。

「……てゆーか、あんたはいつになったら漫画を描くわけ？」

　千ち鶴づるもベッドに乗り、野や暮ぼな質問をしてきた。

「……構想が完璧に固まったらだよ」

　というか、いつになったら描くか知りたいのはむしろ俺のほうだ。

　藤とう花かの家にやってきて、すでに三週間。驚くべきことに、未いまだに一枚も漫画を描いていなかった。つくづくヒモ生活とはおそろしいものである。

「メインのキャラクターは、おおよそできてるんですよね？」

「……まあね」

　藤花の問いにうなずく。

　これは噓うそじゃなかった。三人にコスプレしてもらったおかげで、お金持ちのロリ三人がいろんな衣装でさまざまな難題を解決していく、という企画を思いついていた。そしてこの主役三人については、デザインも性格もほぼ固まっている。

　しかし、それ以外は手つかずのままだった。三人がどういう難題と向き合い、どう活躍して、最後にどうなるのか、まったくのノープランである。

　……まあでも、あれだ。前にも言ったけど、漫画においてもっとも大事なのはキャラである。メインのキャラができている時点で五割、いや七割はできてるといってもいいだろう。なので焦る必要はまったくない。変に急いで企画をダメにしては元も子もないし、じっくり腰を据すえて取り組みたいと思っていた。

　そのためにはやはりインプットが不可欠である。

　……あ、そうだ。藤花に頼みたいことがあったのを思い出した。

「ところで藤花、このゲームに課金してもいい？」

　本や円盤（映像ソフト）など、すでに何度も買っているものはいちいち確認するとお互い面倒なので独断でぽちったりしているが、はじめて買うものに関してはいちおう許可をもらうことにしていた。

　つまりソシャゲの課金を頼むのは、これがはじめてというわけだ。

　できればこのまま無課金で楽しみたいと思っていたが──藤花の財力で課金したら簡単すぎて逆に楽しめなくなるので──今回ばかりはやむを得ない事情があった。

「もちろんいいですよ」

　藤花は笑顔で快諾してくれた。

「それが漫画に必要なんですよね？」

「そうそう」

「……ほんとにぃ？」千ち鶴づるが疑いの眼まな差ざしになる。

「ほんとだって。どうしてもほし──参考にしたいキャラがいるんだよね」

「にゃ、どれ？」紗さ奈なが興味津々といった感じで訊たずねてくる。

「これ」

　ガチャの画面に移行して、ひとりのキャラを指さした。

　おっぱいが大きな、ビキニアーマーの姫騎士である。レア度は最高のＳＳＲ。

　そもそもキービジュアルにこいつがいたから、俺はこのゲームをはじめたのだ。

　にもかかわらず、三日経たってもこのおっぱいを手に入れることができていなかった。

　リリースキャンペーンやクエストのクリア報酬などでもらった石（ガチャをまわすのに必要なアイテム）をさきほどすべて消費してしまい、かくなる上は課金するしかないと、苦く渋じゆうの決断をしたのだった。

「……にいさま。にゃんでこの人は、こんにゃ防御力が低そうにゃ鎧よろいを着てるの……？」

　紗奈が素朴な疑問を口にする。

「それがロマンだからだよ」

「ろまん？」

「先生はおっぱいに並々ならぬこだわりがある、ということです」

　小首をかしげる紗奈に、藤とう花かが俺に代わって説明した。だいたい合ってる。

「にゃー、ぼくにはまだむずかしいにゃ……」

「……紗奈さま、理解する必要はありませんよ」

　うなだれる紗奈を見かねたのか、麻ま耶やさんがフォローした。

　ちなみに、ジュースとお菓子の準備を終えた麻耶さんは、アシスタント用の椅子をわざわざベッドのそばに持ってきて、そこに座っている。麻耶さんもベッドに乗ればいいのにと思うが、先日そう言ったとき顔を真っ赤にして全力で拒否されてしまった。どうも男のベッドに乗るのが恥ずかしいらしい。エロ同人を読んでるくせに、とても純情なのだ。あるいはエロ同人を読んでいるからこそ、ベッドには乗りたくないのかもしれない……。

「ハル、あたしもひとつ訊きいていい？」

　今度は千鶴が口を開いた。

　俺は気軽にうなずく。すると予想外の、とんでもない質問が飛んできた。

「漫画の参考にするだけなら、べつに手に入れなくてもよくない？」

「──な、なんでそう思う？」

「だってネットで検索すれば、イラストとかセリフとか、だいたい出てくるでしょ？」

「…………」

　まったくもってそのとおりだった。このゲームには攻略サイトがあり、熱心なユーザーたちの手によって、ほぼすべてのデータが網羅されていた。

　さすが千ち鶴づる。俺の痛いところを的確に突いてきやがる……。

　俺は口ごもり、言い訳を考える。五秒で誰もが納得する論理がひらめいた。

「……た、たしかに千鶴の言うことには一理ある。表面的なデータが知りたいだけならそれでいいだろう。でも、漫画のためだったら絶対に自分で手に入れたほうがいい」

「なんでよ」

「アイデアとは、ガチャみたいなものだからだ」

「……どういうこと？」

　ぽかんとする千鶴。藤とう花かや紗さ奈な、麻ま耶やさんも理解できないようだった。

　べつにクイズではないので、もったいぶらずに解説する。

「どちらも求めているものが出るときは出るし、出ないときは出ない。だから験げんを担ぐために、さきにガチャのほうでレアキャラを出すんだよ」

「「「「…………」」」」

　俺の論理展開が完璧すぎたのか、美少女三人と美女ひとりは見事に沈黙した。

　十秒ほど静寂が続き、

「あははっ、さすがです先生！　その発想はなかったです！」

「にゃあ、にいさまは、ほんとにすごい」

　まず藤花と紗奈が絶賛してくれた。

　親友ふたりのリアクションに千鶴が「えっ!?」と驚く。

「いやいや、おかしいでしょ!?　ぜんぜん感心するところじゃないでしょ！　え、あたしがおかしいの？」

「……千鶴さま、深く考えたら負けですよ」

　麻耶さんはかぶりを振り、あきらめたように言った。

　うん、ご理解いただけて助かる。若干切ないけど。

　ともあれ、ガチャだ。念願のビキニアーマーを手に入れるのだ。

　俺はショップで石を一万円ぶん購入した。購入ボタンを押したとき、なんとも言いがたい罪悪感みたいなものがあった。あぁ……俺はもう、無課金ではないのだ……。

　しかしこれも、いい漫画を描くためである。

　──目当てのＳＳＲも出せなくて、漫画のアイデアが出せるかよ！

　そう心の中で叫び、自らを鼓こ舞ぶする。

　ショップからガチャの画面に戻り、『十回連続』のボタンをタップした。

『本当によろしいですか？』という確認メッセージが表示される。

「……よし、行くぞ」「……はい」「……にゃ」

　無意識にもれたつぶやきに、左右にくっついていた藤花と紗奈がシリアスにうなずく。

「あ、ちょっと待って。あたしもちゃんと見たい」

　すこし離れた位置にいた千ち鶴づるが移動して、俺の背中の上に乗った。

　……余談だけどベッドの上でなにかをするときは、ひとりは俺の上に乗るのがなぜか基本になっていた。

　ロリに包囲網を張られた俺は、ちらりと麻ま耶やさんをうかがってみる。いまなら来てくれるんじゃないかと期待したけど、残念ながら麻耶さんは動こうとしなかった。

　仕方ない。俺は「じゃあ改めて」と仕切り直した。

　大きく息を吐き、ボタンをタップ。十連ガチャをまわした。

　閃せん光こうがほとばしる派手な演出ののち、一枚ずつ入手したカードが表示される。

　レア度がＲの装備が六枚、ＳＲの装備が二枚、Ｒの英雄が二枚だった。

　ＳＳＲはゼロ。もちろんビキニアーマーは引けなかった……。

「……せ、先生、これはどうなんですか？」

　おずおずと訊たずねてくる藤とう花かに、俺は首を横に振った。

「……ひどい」

　まあ、一発で引けるとは思ってなかったけどさ。いや、それにしてもひでえ結果だ。

「で、でもっ、まだまだこれからですよね！」

「そ、そうよっ。あきらめなければいつかは出るわ！」

「にいさまならできるにゃ」

　露骨にテンションが下がった俺を三人が励ましてくれた。

　……ガチャをまわすだけで、こんなにもロリっ娘こたちから応援される男がほかにいるだろうか？　いやいない。彼女たちを笑顔にするためにも、俺は全力でガチャをまわす！

　俺は三人にうなずいてみせ、再びボタンをタップした。







　──そして。

　一万円ぶん使い切っても、ビキニアーマーは出なかった……。

　ほかのＳＳＲは一枚引けたので、全体で見るとまずまずだったけど、敗北感はぬぐい去れない。

　まあ、ソシャゲのガチャというのはたいていこんなものである。ＳＳＲが一枚出ただけでも十分じゃないか。これ以上はやめておけ。多くの人がそう考えるだろう。

　だけどここであきらめたら、俺は一生、この嫌な記憶を背負っていくことになる。

　男には逃げちゃいけない戦いがある。一度でも逃げたら癖になる。

　苦しいときに原稿から逃げるようになり、最後には夢からも逃げるようになる。

　だから撤退はしない。己が信じた道を突き進む。俺は男らしく藤花に告げた。

「──藤花。俺はまだ、戦いたい」

　言い方を変えただけで実質的には『ロリにガチャのお金を出してもらう』という、ヒモのなかでも限りなく最低の部類に入るものだったが、とにかく男らしく言ったのだ。

「頼む藤とう花か。俺にまわさせてくれ。俺を、男にしてくれ」

　藤花はにっこりと、天使の笑みを浮かべた。

「はい。どうぞ先生、好きなだけまわしてください」

「ありがとう！　ああ、出るまでまわすぜ！」

　もう誰にも止められない。覚悟を決めた俺は、戦場を駆ける兵士になった。

　どんな低確率にも立ち向かう、最強の課金兵に！　ボタンをタップ！

　ぽちっ。

　……出ない。

　ちくしょう。鼓動が速まり、背筋が冷たくなる。自分が払うわけでもないのに、庶民だった頃の金銭感覚がじわじわと俺を追い詰める。本や円盤なら同じ金額を使ってもこんな思いはしない。金を積んでもゴミにしかならないという事実が、途方もないストレスとなって襲ってくる。こんなことなら最初から引かなきゃよかったと思ってしまう。

　……落ち着け。まだ慌てるような時間じゃない。

　ＳＳＲが出る確率は１％。このゲームには現在、五枚のＳＳＲがあるので五分の一。

　単純に計算すると、０・２％。出なくて当たり前だ。長期戦を覚悟しろ。

　ぽちっ。

　ぽちっ。ぽちっ。ぽちっ。

　ぽちっ。ぽちっ。ぽちっ。ぽちっ。ぽちっ。ぽちっ。ぽちっ。

　数万円ぶんをあっという間に溶かした──そのとき。

　演出のエフェクトが変わった。

　通常は白い閃せん光こうがほとばしるのだけど、それが黄金になった。

　どきりと心臓がはねる。この時点でＳＲ以上が確定。さらに赤い光も混じる！

「──ＳＳＲ演出きた！」

「すごいです！」「あっ、なんかきれい！」「トキはみちたにゃ！」

　思わず叫ぶと、わっとロリたちが寄ってくる。

　甘苦しいロリ圧につぶされそうになるけど、それどころじゃない。

「これはついに出るぞ！」

「出ますか!?」「出るの!?」「出るにゃ!?」

　興奮が最高潮を迎え、たまりにたまっていた鬱うつ屈くつがいま──解き放たれる。

「──出たっ！」

　どばんっ！

　黄金がきらめき、ひときわ大きなＳＥが鳴り響いた、刹せつ那な。

　画面中央におっぱいが──ビキニアーマーが降臨していた。

「やった！」「やりましたね！」「やったじゃん！」「やったにゃ！」

　みんなして歓声をあげ、ぱちんとハイタッチをする。全身で勝利を分かち合った。

「ありがとう！　みんなのおかげだよ！」

「いいえ、先生があきらめずにがんばったからです！」

「そうね、ハルもたまにはやるじゃない！」

「にゃー、ぼくはにいさまのこと信じてた！」

「ありがとう！　ありがとう！」

　俺は好勝負を制したスポーツマンのように、実にすがすがしい気持ちになった。

　やー、めっちゃ気持ちいい。まったく、ロリ課金は最高だぜ！




　達成感でいっぱいになった俺は、このゲームをすべてクリアしたような気分になる。

　そのせいで、せっかく引けたのになんだか育てるのが面倒になってしまった。

　……まあ、藤とう花かたちがいるのにソシャゲを続けるのもなんだしな。

　アプリを終了して、それからはコンシューマーのテニスゲームで遊んだ。

　棒状のコントローラーを振り回し、みんなでわいわい盛り上がる。

　麻ま耶やさんにも参加してもらい、揺れるおっぱいを堪たん能のうさせてもらった。















　気がつくとすっかり日が暮れていた。

　お開きとなり、千ち鶴づると紗さ奈なが帰るのを見送る。

　いやあ今日も楽しかったなぁ、なんて思っていると──

「で、けっきょく漫画のアイデアは出たんですか？」

　麻ま耶やさんから無ぶ粋すいなツッコミをいただいた。

　俺は目をそらして、夜空を仰いだ。

「星が綺き麗れいだね」

「アイデアは」

「麻耶さん、それは言わない約束だよ」

「…………」

　麻耶さんの深いため息が、美しい星空に溶けていった。










「先生。突然で恐縮なんですけど今週末、一泊二日で温泉に行きませんか？」

　藤とう花かの家にやってきてもうすぐ一ヶか月げつになろうかという、六月中旬。

　夕食の席で藤花が話を持ちかけてきた。

「温泉？」

「はい。箱根のほうに新しくできるスパ施設で、ワイン風呂とかコーヒー風呂とか、変わったお風呂がたくさんあるみたいです。いまはプレオープン中なんですが、社長さんが知り合いで、もしよかったらと招待していただきまして」

「へえー」

　改めて金持ちってすげえな……と驚きつつ、重要なことを訊たずねる。

「それって混浴とかできるの？　いや、変な意味じゃなくてひとりだと寂しいし」

「大丈夫です。お風呂といっても水着なので、みんな一緒に楽しめますよ」

　……ああ、そういうパターンね。

　できれば裸のお付き合いがいいなーとは思うけど、まあ、いいか。

　麻耶さんの水着姿が拝めるなら、それだけでも遠出する価値はある。

　そうでなくとも、最近アニメの観みすぎで疲れがたまってるし、リフレッシュにちょうどよさそうだ。

　俺は喜んで藤とう花かの申し出を受けた。







　というわけで、週末。

　千ち鶴づると紗さ奈なも誘い、麻ま耶やさんの運転で、俺たちはそのスパ施設へとやってきた。

　十時前に出発して途中で軽い昼食をとり、到着したのは午後一時だ。

　逆算すると、三時間くらいかかったのか。

　といっても、俺の体感的には数分だった。昼夜逆転の生活を送っている俺は朝起きるのがとてもつらく、みんなが食事しているあいだも助手席でぐっすり寝させてもらったのだ。おかげで体調は万全になった。

　宿のチェックインは十四時からとのこと。藤花の権力を行使すればもっと早めることもできるだろうが、無理にそうする必要もない。水着やタオルは現地調達できるので、あまり荷物もなかったし。それぞれ一泊ぶんの着替えと、俺の漫画道具くらいだった。

　もちろん漫画道具を持ってきたからって、原稿をやるとは言ってない。

　温泉旅館で原稿というと漫画家よりは小説家のイメージが強いけど、前から軽い憧あこがれがあったので、気分だけでも味わってみようといちおう持ってきただけだ。それにしたってカバンひとつにまとまっている。ロッカーに入れとけば問題ない。

　受付をして、更衣室へ向かった。女性陣とはいったんわかれる。大切な人たちなので、できれば片時も離れたくはなかったけど……こればかりは致し方ない。

　ちゃちゃっと着替えを済ませ、男子更衣室を出る。

　広々とした温水プールが目の前に広がった。

　……おお、これはなかなか。いいじゃないか。

　説明を見ると、屋内エリアと屋外エリア、さらには水着なしの本格的な温泉もあるらしい。プレオープンだけあってほかに人はほとんどおらず、貸し切りに近かった。

　あとはここに巨乳水着美女がいればパーフェクトである。

　そして、シャワーのそばで待機すること十分ほど。

　そのパーフェクトな瞬間がやってくる。

　女子更衣室の前に忌いま々いましく立ちはだかる壁の向こうから。

　三人の天使とひとりの女神が、その姿をあらわした。

「すいません、先生。お待たせしました」

　まず目に入ったのは、先頭にいた藤花。

　桃色の花弁がセンスよくあしらわれた、白いセパレートタイプの水着だ。

　上はおへそがのぞくちっちゃなキャミソール、下はリボンのついたミニスカートといった感じで、藤とう花かの清せい楚そさと可か憐れんさを見事に引き立たせていた。文句なしにかわいい。俺がデザイナーだったらぜひモデルになってくれと、泣きながら土下座するレベルである。

「謝ることないわよ藤花。あたしたちの水着姿が見られるんだから、一時間待たせてもいいくらいだわ」

　続いて千ち鶴づる。

　オレンジのラインがアクセントになっている、パレオがついたビキニだ。

　ロリ三人のなかではもっとも露出が多かったけど、いやらしさは微み塵じんもない。はきはきとした千鶴らしく、健康的な印象だった。トレードマークのツインテールもよく映えている。千鶴の言葉どおり、数時間待ってでもこの姿が見たいという輩やからは、掃いて捨てるほどいるだろう。

「にゃー、お風呂がいっぱい」

　さらに続いて紗さ奈な。

　……まさかのスクール水着だった。

　わざわざ持参したのだろう。胸元には名札もあり、『さな』とひらがなで書かれていた。あざとい。実にあざとい。いったいどこでそんな知識を得たんだ？　と思ったけど、俺の部屋にある漫画の可能性が高いな……。

　しかも紗奈のあざとさは水着だけにとどまらない。

　なんとここでも、ネコミミを装着していた。どう考えても泳ぎにくそうだけど……まあ基本はお風呂だしな。ゆったりくつろげればそれでいいのだ。むしろネコミミがあることで俺が癒いやされるので理にかなっているとも言えた。

「……っ……」

　そして真打ち、麻ま耶やさん。

　ひとりだけ顔を真っ赤にして、うつむきがちに歩いていた。

　その破壊力に、俺はごくりと生唾をのむ。

　──すげえ。麻耶さんまじすげえ。なんだよそれ。けしからんにもほどがあるぞ！

　抜群のプロポーションを誇る彼女は期待どおりもっとも衝撃的で──予想の斜め上を行く水着姿をしていた。なぜか、フリルがついた純白のエプロンをつけていたのだ。むろんそういうデザインの水着なのではない。あきらかにメイド服のそれである。

　下に着ている水着は、真正面からだとわかりにくい。うっすら見えるシルエットから判断すると、黒のビキニだろうか。さりげなく横にずれて確認してみたら、やはりそうだった。ちくしょう。麻耶さんのビキニを覆い隠すとは、なんて邪魔なエプロンだ。

　そう思うのはど素人しろうとである。

　水着とエプロンのコラボレーション。

　すなわち水着エプロンは、まぎれもなく人類のひとつの到達点だ。男のロマンであるところの裸エプロンを出したいが、媒体やモデルによっては裸を出すのはハードルが高い。おそらくそういった状況で生まれたであろう、最前線で戦う男たちの創意工夫にあふれた、いわば叡えい智ちの結晶なのである。

　つまり端的に言うと、とてもエロい。

　だが、前に藤とう花かが贈ったメイド服ほど扇せん情じよう的てきでもない。

　だから変な罪悪感を覚えることもなく、堂々とチラ見することができた。

　──ロリのヒモになって、本当によかった！

　毎日のようにそう思って過ごしてきたけど、今日ほど強く実感したことはない。

　水着エプロンを邪道と考える人もなかにはいるかもしれないが、そういう人にはぜひこれを見てもらいたい。きっとその固定観念をぶっ壊してくれるはずだ。いやごめん。やっぱ俺が独り占めしたいから見せたくないわ。

「いやあ、最高だね！　みんなすっごく似合ってるよ！　超かわいい！」

　一瞬でテンションがマックスになった俺は、おおげさなくらい身振り手振りを交えて、けれど噓うそ偽いつわりのない気持ちで、みんなの水着姿を褒ほめ称たたえた。

「えへへ、ありがとうございますっ」

　藤花は嬉うれしそうにはにかんだ。かわいい。

「っ──へ、変な目で見たら殴るからね！　……でも、その、ありがと」

　千ち鶴づるはこぶしを握って俺を脅したあと、頰ほおを染めながらそっぽを向いて、まんざらでもなさそうにお礼を言った。かわいい。

「……にいさまの水着も、イケてる」

　紗さ奈なは珍しく照れてるのか、猫のようにした両手を顔の前に持ってきて、なぜか俺の水着を褒めてくれた。かわいい。

　ちなみに俺の水着は、ブルーのハーフパンツみたいなやつで、サングラスをつけた太陽がでかでかと描かれている。ダサカッコイイと思ってこれを選んだのだけど、俺が着たところで単にダサいだけだった。紗奈のセンスは謎である。

「……ぅぅ……」

　麻ま耶やさんは俺の視線から逃げるようにうつむき、ふとももの露出が気になるのか、しきりにエプロンの裾を引っ張っていた。が、それはあきらかに悪あく手しゆである。布地を押しつけることでおっぱいが強調され、胸の谷間がとんでもないことになっていた。こんなもん見るなというほうが無理だ。恥も外聞もなく、釘くぎづけになってしまう。エロかわいい。

「……先生」「……ハル」「……にいさま」

　ロリ三人がジト目になっていた。

　藤花からもそんな目で見られるということは、よほど露骨だったのだろう……。

　我に返った俺はごほんと咳せき払ばらいをして、さわやかに告げた。

「じゃあ、シャワーを浴びてさっそくいろんな風呂に入ってこうぜ！」

「「「…………」」」

「怪け我がには気をつけて、今日はとことん楽しむぞ！　おー！」

「……お、おーです」「……はいはい」「……にゃあ」

　右手を勢いよくあげて高らかに叫ぶと、三人は仕方なさそうに応じてくれた。

　ありがたい。大人の対応である。ロリだけど。







　シャワーを浴びた俺たちは、屋内にある変わり風呂を攻略していくことにした。

　まずはワイン風呂。お湯が鮮やかなブドウ色で、遠目から見てもインパクトがすごかった。湯気がもうもうと立ちこめ、あたりは豊かな香りでいっぱいである。壁際に巨大なワインボトルが設置されており、口から湯が注がれていた。

「おー、すごいな」「綺き麗れいですねー」「へえー、すごいじゃない」「にゃあ」

　めいめい感嘆の声をあげて、ワクワクしながら湯船に入る。

　──あぁ、あったけえ。まじで風呂だ。うむ、これは楽しいな。

　悠々と手足を伸ばし、大きく息をもらした。

　いやはや、これは原稿の疲れも吹き飛ぶわ。原稿描いてないけど。疲れたのはアニメの観みすぎでだけど。まあ、とにかく、最高だってことである。

「気持ちいいですねー」「うん、悪くないわ」「……ちょっと熱いにゃ」

　藤とう花かと千ち鶴づるはリラックスした様子で、紗さ奈なは顔をしかめていた。

「こっちは比較的ぬるいですよ」

「そうなの？」「ほんと？」

　藤花のそばに千鶴と紗奈が寄っていく。

「あ、ほんとだ」「にゃ……これならへいき」

　なるほど。どうやら微妙に温度差があるようだ。もしかしたら老ろう若にやく男なん女によ、誰でも楽しめるようわざとやっているのかもしれない。細やかな心配りである。

　せっかく広い湯船なのに、ロリたちは隅すみのほうで一カ所に集まってくつろぎはじめる。

　そして壁に書いてある『美肌効果が期待できます』という説明を読むと、お互いの身体にきゃっきゃとお湯をかけだした。わー、なんて微笑ほほえましい。ちょっとした悪霊なら浄化できそうな光景だった。

「では、わたしは千鶴にかけます」

「りょーかい、あたしは紗奈ね」

「にゃあー、ぼくは藤花に」

　しまいには、ろりろりしくゆりゆりしい、謎のトライアングルが形成されていた。いよいよ天使のたわむれっぽい。そんなことしなくても君たちの肌はハイパーぴちぴちじゃないか。いいぞもっとやれ。しっかりと目に焼きつける。あとで絵に起こすことにした。

　と、そんななか。湯船のそばでなぜか躊ちゆう躇ちよしている、おっぱい担当がひとり。

「麻ま耶やさん、なにしてんの？　早く入りなよ」

「……私は遠慮しておきます」

　声をかけると、麻耶さんは苦く渋じゆうに満ちた表情でかぶりを振った。

「なんで？　すげえ気持ちいいよ。入らなきゃもったいないって」

「……でも、エプロンは外さなきゃいけないですよね」

「あー、まあ、そうだね」

　マナー的にはそりゃ取ったほうがいいだろう。

　水着で入るスパに、そんなマナーがあるのかは知らんけど。

「てか、そもそもなんでエプロンをしてるの？」

「……せめてもの抵抗です」

「どういうこと？」

「……藤とう花かたちにすすめられてこの水着にしたんですが、着てみたら思った以上に恥ずかしくて、これにすがるしかなかったんです」

「ああ、そういうこと」

　おかげでより恥ずかしいことになってるよ、と教えてあげたほうがいいのだろうか。

　まあ、知らないほうが幸せなこともある。黙っておくことにした。

　それにしても藤花たちはグッジョブである。あとでめっちゃ褒ほめておこう。

「でも、せっかく来たんだし入りなよ。エプロンはいったん取ってさ」

「……無理です。恥ずかしすぎます」

「俺たちしかいないんだし、そんな気にすることないじゃん」

「……あなたに見られるのが恥ずかしいんです」

　風呂につかってもないのに、麻耶さんはのぼせたように頰ほおを上気させていた。

　どきりと胸が高鳴る。

　……………………うーん、めっちゃかわいいな……。

　いつになく弱々しい麻耶さんに、俺はナチュラルにときめいた。

　しかし、それはそれとして。

　入ってくれないのはやはりさびしい。ひとりでも楽しめない人がいたら、藤花たちも気を遣つかっちゃうかもしれないし。なによりエプロンを取った姿も見たい。

　湯船につかったまま麻耶さんに近づき、俺は言った。

「でも、だったら入っちゃったほうがいいんじゃない？」

「……なぜです？」

　眉まゆをひそめる麻ま耶やさん。俺はわざとらしくにやけて、両手の親指と人差し指で長方形を作った。エアカメラのポーズである。

「だって湯船に入ればお湯でなにも見えなくなるけど、そこに立ってたら綺き麗れいなおみ足はばっちり見えちゃうよ？」

「──み、見ないでくださいっ」

　麻耶さんはますます顔を赤らめ、脚をもじもじとすりあわせた。

　もちろんそんなことをしたって脚が隠れるわけじゃない。むしろエロいだけだ。

　そして最終的に俺の言葉に一理あると思ったらしく、

「……や、やっぱり入ることにしますっ」

　腰の結び目に指をかけ、エプロンをいそいそと外しはじめた。

　これがまた、どえらいセクシーな仕草である。

　見てはいけないものを見てしまった気持ちになり、思わず目をそらしてしまった。

　……ま、まあ、俺ってば意外に紳士だしな？　断じてチキンではない。

「あぁ──たしかに気持ちいいですね」

　麻耶さんは脱いだエプロンを縁に置き、ゆっくりと胸の上まで湯につかった。

「……ふう」

　…………その吐息がまた艶つやっぽい……。

　なんなのこの人？　俺におっぱい揉もんでほしいの？

　……やばい。ダメだこれ。本格的に変な気分になってしまう。

　だが、藤とう花かたちの前でそうなったらいろいろ破滅だ。

　わかった。ごめん。認めるよ。ぼくはチキン野郎です。だから戦略的撤退を許してくれ。

「……なあ、俺にもかけてー」

　敵の物量に屈した俺は、ロリのエデンへと避難した。

「はい、おまかせくださいっ」

「えぇー、仕方ないわねー」

「にいさまもマニャを吸収するといい」

　……マニャ？　ああ、マナのことか。わかりにくいわ。

　ともあれ。藤花から優しく、千ち鶴づるから乱暴に、紗さ奈なから丁寧にお湯をかけてもらい、俺はよこしまな心を浄化してもらった。




　……しかし。ワイン風呂からあがってすぐ。脳内はあっさりピンク色に戻される。

　麻耶さんが考えなしに、再びエプロンをつけたからだ。

　濡ぬれた身体でそんなことをしたらどうなるか？

　当然、エプロンはぴったりと肌に張りつき──透ける。

　薄い布ごしからのぞくけしからんおっぱい、引き締まったウエスト……。

　水着だとわかっていても、なんだか下着が透けているようにも見えてしまい、頭がくらくらとした。湯につかっていたこともあって、リアルに鼻血が出そうだ……。

「……どうしたんですか？」

　ふらつく俺に、麻ま耶やさんは不思議そうに小首をかしげた。

　自分がどれだけはしたない格好になっているか、かけらも理解してないようだ。

「……先生、のぼせちゃいました？」

「はあ？　十分も入ってないじゃない。だらしないわね……大丈夫？」

「……マニャを吸収しすぎた？」

　無む垢くな瞳で、心配そうに訊たずねてくる三人。

「や、ごめん。ちょっと立ちくらみしただけ」

　俺はなんだか罪悪感めいたものを覚えつつ、苦笑してみせた。

　それからは麻耶さんのほうはできるだけ見ないようにして、藤とう花かたちと楽しく遊んだ。

　こんなていたらくで、最初は混浴したいとか思ってたんだよなぁ……。

　うーん、甘く見てた。麻耶さんのおっぱい、おそるべしである。










　スパの開放時間は十八時までらしい。

　が、すでに目一杯遊んで疲れてきた俺たちは、十七時には引き上げることにした。

　着替えてフロントに行き、チェックインをする。

　部屋は俺だけハブられるかなと思ったけど、意外にもひとつだった。これは麻耶さんに夜よ這ばいをかけろってこと？　昼間は圧倒的おっぱいに屈したが、夜はひと味ちがうぜ？　なんて思いながら仲なか居いさんに案内してもらう。

「おー、すごいな」

　想像以上に広い和室だった。藤花邸の俺の部屋と同じくらいだろうか。窓からは初夏の山々と小川が見える。なんとも風情ふぜい豊かじゃないか。これぞ温泉宿って感じだな。

　大中小と三つのスペースがあり、それぞれふすまで仕切ることができた。実質、三つの寝室があるようなものだ。なるほど。これなら俺が混じっていてもさほど問題はなさそうだ。まあ、でなければ麻耶さんが承知しないだろう。

　仲居さんに淹いれてもらったお茶を飲みつつ、しばしまったりと休憩する。

　それからやや早めの夕食をいただいた。

　トロやアワビがたっぷり乗った舟盛り、ローストビーフ、カニが入った炊きこみご飯、その他いろいろ。当たり前のように豪勢な料理である。近頃すこしは舌が肥えてきた俺だけど、ついつい食べすぎてしまった。

「あはは、なに？　苦しいの？」

　いっぱいになったおなかを千ち鶴づるにつんつんされる。

「ちょ、勘弁して……」

　俺はいもむしのように這はって逃げた。見かねた藤とう花かが助けてくれる。

「千鶴。ダメですよ」

「はーい」

　藤花に『めっ』とされて、千鶴はおとなしく引き下がった。ふう、これで休め──

「にいさま、トランプしよ」

　──なかった。紗さ奈なが自分のカバンから新品のトランプを出してきた。

「うぅ、ごめん。もうちょっと待って」

「……にゃあ」

「ああ、わかった。やろうやろう」

　悲しそうにうつむかれ、慌てて前言撤回した。

　紗奈は三人のなかで一番ちっちゃいので、よりいっそう庇ひ護ご欲がかき立てられるのだ。

　まあ、トランプ程度ならやれなくはない。

　がんばって起き上がり、食休みがてら五人で定番の大富豪（あるいは大貧民）をした。

　麻ま耶やさんはルールを知らなかったらしく、みんなで教えてあげる。七を出したら『チチ流し』といっておっぱいをみんなに見せなきゃいけない、というここだけのローカルルールを作ろうかと思ったけど自じ重ちようした。そのルールだと麻耶さん以外も見せなきゃいけなくなるからね。

　一時間ほど遊んだ結果、藤花がダントツで、千鶴と紗奈が二位争い、麻耶さんは接待プレイなのかだいたい四位につけて、俺は最初から最後までほとんど大貧民だった。

　大富豪はゲームでも大富豪になるとか、なんの冗談だよ。それなりに運の要素が強いゲームなのに……。いや、だからこそなのかもしれない。俺の運は藤花に拾われた時点で使い切ってそうだし。

　トランプのあとは温泉に入った。水着なしのガチなやつだ。

　水着ありのスパは入場料さえ払えば誰でも入れるけど、こちらは宿泊客限定らしい。

　むろん混浴ではない。でも広々とした露天だった。しかもＧＷと夏休みのあいだという時期のおかげかほかの客はおらず、貸し切り状態だ。最高としか言いようがない。今日はずっとみんなと一緒だったので、ぼっちというのも気楽でよかった。

　……あぁ、やすらぐ。やっぱひとりの時間も必要だよなぁ……。

　ついつい長湯してしまった。あがったあとも脱衣所にあったマッサージチェアでぼーっとする。ふと時計を見ると、午後九時を過ぎていた。そろそろ戻るか……。

「あ、先生。おつかれさまです」

　脱衣所を出ると、待合用の椅子に浴衣ゆかた姿の藤とう花かが座っていた。

「あれ、もしかして待っててくれたの？」

「はい」

　藤花は立ち上がり、にっこりと微笑ほほえんだ。俺は失敗したなと思う。藤花の性格を考えれば、予想できなくもなかった。早く出ておくべきだったな。

「あー、悪いね」

「いえ、わたしが待ちたくて待ってただけですから」

「そっか。ありがと。……ほかのみんなは？」

「さきに部屋に戻っています」

　まあ、そりゃそうだよな。あ、てゆーか、早く出ていれば風呂上がりで浴衣姿の麻ま耶やさんを拝むことができたのか。うーん、やっぱり失敗したな……。

　まあでも。とりあえずは待っててくれた藤花に、称賛の言葉を贈ろう。

　藤花の全身をしみじみと眺めて言った。

「ところで……その浴衣、似合ってるな」

「──っ」

　しゅぼっという効果音が聞こえてきそうな勢いで、藤花は頰ほおを紅潮させた。

「……そ、そうですか？」

「ああ。かわいいよ」

　お世辞ではない。

　旅館が用意してくれたシンプルな浴衣を、藤花は見事に着こなしていた。

　そういや俺のコスプレコレクションには、あまり和服はなかったな。いまどきはゴスロリとの組み合わせとかもあるみたいだし、帰ったら探してぽちっておこう。

「えへへ……ありがとうございます。先生もよくお似合いですよ」

　藤花は嬉うれしそうにはにかみ、お返しとばかりに言ってくれた。こちらはまあ、お世辞だろう。でも否定するのもなんだ。「さんきゅー」と軽く答えた。

「んじゃ、部屋に戻ろうか」

　話に一区切りついたので、俺たちは並んで歩きはじめる。

　すると、藤花がゆったりとした浴衣の袖そでをつまんできた。びっくりして立ち止まる。

「……藤花？」

「あ、すいませんっ。なんかつかみやすそうだなと思って、つい……」

　本当に無意識だったのだろう。藤花は慌てて手を離し、恥ずかしそうにうつむいた。

　なんともかわいらしい反応である。俺は苦笑して、「べつにいいよ」と言った。

「いいんですか？」

「うん、俺の袖そででよければ」

　藤とう花かに近い、左側の腕をあげる。

「……あ、では、遠慮なく」

　藤花はうつむきがちのまま、おずおずとつまんだ。

「じゃあ、行こうか」

「……はい」

　再び歩き出す。俺が半歩先に行き、藤花がくっついてくる感じ。歩幅を狭くして、ゆっくりとした歩調を心がけた。

　露天風呂があったのは四階で、俺たちの部屋は二階だ。

　エレベーターに乗ったところで、フロントのそばにあった自販機を思い出した。

「そうだ。一階に寄ってジュースを買ってもいい？」

　風呂上がりで微妙にのどが渇かわいていた。部屋にも備えつけの冷蔵庫があり、ジュースくらい入っているだろうけど、下にはおみやげコーナーや、旅館ならではの古ぼけたゲームコーナーがある。ついでに見ていこうと思った。

「もちろんです」

　藤花は快く承知してくれた。むしろ嬉うれしそうだ。

「ごきげんだね。なにかいいことあった？」

「はい、ありまくりです」

「へえ、なにがあったの？」

　何気なく訊たずねると、藤花はいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「ふふ、内緒です」







　缶ジュースをそれぞれ一本買い、飲みながらレトロな筐きよう体たいゲームで遊んだ。

　最新のグラフィックと比べるとあまりにしょぼいけど、これはこれで新鮮だった。

　十分ほどでジュースを飲みきり、「そろそろ行こうか」と藤花に告げる。

　藤花はなぜか、残念そうな顔をした。

「ん？　どうした？」

「……あの、もうちょっとだけ、いませんか？」

「え、なんで？」

　意外に思って訊ねる。藤花は終始俺の袖をつまんだまま、俺がテキトーにプレイするのを横から見ているだけだった。退屈だろうと、むしろ早めに切り上げたのだけど。

「……えーと、その……」

　藤とう花かは顔を赤らめ、もじもじと言った。

「……せっかくですし、先生ともうちょっとだけ……ふたりきりでいたいです」

　珍しい申し出に、俺はきょとんとしてしまった。

　俺が甘えることはあっても、藤花から甘えられることはあまりない。

「えっと、その、最近は千ち鶴づると紗さ奈ながよく遊びに来てくれて、それはとても楽しいんですけど……でもなんというか、先生とふたりきりの時間が減ってしまったので……」

　藤花は言い訳するようにまくし立てる。

　なるほど。だいたいのみこめた。

　要するに、たまにはお兄ちゃんを独占したい、みたいな感じだろうか。

　旅行の非日常感もあって、なんとなくそういう気分になったのだろう。

「……だ、だめですか？」

「いいよ」

　上うわ目め遣づかいでねだる藤花に、俺は笑顔で承知した。

　なにしろ大事なファンだからな。断る理由は皆無だった。

　……とはいえ、このままゲームをしてるだけというのも微妙だな。

　どうせなら藤花も楽しませたい。

　エアホッケーみたいな、一緒にできるのがあればいいんだけど……。

　残念ながらそんなものは──あった。いや、エアホッケーではないけれど。

　ゲームコーナーの隣に開けたスペースがあり、そこに卓球台がふたつ置いてあった。

　ラケットもちゃんとあり、自由に使っていいみたいだ。ありがたい心遣いである。

　風呂のあとに運動するのもなんだけど、汗をかいたらまた温泉で流せばいい。

　それこそ、温泉旅行の醍だい醐ご味みというものだ。

　というわけで藤花を卓球に誘う。

「え……わたし、その……は、はじめてなんですけど、大丈夫ですか？」

　藤花は不安そうに言った。

「大丈夫だよ。俺も中学の時、体育でちょっとやったことあるだけだし」

「……わ、わかりました。がんばって先生のお相手を務めたいと思います」

　そんな肩かた肘ひじ張らなくてもいいんだけどな。

　まあ、気合いはあって困るものじゃない。卓球台のほうに移動した。

　俺は裏面も使えるシェークハンド、藤花は片面のペンホルダーのラケットを選ぶ。

「ワンバウンドしたらこっちに返すんだぞ」

「はい」

　それ以外の細かいルールは置いといて（俺も知らんし）、とりあえずはじめてみた。

　俺から優しくサーブを出す。

「えいっ」

　藤とう花かは力強くラケットを振った。が、ラケットの中心ではなく縁のところに当たってしまう。球は大きな弧を描き、てんで見当違いのほうに転がっていった。

「ああっ、すいませんっ」

　俺が球を拾いに行くと、藤花は恐縮して頭を下げた。

「いいよ。そんな緊張せずに、楽しもうぜ」

　苦笑して告げる。

「は、はいっ」

　うーん、まだ硬いな。遊びでも、スポーツという意識があるからだろうか。

「そういや藤花、こんなジンクスを知ってるか？」

　もうちょっとゆるい雰囲気にしようと、思いつきを口にする。

「卓球をはじめたその日に十回ラリーを続けられたら、願いがひとつ叶かなうっていうの」

「えっ、そんなのがあるんですか？」

　藤花は興味深そうに食いついてくれた。

　もちろんそんなものはないけれど、俺は「ああ」とうなずく。そういうことにすれば俺の相手をするというプレッシャーを忘れて、素直に楽しめるかなと思ったのだ。

　女の子はたいていこの手の話が好きだし、目標があったほうが集中しやすい。

　初心者でも十回くらいなら、がんばればクリアできるしな。

　見事達成して、もし願いが叶わなかったらがっかりさせてしまうかも？　という懸け念ねんもあったが、所しよ詮せんはジンクスである。はずれてもそこまで気にしないだろう。

　効果はてきめんだった。

「それは素敵ですっ。ラリー十回、ぜひとも続けましょうっ」

　藤花は目を輝かせ、がぜんやる気になった。同時に緊張もほぐれたようだ。

　ふふふ、狙いどおり。さすがは俺。ロリのツボをしっかりと心得ている。ヒモとしてのキャリアを着実に積み重ねていることを実感した。そんな実感はいらない……。

「先生、お願いします」

「はいよ」

　藤花に催促され、また俺からサーブをする。

「たあっ──あぅ……」

　今度は盛大に空振りした。乾いた音を立てて、球が後ろに転がっていく。

　そんな急がなくてもいいのに、藤花は小走りで取りに行った。戻ってくるときも無駄にダッシュで、なんだかわんこみたいだなと思う。一生懸命でかわいい。

「どんまいどんまい。今度は藤花からサーブしてみな」

「はいっ」

　藤とう花かは元気よく返事をして、楽しそうにラケットを握り直した。







　それから一時間近くが経過して──俺たちはまだ卓球をしていた。

「ああっ、すいませんっ」

　七回目のラリーでネットに引っかかってしまい、藤花が悔しげな声をあげる。

　藤花はステータスのほとんどをルックスと頭脳に振っているようで、運動神経はわりと残念な感じだった。だんだんしっかりと当てられるようになってきたし、惜しいところまでは何度もいったが、どうしても十回がクリアできない……。

　むろんこれは俺のせいでもある。俺だってはじめてではないだけで、決して卓球が得意というわけではないのだ。むしろ下手である。だからふつうにミスもするし、藤花をうまくフォローしてやることもできない。藤花がラケットに慣れてきたいまとなっては、ぶっちゃけ似たり寄ったりだった。

　ただ、俺と藤花で大きく違う点がひとつ。

　根性である。

「くっ、まだまだですっ。先生、お願いしますっ」

　汗をかき、息も切れているのに、藤花はちっともめげなかった。

　ちょっとしたお遊びのつもりだったのに、すっかり部活なみのテンションだ。

　そろそろ部屋に戻りたいところだったけど、水を差すのも気が引けた。

　藤花はそれだけ真剣だった。

　俺のリターンがぎりぎり台を越えてアウトになる。

「あっ、どんまいです！　次、行きましょう！」

　藤花はかけらも嫌な顔を見せず、駆け足で球を取りに行った。

　自分のミスは全力で悔しがるけど、俺のミスを責めることは一度もなかった。

　……どうしてここまでがんばるんだ？

　ふと疑問に思う。いや、それはもちろん、俺がジンクスの話をしたからだろう。

　知りたいのは、藤花が叶かなえてほしい願いごとだ。

「……なあ藤花」

「はい、なんでしょう？」

　サーブの体勢に入っていた藤花は、いったん手を止める。

　でっちあげたジンクスとはいえ、それを訊きくのは無ぶ粋すいかもしれないが……。

　好奇心に抗あらがえず、俺は直球で訊たずねた。

「……藤花の願いごとってなに？」

「えっ……それは、このラリーで叶かなえてほしいことですか？」

「そう」

　真顔でうなずく。

　藤とう花かは身体の向きをわざわざ横から正面に戻し、すこし照れたように答えてくれた。




「先生がいい漫画を描けますように……と願っています」




　そのまっすぐな想おもいに射い貫ぬかれて、俺は言葉を失ってしまった。

　……え、じゃあずっと、俺のためだったのか？

　俺のために、こんなにも必死になってくれてたのか……？

　そりゃ俺が漫画を描けば、藤花もそれを読むことができる。間接的に自分の欲求を満たすことができる。でも、だったらふつうは『先生に漫画を描いてほしい』とか、『先生の漫画を早く読みたい』とか、そういう願い方をするだろう。

　だからそれは、あくまで俺のことを想った、純粋に俺を応援したいという願いだ。

　実際、藤花はこれまで原稿の催促をしたことがなかった。

　おかげで俺は、だらだらとヒモ生活を満喫してしまっているわけだけど……。

　さすがに今回ばかりは、本気を出さざるを得ないな。












「あっ、えーと、すいません。おこがましかったですね」

　俺が黙ってしまったからか、藤とう花かは慌てて言い足した。

「わたしが願うまでもなく、先生ならいくらでもいい漫画を描けますもんね」

「……いや、そんなことはないよ」

　自じ嘲ちよう気味に笑い、首を横に振る。

「俺はどうしようもなくぐーたらだからな」

「……先生……」

　困ったように眉まゆ尻じりを下げる藤花。なんとも似合わない表情である。これではせっかくの魅力も半減だ。実にもったいない。いますぐやめてもらおう。

　俺は不敵に、こう続けた。

「でも、藤花が応援してくれるなら。絶対に最高の漫画を描いてみせるよ」

「っ──ありがとうございますっ！」

　藤花はぱあっと、満面の笑みを咲かせた。

　そう。それだ。藤花にはやっぱり笑っていてもらわなくちゃ。

　……まったく、ロリのヒモってのは本当に素晴らしいな。

　ちょっと漫画を描くって言っただけで、そんな嬉うれしそうな顔をしてくれるんだから。

　この笑顔に噓うそをつくわけにはいかない。

　精一杯のお返しをしよう。俺にできる、すべてを尽くして。

　さしあたっては、そうだな……。

　いい加減、この十回ラリーをクリアしよう。

「よし、藤花。次で決めるぞ」

　フォアハンドに構えて、俺は言った。

「はいっ」

　藤花は気持ちのいい返事をして、丁寧にサーブをした。

　俺が構えたところにぴったり球が来る。俺も藤花が打ち返しやすい場所にリターン。

　球がお互いの右側に来るよう、できるだけ斜めに往復させる。

　静かな館内に──カッ──コン──カッ──コン──と音が響く。




　──５────６────７────８────９っ！




「あっ、すいませんっ」

　ラスト一回。藤花の球は、俺のバックハンドのほうに返ってきた。

　慌てるな。

　俺は冷静にラケットの裏面を合わせ、そしてついに、そのときが──




「こらーっ！　こんなとこでなにしてんの！」




　突然の怒鳴り声が、俺の集中を断ち切った。

「──あぁっ!?」

　俺はびくりと驚いてしまい、ラケットの角度がずれる。球は大きく横にそれた。

　当然、アウトだ。

　あと一回。ネットを越えて、藤とう花か側のコートに当てるだけでよかったのに……。

　俺の痛恨のミスで、ラリーが途切れてしまった。

　…………や、やってしまった……。

　さすがに心理的ダメージが大きく、俺はがっくりと膝をついた。

「あははっ、ミスしてやんの！　ださー」

　その情けない姿勢がツボに入ったのか、千ち鶴づるはおなかを抱えて笑った。

「こんなところにいたんですね……」

　麻ま耶やさんはほっとしたように息をつく。

「……ずるい、にいさまと藤花だけで遊んでたんだ」

　紗さ奈なはむぅーとくちびるをとがらせた。

　どうやら俺たちの戻りがあまりに遅いから、三人で探しに来てくれたようだ。

　なぜこのタイミングで……と恨うらみたくもなるが、悪いのは俺である。

　風呂にはケータイも持って行かなかったし、一度部屋に戻っておくべきだった。

　脱力して、ため息をついた。




「──なにがおかしいんですか！」




　再び、怒鳴り声があたりに響いた。

　弛し緩かんした空気が一瞬で張り詰めたものになる。

　笑っていた千鶴に、藤花が激しい剣けん幕まくで詰め寄った。

「えっ……え……？」

　千鶴は笑顔を引っこめてたじたじとなる。

「……ちょ、どうしたのよ藤花？」

「どうしたのじゃないです！　千鶴のせいで失敗したんですよ！」

「し、しっぱい……？」

「わたしと先生で、十回ラリーを続ける挑戦をしてたんです！」

「……そ、そうだったの。それはごめん」

「なんですかその雑な謝罪は！　もっときちんと、先生にも謝ってください！」

「──そっ、そんな言い方ないじゃない！」

　藤とう花かのとげとげしい物言いに、千ち鶴づるもむっとして言い返す。

「あたしたちだって心配して来たんだから！」

「だからっていきなり怒鳴ることはないでしょう!?」

「なら藤花だって、ちょっとラリーが失敗したくらいでそんなに怒ることないじゃん！」

「くらいってなんですか!?　あと一回だったんですよ!?　千鶴が邪魔をしなければ絶対に成功していました！　そしたら先生の漫画ができてたのに！」

「はあ？　なんでそこでハルの漫画が出てくるのよ？」

「そういうジンクスがあるんです！　卓球をはじめた日に、十回ラリーを続けられたら願いが叶かなうって！」

「なにそれ。そんなの聞いたことないわ」

「千鶴が知っていようがいまいが関係ないです！」

「……てゆーか、そんなジンクスがあっても、ハルはダメ人間だからどうせ描かないわよ」

「先生はダメ人間じゃありません！　前から言おうと思ってましたが、千鶴は先生に失礼すぎます！」

　売り言葉に買い言葉。男子だったらとっくに手が出ていてもおかしくない。

　さっさと仲裁に入るべきなのだが、俺は驚きすぎてなにも反応できなかった。

　藤花の言い分はもっともだと思う。

　あれだけ懸命になっていたのだから怒るのも無理はない。

　けど、それにしたって怒りすぎではないか……？

　千鶴の主張にも一理あるのに、まともに取り合おうともしない。

　これではまるで、やつあたりするわがままな子どもである。

　俺にとって二に条じよう藤花は世界一こころが広い女の子なので、そのギャップにひどく困惑してしまった。

「…………」

　麻ま耶やさんも俺と似たような状態だった。目を見開き、ただただ硬直している。

　そして、もしかしたら俺の勘違いかもしれないが。

　その表情にはかすかに怯おびえがにじんでいた。

「……ふ、ふたりとも、おちついて……ケンカは、だめ……」

　唯一動けたのがふたりの友達である紗さ奈なだ。

　弱々しく言って、ふたりのあいだに入ろうとする。

　しかし、頭に血がのぼったふたりを止めるには、声も身体も小さすぎた。

「べつに失礼じゃないし！　あたしは事実を言っているだけよ！　本人も認めてるし！」

「それは先生が優しいからです！　和なごませようとして言ってくれてるんです！　それをいつまでも鵜う吞のみにして、調子に乗るのもいい加減にしてください！」

　紗さ奈なを無視してふたりは言い争いを続ける。

「……ふぇっ……うぅ……」

　紗奈はそれ以上なにも言うことができず、ついには泣きだしてしまった。

　頰ほおを流れる大粒の涙を見て、ハッとする。

　なにをしている。なんで黙って見ている。

　自分のせいで、ふたりはケンカしているのだ。そんなことはあってはならない。

　いますぐ止めろ！　バカ野郎！

「わかりました！　もういいです！　もう千ち鶴づるとは──」

「はいはい、ちょっと静かにしてもらってもいいかな」

　藤とう花かが決定的な一言を口にしてしまう前に、俺はようやく割って入った。

　空気が読めてないとも言える軽い口調に、藤花と千鶴はきょとんと俺を見る。

　紗奈や麻ま耶やさんもすがるような目をしていた。

　俺はにやりと笑い、芝居がかった調子で続ける。

「そんな大声出されると、せっかくのアイデアがこぼれていっちゃうだろ」

「……あ、アイデアって？」

　藤花がおずおずと訊たずねてくる。

「いいアイデアが浮かんだんだよ。おかげで最高の漫画が描けるぞ」

「──ほんとうですかっ？」

「ああ。九回でも効果があったのかもな」

　ぐっと親指を立て、俺は宣言する。

「というわけで、これからみんなにお礼を言います」

　感情が限界まで昂たかぶった相手に、ごたごた理屈を並べてもしょうがない。

　ストレートに行動で示すことにした。

　ケンカをする必要はないってこと。

　俺はみんなの味方だってこと。

　だから、安心していいよってことを。

「──ふぇ？　にいさま……？」

　まずは紗奈だ。ちょっと変わってるけど、誰よりも優しい女の子。

「ふたりのために泣いてくれてありがとう」

　やわらかく抱き寄せ、頭をなでながらささやいた。

「──ちょっ？」

　次は千鶴。言葉遣づかいは悪いけど、すごく友達想おもいの女の子。

「心配して、探しに来てくれてありがとう」

　同じように抱きしめて頭をなでる。

「──あっ」

　そして藤とう花か。俺の漫画を愛してくれる、健けな気げでかわいい女の子。

「俺のために怒ってくれてありがとう」

　藤花をぎゅっと抱きしめたまま、改めてみんなに告げる。




「三人のおかげで、いい漫画が描けそうだ」




「「「──っ……ふえぇぇぇーん！」」」

　俺の想おもいは正しく伝わったようだ。

「せんせぃ……！」

　藤花は俺の胸に顔をうずめて大泣きして。

「ハルぅ……！」「にいさまぁ……！」

　千ち鶴づるは右、紗さ奈なは左から抱きついてきて、やっぱり大泣きした。

　緊張の糸が切れたのか、予想以上の号ごう泣きゆうっぷりである。

　ロリの涙をそんな安売りしてはいかん。












　俺は三人を慰めるため、ぎゅっとしたりなでなでしたりと大忙しだった。

「……ぅぅっ……」

　控えめな嗚咽おえつに横を向く。なんと麻ま耶やさんも涙ぐんでいた。

「ああ、ごめんごめん。三人じゃなくて四人だったな」

　訂正して右腕を広げる。

「ほら麻耶さんも」

「……うぅ……いや、私は抱きつきませんよ？」

　なんだよ。そこは冷静かよ。この感動的な雰囲気に流されてくれてもいいじゃないか。

「おっぱい大きくてありがとう」

「だから抱きつきませんよ!?　しかもなんですかその理由！」

　赤面してツッコむ麻耶さん。

　三人は俺に抱きついたまま、くすくすと笑った。




　それから汗と涙を流すため、みんなで温泉に入り直した。

　千ち鶴づるや紗さ奈なや麻耶さんは必要なかったと思うけど、藤とう花かに付き合ってくれたのだろう。

　お互いの無礼は、お湯に流そうってわけだ。

　おかげでしっかり仲直りできたらしく、三人は手をつないで脱衣所から出てきた。

　うむ。これぞ美しき友情である。俺は幸せな心地になった。

　お風呂上がり麻耶さん（浴衣ゆかたバージョン）を拝むこともできたしな。




　だいぶ疲れがたまっていたのだろう。部屋に戻るなり、三人はすぐに寝てしまった。

　しかも枕を持ち寄って、ひとつの布団で。どんだけ仲良しなんだよ。

　三人の穏やかな寝顔を眺めつつ、俺は麻耶さんに切り出す。

「ところで、ひとつ訊きいてもいい？」

「なんでしょう？」

「藤花って、ほんとはすごくわがまま？」

「…………本気で怒らせると、とても怖いのはたしかです」

「ちなみに、麻耶さんとどっちが怖い？」

「藤花です」

　半ば茶ちや化かすような問いだったのに、麻耶さんは真顔で言い切った。

　おかげで返す言葉が見つからず、そこでいったん会話が途切れる。

　……まあ、あまり深く考えなくてもいいか。

　藤花との付き合いはまだまだ短い。俺の知らない一面があるのは当然のことだ。

　しかしなんにせよ、藤花が大事な存在であることに変わりはない。

　そう結論づけて、仕切り直すように口を開いた。

「じゃ、俺たちも寝ようか」

「一緒には寝ませんよ？」

「……え？」

「え、じゃないですよ。当たり前でしょう」

「冗談だよ。まだ寝る気はないし」

「そうなんですか？」

「うん。悪いけど、ちょっとテーブル運ぶの手伝って」

「なぜです？」

「決まってるだろ。漫画を描くんだよ」

　麻ま耶やさんが目を丸くした。

「……本当に漫画のアイデア、思いついていたんですか？」

「思いついてるわけないじゃん」

「…………」

　もちろんあれは、あの場をおさめるための方便だ。なにを描くかはこれから考える。

「まあ、なんとかするよ。俺が本気を出せば、短編の一本くらい楽勝だ」

　時刻を確認すると、ちょうど日付が変わったところだ。

「いまからやればそうだな、文字どおり朝飯前にはできてるんじゃないか」

「本当ですか？」

「たぶん」

「…………」

　なんにしても、ここでぐだぐだ話していてもはじまらない。

　麻耶さんとふたりで、一番大きなテーブルを俺に割り当てられた六畳間に運んだ。

　座布団に腰を下ろす。漫画道具をカバンから取り出してテーブルに広げた。

　やー、まさか本当に使うことになるとは。持ってきて正解だったな。

「なにかお手伝いしましょうか？」

　ベタくらいなら麻耶さんでもできるだろう。ありがたい申し出だった。

　けど、今回は遠慮させてもらう。

「大丈夫。麻耶さんも疲れてるでしょ？　寝てていいよ」

　麻耶さんは俺と違って朝型の人だ。徹夜に付き合わせるのは申し訳ない。

　それに、最初の読者は藤とう花かがいい。

　過程であってもほかの人に見られたくない。だからひとりで全部やる。

「わかりました。なにかありましたら起こしてください」

「起こし方は自由？」

「……電話を鳴らしてください。寝顔を見たら刺します」

「あ、はい」

　麻ま耶やさんは六畳間を出て、静かにふすまをしめた。

　狭い部屋にひとりきりになる。なんだか妙な懐かしさを覚えた。

　……さて。有言実行ってのはあまり俺らしくないので照れるんだけど。

　あれだけ豪語してしまったのだ。俺もやるときはやるってとこ、見せなきゃな。

　一分ほど瞑めい目もくして、どういうシーンを描きたいか考える。

　頭の中でおおよその流れを組み立てたら、ペンを取っていきなり原稿に向かう。

　ネームは切らない。

　描きたいと思ったものを、描きたいように描きたいだけ描く。

　──そんな行き当たりばったりで、面白い漫画になるのか？

　たぶん、ならない。

　どう考えたってきちんとネームを作ってから描いたほうが、完成度は上がるだろう。

　こんな描き方をしているところをもし夕ゆ莉りちゃんに見られたら、ボロクソに言われるに違いない。手を抜くな。読者のことを考えろ。ああ、わかってる。俺だってそこまでバカじゃない。読者のことは、これ以上ないほど考えてる。

　ただし、想定している読者はただひとり──藤とう花かだけだ。

　だからこそ、このスタイルで描くことに決めた。

　藤花は、俺の漫画を好きだと言ってくれた。

　ネットにあげている自己満足の漫画を。ほかの誰からも評価されなかった漫画を。

　つまり、俺と漫画の好みが完璧に一致しているということだ。

　アキバで選んでもらった同人誌でも、それは証明済み。

　藤花を楽しませたかったら、計算なんて必要ない。

　変に読みやすくしようなんて思うな。理論に頼るな。感性だけで勝負しろ！

　下書きもしない。しても最低限のアタリだけで済ませる。朝までに仕上げなきゃいけないのだ。悠長に描いてる時間はない。丁寧さは勢いでカバーだ。

　大丈夫。一発描きでもいけるはずだ。

　この一ヶ月、漫画は一ページも描いてなかったけど。

　イメージボードなら数え切れないほど描いてきた！

　それらを脳内から取り出し、シーンをつなげて、ひとつの物語にすればいい。

　……とはいえ。やはり一晩で短編一本は、さすがにしんどい。

　どうしてもページ数はすくなめになるし、背景やトーンもほとんど入れられない。

　まあでも、それくらいは勘弁してもらおう。大ゴマが多いのもご愛あい敬きようだ。

　あっという間に時間が過ぎる。気がつくと五時を回っていた。

　朝食がたしか七時半からだ。残り二時間といったところか……。

　正直、いまが一番しんどい時間帯だ。アドレナリン全開なので眠気はないけど、身体のほうがかなりきつくなってきた。手が痛いてえ。頭が痛え。あちこち痛え。昼間さんざんスパで遊んで、夜に卓球までしたのだからさもありなん。

　だけどむろん、ここで休むわけにはいかない。

　一心不乱にペンを走らせる。走らせる。走らせる！

　藤とう花か、千ち鶴づる、紗さ奈なをモデルにしたキャラクターたちも走らせる！

　いろんな衣装を身にまとい、困難なミッションに挑むのだ！

　世界のために、自分のために、仲間のために！

　支援は巨乳メイドがしてくれる！　アキバでそろえた魔導書を使え！

　最強の武器は、ガチャをまわして手に入れろ！

　なかなか出ない？　気にすんな！　出るまでまわせばいつかは出る！

　時にはケンカをすることもある。理り不ふ尽じんな不幸にも襲われる。

　だけど決してあきらめない！　いつだって希望はそこにある！

　試練を乗り越え、悪と戦え！

　ラストは当然、ハッピーエンドだ！

　温泉旅館で、キャッキャウフフの大だい団だん円えん！

　バッドエンドなんてくそくらえ！　ご都合主義？　上等だ！

　大事な人には幸せになってもらいたい。そのためならストーリーが破は綻たんしても構わない。設定を無視してもいい。伏線なんていらない。いきなり敵が味方になってもいいじゃないか。足りない部分は想像で補ってくれ。漫画として描かれなかっただけで、なんかそうなるに足る壮大なストーリーがあったんだろうよ。

　ああ、そうだ。こんなんだから俺は、夕ゆ莉りちゃんにダメ出しされて、いつまで経たってもデビューできないんだ。

　ぶっちゃけここ一ヶ月、ずっとそれで悩んでいた。

　自分の好みを否定された直後に、自分の好みに共感してくれるファンと出会い、自分がどんな漫画を描けばいいのか、わからなくなってしまったのだ。

　でも、もう迷いはない。これでいい。俺はこの方向で突き進む。

　夕莉ちゃんは信用できる編集者だ。

　おそらく漫画家としては、彼女に従うのが正しいだろう。

　だがしかし。

　べつに俺はもう、漫画で食っていこうなんて思っていない。

　たったひとり、藤花さえ楽しませられたらそれでいい。

　なぜなら俺は。




　──────ロリのヒモだからだ！




「っっし──終わったああああああああああああああああああっ！」

　午前七時ジャスト。

　十二ページの短編が完成した。










　完成したのが嬉うれしすぎて、思わず叫んでしまった。

　図らずも、それが目覚ましの代わりになったらしい。

　隣の部屋から藤とう花かたちが起き出す気配を感じた。

「おはようみんな！」

　俺はスパンッとふすまを開け放ち、大声で挨拶した。

「……ふわあぁっ!?」

　あくびの途中だった藤花は口を開けたまま驚く。

「んー、なによぉ……うっさいわねぇ……」

　千ち鶴づるはもぞもぞと布団のなかに潜り、不機嫌そうな声を出した。

「にゃあ……」

　紗さ奈なは寝ぼけ眼まなこのまま枕元にあったネコミミカチューシャを装着した。意識たけえな。

「……朝から大声出さないでください」

　洗面所のほうから麻ま耶やさんが姿を見せ、

「──え、というか、終わったって言いました？」

　ハッとして訊たずねてくる。俺はどや顔で答えた。

「ああ、終わったぜ」

「……終わったってなにがですか？」きょとんとする藤とう花か。

「短編が一本できたんだよ」

「──え？　それって、先生の漫画ですか？」

「そうだよ。ついさっきまで、そこで描いてたんだ」

「ええっ!?　それはつまり先生の新作ができたってことですか!?」

「だからそうだって」

　驚きすぎて混乱している藤花に、俺は苦笑して答えた。

「うそっ……！」「にゃんと……！」「……まさか本当に完成させるとは……」

　千ち鶴づると紗さ奈なも啞あ然ぜんとして、麻ま耶やさんも目をまんまるにしていた。

「なんですかそれすごいです！　早く読みたいです！」

　眠気が一瞬で吹き飛んだのか、藤花は興奮して布団から立ち上がった。

　その動作で浴衣ゆかたが乱れて、だいぶはしたないことになっている。指摘してあげたほうがいいんだろうけど、いまはパンツよりも漫画だろう。俺は見ない振りをして、六畳間からできたての原稿を持ってきてあげた。

「はい、どうぞ」

「──あ、ありがとうございますっ！」

　藤花は満面の笑みを浮かべ、宝石でも扱うように受け取ってくれる。

　大きく深呼吸をして、俺の漫画を読みはじめた。

　一ページ目から何度も視線が上下に動き、なかなか次に進まない。

　一コマ一コマ、大事に目を通してるのがわかった。

　最初は緊張が勝まさっているみたいだったけど、二ページ目に入ると「あはっ」と噴き出して、そこからは純粋に楽しそうに読み進めてくれた。

　もうほんと、これ以上ないほどにっこにこである。

　あまりにも明け透けで、屈くつ託たくのないリアクション。

　俺は照れてしまい、途中で背を向けてしまった。

「先生、読み終わりました」

　藤花からそう声をかけられるまで、十五分くらいかかった。

　たった十二ページなのに。時間かけすぎだろ。

「──っ!?」

　振り向いて俺はぎょっとした。

　なんと、藤花の目が赤くなっていた。頰ほおには涙のあとがある。

　……まじか。これ、感動で泣いたってことだよな？

　いや、ちょっとはそういう要素もあったが、基本はコメディだし、そこまで泣けるような話じゃなかったと思うんだけどな……。もしかしたら内容だけでなく、俺が漫画を描いたという事実に感激してくれたのかもしれない。一ヶ月も待たせちゃったわけだしね……。

「とてもよかったです。本当に。ありがとうございます」

　藤とう花かは多くは語らなかった。でも、それだけで十分伝わった。

「また新作ができたら、読ませてください」

「ん、りょーかい。約束するよ」

　いつになるかは、わからないけど。そのときはまた一番に読んでもらおう。

　朝食の時間になり、仲なか居いさんたちが部屋にやってくる。

　食卓に料理を並べてくれているあいだに、千ち鶴づると紗さ奈なも俺の漫画を読んでくれた。

「……よくわからないんだけど」「……にゃあ」

　ふたりの感想はほぼ一致していた。絵は大変素晴らしい。けど、ストーリーが意味不明。

　藤花ががんばって説明しようとしてくれたが、最後まで理解は得られなかった。

　おかげでまたケンカになりかけた。

「これは藤花のためだけに描いたから、ほかの人には難しい」

　慌ててそうフォローしなければ、どうなっていたことやら……。

　ちゃんとしたファンは、他人に感想を押しつけない。

　同時にそう指導すると、藤花は素直に自分の非を認めて謝った。

　ほっと胸をなで下ろす。これでもう、俺が原因でケンカをすることはないだろう。

　ちなみに、麻ま耶やさんからの感想は聞けなかった。朝食のあとで読んではくれたんだけど俺を見るなり顔を赤くして、露骨に避けられてしまったからだ。なぜだ。

　もしや巨乳メイドの、無駄にハレンチなシーンがあったからか？

　エロ同人よりはだいぶおとなしいと思うんだけどなぁ……。







「……というか、いまさらだけどさ、藤花は俺の漫画のどこが好きなの？」

　温泉からの帰り道。

　千鶴と紗奈を家まで送り届け、車内がいくぶんさみしくなったところで、俺はおもむろに切り出した。

　作者が自分からこんな質問をするのも気恥ずかしい。

　だからこれまでは控えていたけど、藤花のことをもっと知りたいと思ったのだ。

　藤花はどこか誇らしげに答えてくれた。

「ぜんぶです」

「ぜんぶか」

「でもそれでは、答えとしてあまり面白くないですね……」

　すこし思案して、言葉を継ぐ。

「強しいて言えば、まったく思いどおりに話が進まないところですね」

「……それって好きなとこなの？」

　読者の予想を裏切るのは大事なことだけど、失敗するとただの期待はずれになる。

　そして残念ながら、俺の漫画はいつも失敗していた……。

「はい。もちろん単にめちゃくちゃなだけだったら、惹ひかれることはないですよ？　予想がつかないのになぜか納得できて、しかも絶体絶命のピンチから、想像もしてなかった形でハッピーエンドを迎えるのが、たまらなく心地いいんです」

　……それは、すげえ嬉うれしい感想だった。まさしく俺がこだわっているポイントだ。

　作者冥みよう利りに尽きる。

　なぜかの部分は、やはり俺と感性が近いからだろう。ふつうは納得してもらえない。

「おかげで読むたびに救われた気持ちになります」

「またおおげさだな」

「いえ、本当にそうなんです……わたしは、とてもわがままでしたから」

　藤とう花かは苦笑して、自分の悩みを吐と露ろしてくれた。

　二に条じよう藤花はなんでも自分の思いどおりにならないと気が済まない、とてもわがままな女の子だった。そして幸か不幸か、たいていのことは思いどおりにできた。その地位と能力があった。あるとき、そんな自分をおそれる人がいることを知る。当然だ。藤花の気まぐれひとつで、生活が吹き飛ぶのだから。それがわかっていても、藤花は自分の思いどおりにならないと我慢できなかった。藤花はそんな自分が怖くなってしまう。だから家族と距離をおき、友達も作らなかった。

　だけど、俺の漫画と出会い、考え方が一変する。

「はじめて先生の漫画を読んだとき、本当にびっくりしたんです。思いどおりにならなくても楽しいことがあるんだって。なのでそれからは、思いどおりにならないことも、ある程度は楽しめるようになりました」

「…………」

「先生の漫画は、わたしの人生を変えてくれました。ですからわたしが先生を支援するのは、恩返しみたいなものですね。……もちろん、先生にたくさん漫画を描いてほしいって下心も、すこしはありますけど」

　いたずらっぽく笑い、てへっと舌を出す。

　思った以上に真面目まじめな話をされて、俺は、なんと返していいかわからなかった。

「えーと、すいません。どっちみち面白い話じゃなかったですね」

　藤花は恐縮したように頭を下げた。

「……いや、そんなことないよ。話してくれて、ありがとう」

　やわらかく微笑ほほえみ、からかうように続ける。

「でもだったら、千ち鶴づるや紗さ奈なと意見が合わなくても、怒っちゃダメだな」

「うっ……そうですね、反省してます」

「あのふたりは大事にしろよ。思いどおりにならないからこそ、対等に接することができるんだ。そういう本当の友達は──お金じゃ決して買えないぞ」

　今日一番の名言に、藤とう花かは感動の涙……は流さなかったけど、

「はい、そうですね」

　優しい笑顔で感じ入ったようにうなずいた。

「……たしかにいいこと言ってますけど、ヒモが語ることじゃないですね」

　運転席の麻ま耶やさんがぽつりとこぼした。

　うっせえおっぱい。帰ったらセクハラしてやるからな。

　……が、ここで藤花が予想外のリアクションをする。

「あはは、そうですね」

　えっ……まじか。藤花さん、そこ同意しちゃうの？

「ふふ、すいません。千鶴と紗奈と話し合って、遺い憾かんですが認めることにしたんです」

　藤花はにこやかに言い放った。




「先生は、わたしのヒモです」




　……うん。いやまあ、そうなんだけどさ。揺るぎない事実だけどさ。

　藤花からそう告げられると、なんだろう。ちょっと泣きたくなるな……。

「でも、わたしはそれでいいと思うんです。先生がそばにいてくれるだけで、わたしは楽しいんですから。これでもっと漫画を描いてくれたら、本当に言うことなしです」

「……あ、はい。そう言っていただけると、幸いです。漫画もできるだけがんばります」

　思わず敬語になってしまった。

「麻耶もそう思いますよね？」

「…………まあ、そうですね」

　露骨に間まをおいて、麻耶さんはしぶしぶ同意した。

　いや、そこは朗らかに答えてくれよ。

「千鶴や紗奈だって先生のことを慕っています。先生はたとえヒモでも、いいヒモです」

　わーい。なんて嬉うれしくない褒ほめ言葉だ。

「ですから、これからもよろしくお願いしますね、先生」

「……こちらこそ、どうぞよろしく」

　満面の笑みで言う藤とう花かに、俺は深々と頭を下げた。

　……まあ、なんにしても。お墨つきをもらえたのだ。

　今後は職業を訊きかれたら、胸を張ってこう言おう。




　ロリのヒモです、と。












あとがき







『ロリのヒモ』というクズ感ほとばしる奇抜ワードにもめげず、本書を手に取ってくださった紳士淑女の皆々様。はじめまして、あるいはお久しぶりです。暁あかつき雪ゆきです。

　実際のところ、タイトルはけっこう悩みました。いくつボツにしたか数えるのも面倒なほどです。せっかくなので、一部をここに載せてみたいと思います。




『ろりのひも』『ロリのヒモ（合法）』『天才漫画家はロリのヒモになることをためらわない』『逆に聞くけど、なんでみんなロリのヒモにならないの？』『僕は働きたくない』『もっとわたしに甘えてもいいんですよ？』『あまくてたのしい』『ロリのヒモでありたい』『ロリのヒモって最高じゃない？』『ロリヒモぐらし』『すとろべりぃ生活』『いちごのかおりにつつまれて二度寝する』『いえいめっちゃロリデー』『ろりヒモびより』『ロリものがたり』『友情、努力、ロリ』『Ｒ10』『ヒモになる勇気』『ロリに届け』『読んでくれてありがとう』『ロリコンなら死んでた』『最近の小学生はすごすぎる』『高校中退してロリ充になりました』『僕の読者は幼い』『職業はロリのヒモ』『え、おまえロリのヒモなの……？』『かわいすぎるだろ！』『ロリを語るのはヒモになってからにしてもらおうか？』『ロリコンスレイヤー』『あまったるいのに心地よい！』『楽しすぎて生きるのが楽しい！』




　……まだまだこれの三倍以上はあるのですが、このあたりにしておきます。

　それでなんやかんやあって、このタイトルになりました。

　ちなみに企画提出時の仮タイトルは、『きょうから俺はロリのヒモ！』でした。

　つまり、『きょう』が『今日』に変わっただけです。

　まあ、けっきょく最初のやつが一番だよね、というのはよくあることです。

　それにこうしてあとがきで出せば、無駄にならずに済みますしね。

　というわけでうまいことページが埋まったので、ここからは謝辞でございます。

　へんりいだ先生。めちゃかわなイラスト、まことにありがとうございます！　美麗さはもちろんのこと、細やかなこだわりに感動しっぱなしでした！　最高です！

　担当さまをはじめとした編集部のみなさま、本書に携わってくださったすべての方にも多大な感謝を。

　そしてなにより、読者さま。あなたのおかげで、こうして本が出せています。

　本当に、ありがとうございます。またお会いできることを心から願っています。

　というのも、書きたいことはまだまだたくさんありますからね！

　天てん堂どうハル先生の次回作にご期待ください！　どうぞよろしくお願いいたします！
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